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※本機器を安全にご使用いただ く ために
●本書に対する注意

1) 本書は、 最終ユーザまでお届けいただき ますよ う お願いし ます。

2) 本製品の操作は、 本書を よ く 読んで内容を理解し た後に行なって く ださい。

3) 本書は、 本製品に含まれる機能詳細を説明する ものであ り 、 お客様の特定目的に適合する ものでは

あ り ません。

4) 本書の内容の一部または全部を無断で転載、 複製する こ と は固 く お断 り いた し ます。

5) 本書の内容については、 将来予告無しに変更する こ と があ り ます。

6) 本書の内容については、 細心の注意を も って作成し ま し たが、 も し不審な点や誤 り 、 記載もれなど

お気付きの こ と があ り ま し た ら当社営業所 ・ サービ ス またはお買い求めの代理店までご連絡 く だ

さい。

●本製品の保護・安全および改善に関する注意

1) 当該製品および当該製品で、 制御する システムの保護 ・ 安全のため当該製品を取 り 扱 う 際には、 本

書の安全に関する指示事項に従って く ださい。 なお、 これらの指示事項に反する扱いを された場合

は、 当社は安全性の保証をいた し ません。

2) 本製品を、 安全に使用し ていただ く ため本書に使用する シンボルマークは下記の通 り です。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡し た り 、 大けがを し た り するほ

か、 爆発 ・ 火災を引き起こす恐れがあ り ます。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡、 大けが、 爆発、 火災の恐れが

あ り ます。

この表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 けが、 物的損害の恐れがあ り ます。

図番号の意味

記号は、 警告 （注意を含む） を促す事項を示し ています。

の中に具体的な警告内容 （左図は感電注意） が描かれています。

記号は、 し てはいけない行為 （禁止事項） を示し ています。

の中や近 く に具体的禁止内容 （左図は一般的禁止） が描かれています。

この記号は、 必ずし てほしい行為を示し ています。

の中に具体的な指示内容 （左図は一般的指示） が描かれています。

●電源が必要な製品について

1) 電源を使用し ている場合

機器の電源電圧が、供給電源電圧に合っているか必ず確認した上で本機器の電源をいれて く ださい。

2) 危険地区で使用する場合

「新 ・ 工場電気設防爆指針」 に示される爆発性ガス ・ 蒸気の発生する危険雰囲気で も使用でき る機

器がございます （0 種場所、 1 種場所および 2 種場所に設置）。 設置する場所に応じ て、 本質安全防

爆構造 ・ 耐圧防爆構造あ るいは特殊防爆構造の機器を選定し て頂き ご使用 く ださい。

これらの機器は安全性を確認するため、 取付 ・ 配線 ・ 配管など充分な注意が必要です。 また保守や

修理には安全のために制限が加え られてお り ます。

3) 外部接続が必要な場合

保護接地を確実に行なってから、 測定する対象や外部制御回路への接続を行って く ださい。

●製品の返却に関する注意

製品を返却される場合、いかなる事情でも弊社従業員 と技術員および取 り 扱いに関わるすべての関

係者の健康 と安全に対する危険性を回避する ために、 適正な洗浄を行なって く ださい。

返却時には必ず添付 「安全／洗浄確認依頼書」 に記入し ていただき、 この依頼書 と製品を必ず一緒

に送 り く ださい。

必要事項を記入し て頂かない限 り 、 ご依頼をお受けする こ と ができ ません。

また返却の際、 弊社従業員あ るいは技術員 と必ず事前に打ち合わせの上、 返却を し て く ださい。

危険

警告

注意
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安全／洗浄確認依頼書

物品を受け取る弊社従業員 と技術員および、取扱いに関わるすべての関係者の健康と安全に対する危険性を回避する
ために、 適正な洗浄を行なって頂 く と共に被測定物についての的確な情報を記載下さ る よ う お願い申し上げます。
For the health and safety of all personnels related with returned instruments, please proceed proper cleaning and give the
precise information of the matter.

会社名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 担当者名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　  
（Company:） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   （Person to contact:）

住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
（Address:）

電話 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｆ Ａ Ｘ ： 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
（Tel.:） （Fax:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

返送理由／ Reason for the return

型式：　　　　　　　　　　　　　　　 　 ｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰ：　　　　　　　　　　　　　　　　 
（Type of instruments:） （Serial number:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

プロセスデータ／ Process data

特性／ Properties：

私 （達） は、 返送し た製品に毒性 （酸性、 アルカ リ 性溶液、 触媒体等） または すべての危険性がない こ と を こ こ に
確認し ます。 放射性汚染機器は放射線障害防止法に基づき、 お送 り にな る前に除染されていなければな り ません。
We herewith confirm, that the returned instruments are free of any dangerous or poisonous materials （acids, alkaline
solutions, solvents） . Radioactive contaminated instruments must be decontaminated according to the radiological safety
regulations prior to shipment.

日付／ date ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ご署名／ signature ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   

本依頼書は製品と一緒にお送りください。

修理／ Repair 校正／ Calibration 交換／ Exchange

返品／ Return その他／ Other 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

被測定物：
（Process matter:）

使用洗浄液名：
　 （Cleaned with ： ）

毒性／ Toxic 水と反応／ Reacts with water

腐食性／ Corrosive 水溶性／ Soluble in water

爆発性／ Explosive 判別不能／ Unknown

生物学的危険性／ Biologically dangerous 安全／洗浄確認依頼書をすべて記入して頂かない限り、ご依頼を
お受けすることができません。
The order can not be handled without the completed safety sheet.放射性／ Radioactive
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1 安全注意事項

1.1 用途

本取扱説明書に記載されている機器は、 気体の質量流量測定のみに使用し て く だ さ い （例 ： kg、

Nm3 scf）。 本システムは、 同時にガス温度を測定でき ます。 本機器は、 標準範囲の純粋なガスや 
混合ガス を計測するための設定が可能です。

例 ：
• 空気

• 酸素

• 窒素

• 二酸化炭素

• アルゴン、 など

腐食性の高い、 飽和し た、 または汚れた気体を使用する場合は、 取扱いに注意が必要です （弊社
営業所も し く は販売代理店にお問い合せ く ださい） 。 不安定な気体、 エン ド レ スハウザーが適さ
ない とみな し た気体については、 使用を避けて く ださい。 本機器は、 液体または液相状態の測定
物に使用する こ と を意図し て設計された ものではあ り ません。

弊社は、 不正な使用あ るいは使用目的と は違った用途によ る損害に対し ては、 いかなる責任を負
う ものではあ り ません。 この結果損害が発生し て も、 弊社は一切責任を負いません。

1.2 取付け、 設定および操作

以下の事項を留意し て く ださい。
• 本機器の取付け、 電源接続、 ス ター ト ア ッ プ、 メ ンテナン スは、 施設責任者が認める訓練を受

けた作業員のみが行って く ださい。
作業員は、 事前に取扱説明書を熟読し理解し ている必要があ り ます。

• 機器の操作にあたっては、 必ず施設責任者が認め る訓練を受けた担当者だけが行って く だ さ

い。 取扱説明書の指示は必ず守って く ださい。
• 腐食性流体 （洗浄に使用する流体を含む） の場合には、 測定管、 シール、 プロセス接続など流

体に接する部分の材質が腐食に耐える ものであ る こ と を確認し て く ださ い。 流体に接する部分
が腐食に耐え る適切な材質を選定する こ と はお客様の責任において行って く ださ い。 誤った材
質選定によ り 生じ た損害に対し、 弊社はその責任を負いかねます。 しかし、 弊社は情報の提供
と ア ド バイ スはいた し ます。

• 配管で溶接作業を行 う 場合、 測定機器用接地に、 溶接機器の接地は行わないで く ださ い。

• 電気配線を行 う 作業員は、 機器が配線図に基づいて正し く 配線されている こ と を確認し て く だ

さい。 例えば、 電気的に絶縁された電源 SELV または PELV などの特別な保護対策を講じ てい    
ない場合は、 変換器を接地し て く ださい。 （SELV = 安全特別低電圧、 PELV = 保護特別低電圧）

• 必ず、 電気機器の開放や修理に関し て適用される各国の法規制に従って く ださ い。
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1.3 操作上の安全性

以下の事項を留意し て く ださい。
• 海外防爆環境で使用する防爆仕様の製品には、 本取扱説明書以外にも別冊の " 防爆補足説明書 

（英文） " がご利用いただけますのでお問い合わせ く ださい。 この " 防爆補足説明書 " （英文）  
に記載されている取付指示および定格を厳守し て く ださい。 こ の防爆補足説明書の表に記され 
ている記号は、 認承と認証機関を示し ています （例 ： 0 ヨーロ ッパ、 2 米国、 1 カナダ）。

• 高温の流体が計測チューブを流れる際に、 ハウジングの表面温度が上昇し ます。 特にセンサの

場合は、 流体温度と ほぼ同じ温度になる こ と を予想する必要があ り ます。 流体温度が高い場合
は、 やけどや焼けを防止する ための適切な措置を講じ て く ださ い。

• 本製品は、 EN 61010-1、 IEC/EN 61326 の EMC 指令および NAMUR 推奨基準 NE 21、 NE 43、          

NE 53 に準拠し た一般安全要件に適合し ます。
• 欧州圧力機器指令に基づ く 設置カテゴ リ ー II または III で使用される機器については、 欧州圧    

力機器指令に関する別個の資料に従って く ださ い。
• 弊社は、 事前の予告な しに技術仕様を変更する権利を有する もの と し ます。 寄の弊社営業所

およびサービ スが、 本取扱説明書に関する 新の情報および更新情報を提供いた し ます。

1.4 返却

• 痕跡を含め、 危険物質が完全に除去されたかど う か確信のない場合、 例えば、 その物質が溝に

浸透し ている あ るいはプラ スチッ ク を透過し て拡散し ている可能性が考え られる場合には、 機
器を返却し ないで く ださい。

• 不十分な洗浄によ り 発生し た廃棄物の処理あ るいは外傷 （やけど等） に起因する費用は、 機器

の所持者／操作員が負担する こ と にな り ます。
• 返却方法に注意し て く ださい。 → 87 ページ

1.5 安全に関する注意事項と記号

本機器は、 新の安全要件に適合する よ う に設計および検査されて、 安全に操作でき る状態で工
場よ り 出荷されます。 本機器は、 EN 61010-1 の " 測定、 制御、 調整および試験用の電気機器に   
関する予防措置 " に準拠し ています。 ただし、 機器を不正に使用し た り 、 目的 と は違った用途に 
使用し た場合、 危険と なる恐れがあ り ます。
従って、 本取扱説明書に次の記号で指示されている安全性に関する指示に、 ご注意 く ださい。

# 危険 ! 
" 危険 " は、 正確に実行されない と、 損傷あ るいは安全性に対する危険を伴 う 可能性のあ る行為 
あ るいは手順を示し ています。 指示を遵守し、 注意し て実行し て く ださい。

" 警告 ! 
" 警告 " は、 正確に実行されない と、 間違った操作あ るいは機器の破壊を引き起こす可能性のあ 
る行為あ るいは手順を示し ています。 指示を遵守し、 注意し て実行し て く ださい。

! 注意 ! 
" 注意 " は、 正確に実行されない と、 操作に間接的な影響を及ぼす、 あ るいは機器の部品に予期 
し ない反応を引き起こす可能性があ り ます。
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2 製品について

2.1 機器名称

"t- マス 65" 流量計の構成は以下の通 り です。
• t- マス 65 変換器

• t- マス F、 t- マス I センサ

変換器は 2 種類よ り 選択可能です。
• 一体型 ： 変換器と センサが機械的に一体化し た タ イプです。

• 分離型 ： 変換器と センサを別々に設置する タ イプです。

2.1.1 変換器の型式銘板

a0005101

図 1 "t- マス 65" 変換器の仕様銘板 （例）

1 オーダーコ ード 、 シリ アル番号： 個々の文字や数字の意味については仕様を参照し てく ださ い。

2 電源、 周波数、 消費電力

3 利用可能な入力 / 出力：

4 特注品に関する 情報の表示ス ペース

5 取扱説明書 / 資料を参照し てく ださ い。

6 機器の認証と 認定、 追加情報の表示ス ペース

7 機器周囲温度

8 保護等級

Order Code:

Ser.No.:

TAG No.:

20-55VAC/16-62VDC
50-60Hz 14VA/8W

IP67/NEMA/Type4X65F25-XXXXXXXXXXXX
12345678901
ABCDEFGHJKLMNPQRST

–20°C (–4°F) < Tamb < +60°C (+140°F)

I-OUT ( HART), f-OUT

Proline t-mass 65

RELAY, RELAY

i

1

2

3

4

7 8

5

6

N12895
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2.1.2 センサの型式銘板

a0005512

図 2 "t- マス F " センサの仕様銘板 （例）

1 オーダーコ ード 、 シリ アル番号： 個々の文字や数字の意味については仕様を参照し てく ださ い。

2 機器呼び口径

3 圧力範囲

4 温度範囲

5 計測チュ ーブの材質

6 シール材質

7 特注品に関する 情報の表示ス ペース

8 取扱説明書 / 資料を参照し てく ださ い。

9 機器周囲温度

10 保護等級

11 機器追加情報の表示ス ペース（認証と 認定）

1

2

4

5

6

7
9

11

10

3

Proline t-mass F

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTTAG-No.:

Ser.No.: 12345678901
Order Code: IP67 / NEMA/Type 4X65F50-XXXXXXXXXXXX

P:
T:
Materials:
Seal:
3.1

-0.5...40bar / -7.25...+580 psi gauge

EPDM / PEEK
316/316L/1.4404/Alloy C 22- (2.4602)
-40°C...+100°C / -40°F...+212°F

-20°C(-4°F) <Tamb< +60°C(+140°F)

i

DN50 DIN/EN PN40

N12895

8
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2.1.3 コネク タの銘板

a0013819

図 3 変換器コネク タの仕様銘板 （例）

1 シリ アル番号

2 電流出力の可能な設定

3 リ レ ー接点の可能な設定

4 端子割当て、 電源ケーブル： AC 85 ～ 260 V、 AC 20 ～ 55 V、 DC 16 ～ 62 V

端子番号 1： L1（AC）、 L+（DC）

端子番号 2： N（AC）、 L-（DC）

5 入力およ び出力の信号、 可能な設定およ び端子割当て（20 ～ 27）、 " 入力 / 出力の電気値 " も 参照 

→ 90 ページ

6 現在イ ンス ト ールさ れている デバイ ス ソ フ ト ウ ェ アのバージョ ン

7 イ ンス ト ールさ れている 通信タ イ プ（例）： HART、 PROFIBUS DP など

8 現在の通信ソ フ ト ウ ェ ア（デバイ ス リ ビジョ ン番号およ びデバイ ス ディ ス ク リ プショ ン） の情報 

（例）： Dev. 01 / DD 01（HART 用）

9 製造日

10 項目 6 ～ 9 の記載データ に関する 新の更新情報

Active: 0/4...20mA, RL max. = 700 Ohm

Passive: 4...20mA, max. 30VDC, Ri < 150 Ohm

Passive: 30VDC, 250mA

(HART: RL.min. = 250 OHM)

fmax = 1kHz

3...30VDC, Ri = 5kOhm

f-OUT

I-OUT (HART)
A

P

STATUS-IN X

f-OUTPassive: 30VDC, 250mA

fmax = 1kHz
P

Communication:

Drivers:

Device SW: XX.XX.XX

XXXXXXXXXXXXXXXX

Date: 01. MAI 2009

Ex-works / ab-Werk / réglages usine

2
6

(+
)

/
2

7
(-

)

NC:

Versorgung /

Tension d'alimentation

Observer manuel d'instruction

See operating manual
Betriebsanleitung beachten

XXXXXXXXXXXSer.No.:

Supply /

2
4

(+
)

/
2

5
(-

)

2
2

(+
)

/
2

3
(-

)

2
0

(+
)

/
2

1
(-

)

N/L-

PE

A:

NO:
P:

L1/L+

1 2

319475-00XX

active
passive
normally open contact
normally closed contact

Update 1 Update 2

2

3

1

4

5

6

7

8

9

10
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2.2 認証、 認定

本機は、 新の安全要件に適合する よ う に GEP （Good Engineering Practice） に従って設計され、   
テス ト されて安全に操作でき る状態で工場から出荷されます。 また本機器は、EN 61010-1 の " 測   
定、 制御、 調整および試験用の電気機器に関する予防措置 " および IEC/EN 61326 の EMC 指令      
に準拠し ています。
本取扱説明書に記載されている シ ス テム構成は、 EC 指令に基づ く 法定要件に準拠し ています。 
エン ド レ スハウザーは本製品が試験に合格し た こ と を、CE マークの添付によ り 保証いた し ます。
本製品は 「Australian Communications and Media Authority （ACMA）」 の EMC 指令に適合し ます。

2.3 登録商標

カルレ ッ ツ ®、 バイ ト ン ®

E.I. Du Pont de Nemours & Co., Wilmington, USA の登録商標です。

AMS™ 
Emmerson Process Management, St. Louis, USA の登録商標です。

HART® 
HART Communication Foundation, Austin, USA の登録商標です。

HistoROM™, S-DAT®, T-DAT™, F-CHIP®, FieldCare®, Field XpertTM, Fieldcheck®,  
Applicator®, t-mass®

Endress+Hauser Flowtec AG, Reinach, CH の登録商標または登録申請中の商標です。
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3 設置条件

3.1 納品内容確認、 運搬、 保管

3.1.1 納品内容確認

製品の到着後、 以下の点を確認し て く ださい。
• 梱包および製品に損傷が無いこ と

• 発送書類と照合し て不足品が無いこ と

3.1.2 運搬

終的な設置場所へ機器の運搬 ・ 開梱を行 う 場合は、 以下の指示に従って く ださい。
• 納入時に使用された梱包材を使って、 機器を運搬し て く ださ い。

• 運搬や保管中の ト ラ ン スデューサの機械的な破損を防止する ため、 プロセス接続部にカバーま

たはキ ャ ッ プを付けて く ださい。 破損防止のため、 設置作業の直前まで、 カバーやキ ャ ッ プは
取 り 外さ ないで く ださい。

• 呼び口径 DN 40 A 以上の機器については、 変換器も し く は変換器支持部、 分離型センサの場合    

は接続ハウジングおよびその支持部を使って吊 り 上げないで く ださ い （→図 4）。 吊 り 帯をプロ
セス接続部 2 箇所に掛けて吊る し ます。 機器を損傷する恐れがあ る ため、 チェーンは使用し な  
いで く ださい。

# 危険 ! 
機器がず り 落ち る と怪我の恐れがあ り ます。 組立済みの機器の重心は、 吊 り 帯をかけた位置よ り
も高い位置にあ る場合があ り ます。
そのため、 機器がその軸を中心に予期し ない回転を起こ し た り 、 ず り 落ちた り し ないよ う に、 常
に十分注意し て く ださい。

a0004294

図 4 呼び口径 40 A 以上のセンサ運搬方法

3.1.3 保管

以下の事項を留意し て く ださい。
• 機器を保管や運搬する際には、 外部からの衝撃を防ぐ よ う に梱包し て く ださい。 弊社出荷時の

梱包が 適です。
• 許容保管温度は -40 ～ +80 ℃です。 推奨は +20 ℃です。

• 機器の設置準備が整 う まで、 プロセス接続部の保護カバーやキ ャ ッ プは取 り 外さ ないで く ださ

い。
• 機器を保管し ている間、 表面温度が許容限界を超え る こ と がないよ う に直射日光にさ ら さ ない

よ う にし て く ださい。
• 酸素アプ リ ケーシ ョ ン用に特殊なシール封印ま たはパ ッ ケージング さ れている機器について

は、 設置準備が整 う までシールまたはパッ ケージを外さ ないで く ださ い。
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3.2 設置状況

以下の事項を留意し て く ださい。
• 熱拡散原理は、 乱流状態に対し て極めて敏感です。

• 推奨の上流側 / 下流側条件に従って く ださい。

• GEP （適切な技術的手法） に従って関連する配管工事および設置作業を行 う 必要があ り ます。

• センサの取付位置と取付方向が正しいこ と を確認し て く ださ い。

• 凝縮を防止または軽減する対策を講じ て く ださ い（例： ド レン ト ラ ッ プ、断熱材などの取付け）。

• 大の許容周囲温度と流体温度範囲 （→ 93 ページ） に注意し て く ださ い。

• 変換器は日陰に設置するか、 または日よけカバーを使用し て く ださ い。

• 機械的理由および配管保護の理由から、 重いセンサにはサポー ト の取付けを推奨し ます。

3.2.1 外形寸法

センサおよび変換器の寸法と設置長さに関し ては、 別冊の " 技術仕様書 " を参照し て く ださい。  
技術仕様書は www.endress.com から PDF フ ァ イル と し てダウ ン ロード でき ます。入手可能な " 技     
術仕様書 " の リ ス ト は " 関連資料 " 章にあ り ます。 → 97 ページ

3.2.2 使用圧力および脈流

往復ポンプや一部のコ ンプレ ッ サシステムは、 プロセス圧力の激しい変動を招 く こ と があ り 、 こ
れによ り 誤った内部流速分布を発生させ、 測定エラーを引き起こす可能性があ り ます。 この様な
場合には、 適切な措置を講じ る こ と によ り 、 これらの脈圧を減少させる必要があ り ます。

• バッ フ ァ タ ン ク の使用

• エキスパンダの使用

• 流量計を さ らに下流側に配置移動する

圧縮空気シス テムでは、 脈流やオ イル / 汚れのコ ン タ ミ ネーシ ョ ンを防止する ため、 流量計を 
フ ィ ルタ、 乾燥機、 バッ フ ァーの後に設置する こ と を推奨し ます。 コ ンプレ ッ サ出口の直後には
流量計を設置し ないで く ださい。
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3.2.3 配管要件

常に GEP （適切な技術的手法） に従って く ださい。

• 適切な準備、 溶接技術、 仕上げ技術

• 適切なサイ ズのガス ケ ッ ト

• フ ラ ンジ と ガス ケ ッ ト の位置合わせが適切

• 流量計の内径と一致する内径の配管を接続する こ と。 

配管直径の誤差は、 以下の範囲内になる こ と。
- 呼び口径 200 （8"） よ り 小さい場合は 1 mm 以内
- 呼び口径 200 （8"） 以上の場合は 3 mm 以内

詳細については、 ISO 14511 を参照 く ださい。

" 警告 ! 
新たに取付作業を し た場合は、 金属粒子や研磨粒子を除去し、 始動時にセンサ素子が損傷し ない
よ う にし て く ださい。

a0005103

フ ラ ンジと ガス ケッ ト の

位置合わせが適切

a0005104 a0005105 a0005106

配管径 1 と 配管径 2 が等し く ない 不適切なサイ ズのガス ケッ ト
フ ラ ンジと ガス ケッ ト の

位置合わせが不適切

Ã

✘ ✘ ✘
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3.2.4 設置方向

センサに示された矢印の方向が、 管内を流れる気流の方向 と一致し ている こ と を確認し て く ださ
い。

フランジ型センサ 挿入型センサ

垂直向き

A0013785

一体型

ÃÃ

m

分離型

ÃÃ

m

一体型

Ã

m, n

分離型

ÃÃ

m

水平向き、変換器上側

A0013786

一体型 / 分離型

ÃÃ

n

水平向き、変換器下側

A0013787

一体型 / 分離型

Ã

o

斜め方向、変換器下側

A0009897

一体型 / 分離型

Ã

p

ÃÃ = 推奨の取付方向

Ã    = 特定状況における 推奨の取付方向

m 飽和し た / 汚れた気体の場合は、 凝縮 / コ ンタ ミ ネーショ ンを防止する ため、 垂直配管の上流側に設

置する こ と を推奨し ま す。  

n 高振動ま たは不安定な設備には推奨し ま せん。

o ク リ ーンな / 乾燥し た気体にのみ適し ていま す。 堆積物や凝縮水が溜ま り やすい場合は、 水平配管の

下側にセンサを取り 付けないでく ださ い。 こ の場合は、 センサを斜め方向に取り 付けてく ださ い。

p 気体の含湿率が非常に高いか、 水で飽和し ている 場合は（例： バイ オガス ）、 斜め方向に取り 付けて 

く ださ い α = 大 135°）。
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3.2.5 上流側 / 下流側直管長

熱拡散原理は不安定な流れ条件の影響を受けやす く なっています。
原則と し て、 熱式流量計は流れの障害物からでき るだけ離し て設置し なければな り ません。 詳細
については、 ISO 14511 を参照 く ださい。

! 注意 ! 
• 流量計の上流側に流れの障害物が 2 つ以上あ る場合、推奨される 長の上流側直管長を使用し  

て く ださい。 例えば、 流量計上流側に調節バルブ とベン ド管を取 り 付けた場合、 調節バルブか
ら流量計まで、 50 × DN の上流側直管長が必要と な り ます。

• ヘ リ ウ ムや水素などの非常に軽い気体の場合は、 上流側直管長をすべて 2 倍にし て く ださい。

推奨される上流側 / 下流側の必要直管長 （整流器な し） ：

フ ラ ンジ型センサ

挿入型センサ

! 注意 ! 
必要な上流側直管長を確保でき ない場合は、特別に設計された整流器を設置する こ と ができ ます 
( → 16 ページ）。

1

a0007523

2

a0007524

3

a0007525

4

a0007526

5

a0007527

6

a0007528

1 = 収縮管、 2 = 拡大管、 3 = 90°ベンド ま たはティ ー、 4 = 2 個の 90° ベンド 、 

5 = 同一平面上にない 2 個の 90°ベンド 、 

6 = 調節バルブ

1

a0007529

2

a0007530

3

a0007531

4

a0007532

5

a0007564

6

a0007534

1 = 収縮管、 2 = 拡大管、 3 = 90°ベンド ま たはティ ー、 4 = 2 個の 90° ベンド 、 

5 = 同一平面上にない 2 個の 90°ベンド 、 

6 = 調節バルブま たは圧力調整バルブ

15 x DN 2 x DN 15 x DN 2 x DN 15 x DN 2 x DN

20 x DN 2 x DN 35 x DN 2 x DN 50 x DN 2 x DN

20 x DN 5 x DN 20 x DN 5 x DN 20 x DN 5 x DN

25 x DN 5 x DN 40 x DN 5 x DN 50 x DN 5 x DN
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圧力測定ポイ ン ト がある下流側直管

圧力伝送器のプロセス接続部が、 流量測定ポイ ン ト に流入する気流に影響し ないよ う 、 圧力測定
ポイ ン ト は機器の下流側に設置する必要があ り ます。

a0005114

図 5 圧力測定ポイ ン ト の設置 （PT = 圧力伝送器）

整流器

十分な上流側直管長を確保でき ない場合には、 整流器の設置を推奨し ます。 
" ア ク セサ リ " を参照し て く ださ い。 → 70 ページ 

a0005115

図 6 上図は推奨される、 整流器を使用し た場合の、 上流側 / 下流側の必要直管長 

（配管呼び口径の倍数で記載） を示し ています。

1 = 整流器（フ ラ ンジ型センサの場合）、 2  = 整流器（挿入型センサの場合）

挿入型センサ用の整流器

DN 80 mm ～ DN 300 mm 用には、 一般的な三菱タ イプを推奨し ます。 整流器はセンサの上流側、       
配管呼び口径の 8 倍の距離に設置する必要があ り ます。 さ らに、 整流器の上流側に配管呼び口径  
の 5 倍の長さの直管が必要です。

PT

2...5 x DN

2 × DN5 × DN 8 × DN 5 × DN5 × DN

21
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フ ラ ンジ型センサ用の整流器

これは、特殊なエン ド レ スハウザー社バージ ョ ンであ り 、t- マス F センサ用に特別に設計された  
ものです （サイ ズ DN 25 ～ 100）。 孔のパターンおよびサイ ズは、 1 つの整流器で各種のフ ラ ン     
ジ圧力ク ラ ス （例 ： Cl. 150、 Cl. 300） に対応でき る よ う 、 多自由度の設計になっています。

整流器と ガスケ ッ ト は、 2 つの配管フ ラ ンジ と流量計フ ラ ンジの間に取 り 付け られます。 →図 7
フ ラ ンジのボル ト 穴に合 う ボル ト 以外は使用し ないで く ださい。 これによ り 、 確実に整流器を適
切な位置に合わせる こ と ができ ます。 位置合わせ用の切 り 欠きは、 変換器 と同じ方向に向ける必
要があ り ます。
整流器が正し く 設置されなかった場合、 測定精度に若干の影響があ り ます。

a0005116

図 7 整流器の取付方法 （例）

1 = 整流器、 2 =  シール / ガス ケッ ト 、 3 =  位置合わせ用切り 欠き 、  

4 = 切り 欠き と 変換器の適切な向き （同一方向）

! 注意 ! 
• 適な性能を得る ため、t- マス F センサ と整流器を一緒に校正でき る よ う 、同時に注文する こ  

と を推奨し ます。 整流器を後から取 り 付けた場合、 測定性能に若干の影響があ り ます。
• エン ド レ スハウザー社の整流器と異なる タ イプの整流器を使用し た場合、 流速分布や圧力損失

によ り 、 t- マス F センサの測定性能が影響を受けます。
• ボル ト 、 ナッ ト 、 シールなどは納入範囲に含まれませんので、 ユーザ側でご用意 く ださ い。

1
2

2

3

4

✘

Ã

Ã

1

1

1
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3.2.6 ヒーテ ィ ング

アプ リ ケーシ ョ ンによ っては、 熱損失 （凝縮） を防止する ための措置を講じ る必要があ り ます。
ヒ ーテ ィ ングは、 電気的機器 （例 ： ヒ ーテ ィ ングエレ メ ン ト ）、 温水 / 蒸気を利用し たジャ ケ ッ 
ト 、 も し く は断熱材によ り 行 う こ と ができ ます。

" 警告 ! 
電気によ る過熱の危険！ 電子部品が過熱し ないよ う に、センサ と変換器の接続部および分離型セ 
ンサのセンサ接続ハウ ジングは断熱材で覆わないよ う にし て く ださい。

3.2.7 断熱

気体の含湿率が非常に高いか、 水で飽和し ている場合 （例 ： バイオガス） 、 水滴が測定センサに
凝縮し ないよ う 、 配管と流量計本体を断熱する必要があ り ます。

a0005122

図 8 t- マス 65F および 65I の断熱材上限

a フ ラ ンジ型センサの断熱材上限

b 挿入型センサの断熱材上限

3.2.8 耐振動性

" 警告 ! 
過度の振動によ り 、 機器本体やその取付部に機械的な損傷が生じ る こ と があ り ます。 
" 技術仕様 " 章に記載された耐振動性の仕様に従って く ださい。 → 92 ページ

a a

b b
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3.3 設置方法

3.3.1 挿入型センサの取付け

センサは、 溶接ノ ズルまたは リ ト ラ ク タブル取付セ ッ ト に取 り 付ける こ と ができ ます。 リ ト ラ ク
タブル取付セ ッ ト を使用する場合は、 取付セ ッ ト と一緒に納入される補足説明書を参照し て く だ
さい。

溶接ノ ズルの取付け

この説明は、 エン ド レ スハウザー製溶接ノ ズルの取付方法を示し た ものです。 既存のユーザー固
有の取付セ ッ ト を使用する場合は、 次章の " 挿入深さの計算 と調整 " を参照し て く ださい。

! 注意 ! 
• 溶接ノ ズルを取 り 付ける前に、 取付方向と上流側 / 下流側直管長を確認し て く ださい。 

→ 14 ページ 以降
• 溶接ノ ズルの材質は、 ステンレ ス 1.4404 （SUS 316/316L 相当） です。 適切な溶接方法を用い   

て く ださい。

" 警告 ! 
管厚の薄いダ ク ト に取付部品を組み込む場合は、 負荷を分散する ため、 センサ用の適切なサポー
ト ブラ ケ ッ ト を使用し、溶接 ノ ズルをベースプレー ト に溶接し て く ださい。これを行わない場合、
取付けが不安定にな り 、 ダ ク ト 管壁を損傷する恐れがあ り ます。

# 危険 ! 
• こ の説明に従って取付けを行 う こ と ができ るのは、 気体がな く 、 安全な温度になっている、 加

圧されていないラ イ ンに限られます。

1. 配管に Ø 31.0 mm ± 0.5 mm の穴を、 ド リ リ ングまたは切削加工し ます。

2. 穴のバ リ を取 り ます。

3. 溶接ノ ズルの端を穴にはめ込み、 垂直になる よ う 調整し て溶接し ます。 →図 9

A0010098

図 9 配管 （またはダク ト ） の溶接ノ ズル位置合わせ

挿入深さの計算と調整

適な測定結果を得るためには、 センサが配管 / ダ ク ト に適切な挿入深さ で挿入されている こ と 
が重要です。 センサチューブ全長に、 ミ リ 単位およびイ ンチ単位の目盛が用意されています。 
これによ り 、 センサを適切な深さに調整する こ と が可能です。

4. 挿入深さ の計算 ：

- " センサ " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ を使用→ 53 ページ、 または
- 次の寸法および計算式を使用

90°90°
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A0005118

図 10 挿入深さの計算に必要な寸法

A 配管： 内径

ダク ト ： 内法寸法

B 管厚

C 配管 / ダク ト から コ ンプレ ッ ショ ンフ ィ ッ ティ ングま での寸法

! 注意 ! 
計算に関する詳細は、 技術仕様書 TI069D を参照し て く ださい。

• 算出された挿入深さ （SI 単位） = 0.3 ・ A + B + C + 2 mm

計算値を メ モし ておいて く ださい。

A0010001

図 11 算出された挿入深さへのセンサの位置調整

5. センサを ノ ズル （1） に挿入し、 コ ンプレ ッ シ ョ ンフ ィ ッ テ ィ ング （2） の下側のナッ ト を締
め付けます。 初に手で締め付けてから、 次にレンチ （42 mm） で 1¼ 回転させます。

"    警告 ! 
- NPT ネジ ： ネジシールテープまたはパテを使用し て く ださい。
- G 1 A ネジ ： 支給されたシール リ ングを取 り 付けて く ださい。

6. コ ンプレ ッ シ ョ ンフ ィ ッ テ ィ ングの上側のナッ ト （3） を、 センサの調整がまだでき る程度
に締め付けます。

7. 算出し た挿入深を目盛で読み取 り 、 値 と コ ンプレ ッ シ ョ ンフ ィ ッ テ ィ ングの上端 （4） が一
致する よ う にセンサを調整し ます。

A
B

C

A
B

C
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流れ方向に対するセンサの位置合わせ

A0005117

図 12 流れ方向に対するセンサの位置合わせ

8. センサが配管 / ダ ク ト に対し て 90°  垂直の位置になっている こ と を確認し ます。

矢印の表示が流れ方向と一致する よ う 、 センサを回転させます。

! 注意 ! 
ト ラ ン スデューサが気流に対し て 適に接する よ う 、 センサを この位置から 7°以上回転させな 
いで下さい。

A0010114

図 13 センサの位置固定

9. コ ンプレ ッ シ ョ ンフ ィ ッ テ ィ ング （1） を手で締め付けて、 センサの位置を固定し ます。 
次に、 オープンエン ド スパナを使用し て、 時計方向に 1¼ 回転分さ らに締め付けます。

10. 固定ネジ 2 本 （2） を取 り 付けます （六角キー 3 mm）。

#    危険 ! 
ト ルク に注意 ： 4 Nm

11. センサおよび変換器が回転し ないか確認し ます。

12. 大の運転圧力時に測定ポイ ン ト で漏れが発生し ないか確認し ます。

90°±7°

90°±3°

BA

1

2
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3.3.2 挿入型センサの取外し

# 危険 ! 
• 加圧されている場合は、 機器を取 り 外さ ないで く ださい。 気体の流れを止めて、 プロセス配管

を減圧し ます。
• 毒性、 爆発性、 可燃性のあ る気体の場合は、 使用された気体が完全に排出される よ う 、 機器が

設置されている配管を不活性ガスでパージ し ます。
• 取外し作業中は、 プロセスが再開し ないよ う に注意し て く ださ い。

• 安全な温度 （例 ： 50 ℃以下） になる まで、 システムおよび機器を冷却させます。

A0011016

図 14 挿入型センサの取外し

1. 固定ネジ （1） を外し ます。

2. コ ンプレ ッ シ ョ ン フ ィ ッ テ ィ ングの上側のナ ッ ト を、 レ ンチを使用し て反時計方向に （2）
緩めます。

"    警告 ! 
垂直方向に設置し た場合は、 機器を配管内に落と さ ないよ う にし て く ださ い。

3. コ ンプレ ッ シ ョ ンフ ィ ッ テ ィ ングの下側のナッ ト （3） を緩めて、 センサを外し ます。

3.3.3 フ ラ ンジ型センサの取付け

センサに記載されている矢印が、 配管内の実際の流れ方向 と一致し なければな り ません。

A0013663

図 15 流れ方向への取付け

1

2

3
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3.3.4 変換器ハウジングの回転

アル ミ フ ィ ールドハウジングの回転

# 危険 ! 
防爆エ リ ア Zone 1 （ATEX/IEC Ex） またはク ラ ス I Div. 1 （FM/CSA） で使用する機器の回転機構      
については、 こ こ での説明と は異な り ます。 これらのハウジングを回転する手順は、 防爆資料に
記載されています。 → 97 ページ

1. 固定ネジ 2 本を緩めます。

"    警告 ! 
特殊ネジ！ネジを完全に外し た り 、 別のネジ と交換し ないて く ださい。
エン ド レ スハウザー純正部品のみを使用し て く ださい。

2. 可動範囲いっぱいまで、 バ ヨ ネ ッ ト キ ャ ッチを回転させます。

3. 可動範囲いっぱいまで、 慎重に変換器ハウジングを持ち上げます。

4. 変換器ハウジングを必要な位置まで回転させます （左右いずれの方向も 大 2 x 90°）。

5. ハウジングを所定の位置まで下げ、 バ ヨ ネ ッ ト キ ャ ッチを再度はめ込みます。

6. 2 本の固定ネジを再度締め付けます。

a0004302

図 16 変換器ハウジングの回転 （アル ミ フ ィ ールドハウジング）

3.3.5 現場指示計の回転

1. 変換器ハウジングのカバーを反時計回 り に回し、 変換器ハウジング よ り 外し ます。

2. 表示モジュール側面のラ ッチを押し て、 電子部カバープレー ト からモジ ュールを外し ます。

3. 表示モジュールを必要な位置まで回転させ （左右いずれの方向も 大 4 x 45°） 、 電子部カ   
バープレー ト に再度モジュールをはめ込みます。

4. 表示部のカバーを元通 り に変換器に取付けます。

A0003236

図 17 現場指示計の回転 （フ ィ ールドハウジング）
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3.3.6 ウォールマウン ト ハウジングの取付け

ウ ォールマウ ン ト ハウ ジングには、 い く つかの取付方法があ り ます。

• 直接壁に取付け

• 制御盤内の取付け → 25 ページ （別売の取付用セ ッ ト 、 ア ク セサ リ  → 70 ページ）

• 配管への取付け → 25 ページ （別売の取付用セ ッ ト 、 ア ク セサ リ  → 70 ページ）

" 警告 ! 
• 周囲温度が許容範囲 （-20 ℃～ +60 ℃、 オプシ ョ ンで -40 ℃～ +60 ℃） を超えないよ う に注意     

し て く ださい。
• 機器は日陰に設置し て く ださい。 表示部に直射日光があた ら ないよ う にし て く ださい。

• ウ ォールマウ ン ト ハウジングは、 必ず電線管接続口が下を向 く よ う に取 り 付けて く ださい。

直接壁に取付け

1. 図のよ う に穴を開けます。

2. 端子部カバー （a） を外し ます。

3. 壁取付用ボル ト  2 本 （b） を対応する穴 （c） に通し て、 ハウジングに押し込みます。

- 固定ネジ （M6） ： 大 Ø 6.5 mm
- ネジ頭 ： 大 Ø 10.5 mm

4. 変換器ハウジングを図示のよ う に、 壁に固定し ます。

5. 端子部カバー （a） を確実にハウジングに締め付けます。

a0001130-ae

図 18 直接壁に取付け
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制御盤内の取付け

1. 図示のよ う に、 制御盤内にスペース を確保し ます。

2. 制御盤内のスペースに、 前方からハウジングを ス ラ イ ド させます。

3. ウ ォールマウ ン ト ハウジングに固定部品を締め付けます。

4. ネジ棒をブラ ケ ッ ト にねじ込み、ハウ ジングがパネル壁に確実に固定される まで締め付けま
す。 その後、 ロ ッ クナッ ト を締め付けます。

その他のサポー ト は必要あ り ません。

a0001131

図 19 制御盤内の取付け （ウォールマウン ト ハウジング）

配管への取付け

図の指示に従って、 取 り 付けます。

" 警告 ! 
加温された配管に取 り 付ける場合は、ハウ ジング温度が許容 大温度 +60 ℃を超えないよ う に注 
意し て く ださい。

a0001132

図 20 配管への取付け （ウォールマウン ト ハウジング）
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3.4 設置状況の確認

機器の設置が終了し た ら、 次の事項を確認し て く ださい。

機器状況と仕様 メ モ

機器は損傷し ていないか？（外観検査） -

プロ セス 温度と 圧力、 周囲温度、 測定レ ンジなど 、 すべての測定条件と

機器の仕様が一致し ている か

銘板を確認。

→ 7 ページ

取付方法 メ モ

配管 / ガス ケッ ト / 流量計本体の取付位置が正し いか？ → 13 ページ

配管内径、 ガス ケッ ト サイ ズは正し いか？ → 13 ページ

センサの取付位置は正し いか？センサタ イ プ、 流体特性、 流体温度を 

考慮し た取付けになっている か？
→ 14 ページ

センサの上流側およ び下流側の長さ は十分か？ → 15 ページ

整流器の取付けは適切か（装備する 場合） ？ → 16 ページ

センサに記載さ れている 矢印が、 流体の流れ方向と 一致し ている か？ → 14 ページ

センサの深さ が正し いか（挿入型センサの場合のみ） ？ → 19 ページ

現場環境／現場状況 メ モ

測定機器は、 湿気ある いは直射日光から 保護さ れている か？ -

測定機器は、 過熱に対し て保護さ れている か？ → 18 ページ

測定機器は、 過度な振動に対し て保護さ れている か？ → 18 ページ , → 92 ページ

気体状態（例： 純度、 乾燥度、 清浄度） の確認
適切な取付方向を選択し ま す。

→ 14 ページ
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4 配線

# 危険 ! 
防爆機器を配線する際には、 別添の防爆補足説明書 （英文） の内容および配線図を参照し て く だ
さい。 何かご不明な点がございま し た ら、 弊社営業所も し く は販売代理店にお問い合わせ く ださ
い。

! 注意 ! 
本機器には内蔵の電源遮断ス イ ッチがあ り ません。 そのため、 電源から機器を遮断でき る遮断ス
イ ッチまたはサーキ ッ ト ブレーカをご用意 く ださい。

4.1 分離型の接続

4.1.1 センサ / 変換器用接続ケーブルの接続

# 危険 ! 
• 電子部カバーを取 り 外すと、 感電防止が外れる ため感電の危険性があ り ます。 内部のカバーを

外す前に、 本機器の電源をオフにし て く ださい。
• 感電の危険性があ り ます。 電源を投入する前に、 ハウ ジングの接地端子に保護接地を接続し て

く ださい。

1. 変換器およびセンサハウジングの固定ネジを緩めて、 端子部カバーを外し ます。

2. 接続ケーブルを適切な電線管接続口を通し て配線し ます。

3. 配線図に従ってセンサ と変換器を接続し ます（→図 21 またはカバー内の配線図を参照、ケー 
ブル断面積 ： 大 2.5 mm² / AWG 13）。

4. センサおよび変換器ハウジングの端子部カバーを再度締め付けます。

a0005123

図 21 分離型の接続

A ウ ォ ールマウ ント ハウ ジング： 非防爆エリ アおよ び zone 2（ATEX II3G, FM/CSA） →  
別紙 " 防爆資料 " を参照

B フ ィ ールド ハウ ジング： Zone 1（ATEX II2GD, IECEx, FM/CSA） → 別紙 " 防爆資料 " を参照

C 分離型センサ、 挿入型

D 分離型センサ、 フ ラ ンジ型

配線の色（エンド レ ス ハウ ザー社が納入する 場合）：

端子番号  41 = 白、 42 = 茶、 43 = 緑、 44 = 黄
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4.1.2 ケーブル仕様、 接続ケーブル

分離型のセンサ と変換器間の接続に使用される ケーブルの仕様は次の通 り です。
• 一括シール ド付き 2 x 2 x 0.5 mm² （AWG 20） PVC ケーブル （2 芯ツ イ ス ト ペア）

• 導体抵抗 ： ≤ 40 Ω/km

• 動作電圧 ： ≥ 250 V

• 温度範囲 ： -40 ～ +105 ℃

• 公称全直径 ： 8.5 mm

• 大ケーブル長 ： 100 m

! 注意 ! 
• ケーブルは、 動かないよ う に確実に取 り 付け る必要があ り ます。

• ケーブルグ ラ ン ド を適切に密閉する ため、 適切なケーブル径が必要です。 → 91 ページ
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4.2 測定ユニ ッ ト の接続

4.2.1 変換器の接続

# 危険 ! 
• 感電の危険性があ り ます。 機器を開ける前に、 電源をオフにし ます。 電源に接続されている間

は、 機器の取付けや配線を行わないで く ださい。 こ の予防措置を怠る と、 電子部品に修理不可
能な損害を も た らす可能性があ り ます。

• 感電の危険性があ り ます。 特別な保護対策を講じ ていない場合は （例 ： 電気的に絶縁された電

源 SELV または PELV）、 電源を投入する前に、 ハウ ジングの接地端子に保護接地を接続し て く    
ださい。

• 銘板の仕様と現場の電圧および周波数を確認し て く ださ い。 電気機器の設置に関し ては、 国内

の法規も適用されます。

1. 変換器ハウジングのカバー （f） を回し て、 変換器ハウジングから外し ます。

2. 電源ケーブル （a） および信号ケーブル （b） を適切な電線管接続口を通し て配線し ます。

3. 配線を実施し ます。

- 配線図 （アル ミ フ ィ ール ド ハウジング） →図 22
- 配線図 （ウ ォールマウ ン ト ハウジング） →図 23
- 端子の割当→ 31 ページ

4. 端子部カバー （f） を変換器ハウジングに再度締め付けます。

アル ミ フ ィ ールドハウジングの接続

a0004582

図 22 変換器の接続 （アル ミ フ ィ ールドハウジング） ケーブル断面積 ： 最大 2.5 mm2 （AWG 13）

a 電源ケーブル： AC 85 ～ 260 V、 AC 20 ～ 55 V、 DC 16 ～ 62 V

端子番号 1： L1（AC）、 L+（DC）

端子番号 2： N（AC）、 L-（DC）

b 信号ケーブル： 端子番号 20 ～ 27 → 31 ページ

c 保護接地用の接地端子

d 信号ケーブルシールド 線用の接地端子

e サービス イ ンタ ーフ ェ ース  FXA193 接続用サービス アダプタ （FieldCheck, FieldCare）

f 端子部カバー

g 固定ク ラ ンプ

b
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a
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ウォールマウン ト ハウジングの接続

a0001135

図 23 変換器の接続 （ウォールマウン ト ハウジング）、 ケーブル断面積 ： 最大 2.5 mm2 （AWG 13）

a 電源ケーブル： AC 85 ～ 260 V、 AC 20 ～ 55 V、 DC 16 ～ 62 V

端子番号 1： L1（AC）、 L+（DC）

端子番号 2： N（AC）、 L-（DC）

b 信号ケーブル： 端子番号 20 ～ 27 → 31 ページ

c 保護接地用の接地端子

d 信号ケーブルシールド 線用の接地端子

e サービス イ ンタ ーフ ェ ース  FXA193 接続用サービス アダプタ （FieldCheck, FieldCare）

f 端子部カバー
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4.2.2 端子の割当

入力信号

→ 90 ページ

出力信号

→ 90 ページ

端子番号（入力 / 出力）

仕様コード 20（+）/ 21（-） 22（+）/ 23（-） 24（+）/ 25（-） 26（+）/ 27（-）

固定型入出力基板（変更不可）

65F**-***********A

65I-*************A
- - 周波数出力 電流出力、 HART 通信

65F**-***********B

65I-*************B
リ レ ー出力 リ レ ー出力 周波数出力 電流出力、 HART 通信

65F**-***********R

65I-*************R
- -

電流出力 2、

Ex i、 アク ティ ブ

電流出力 1、 Ex i、

アク ティ ブ、

HART 通信

65F**-***********S

65I-*************S
- -

周波数出力、

Ex i、 パッ シブ

電流出力、 Ex i、

アク ティ ブ、

HART 通信

65F**-***********T

65I-*************T
- -

周波数出力、

Ex i、 パッ シブ

電流出力、 Ex i、

パッ シブ、 HART 通信

65F**-***********U

65I-*************U
- -

電流出力 2、

Ex i、 パッ シブ

電流出力 1、 Ex i、

パッ シブ、 HART 通信

選択型入出力基板

65F**-***********C

65I-*************C
リ レ ー出力 2 リ レ ー出力 1 周波数出力 電流出力、 HART 通信

65F**-***********D

65I-*************D
ス テータ ス 入力 リ レ ー出力 周波数出力 電流出力、 HART 通信

65F**-***********E

65I-*************E
ス テータ ス 入力 リ レ ー出力 電流出力 2 電流出力 1、 HART 通信

65F**-***********L

65I-*************L
ス テータ ス 入力 リ レ ー出力 2 リ レ ー出力 1 電流出力、 HART 通信

65F**-***********2

65I-*************2
リ レ ー出力 電流出力 2 周波数出力 電流出力 1、 HART 通信

65F**-***********4

65I-*************4
電流入力 リ レ ー出力 周波数出力 電流出力、 HART 通信

65F**-***********5

65I-*************5
ス テータ ス 入力 電流入力 周波数出力 電流出力、 HART 通信

65F**-***********6

65I-*************6
ス テータ ス 入力 電流入力 電流出力 2 電流出力、 HART 通信

65F**-***********8

65I-*************8
ス テータ ス 入力 周波数出力 電流出力 2 電流出力、 HART 通信
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4.2.3 HART 接続

HART 通信への接続方法は次の 2 通 り です。
• 端子 26 （+） / 27 （-） に直接接続する方法

• 4 ～ 20 mA 回路を使用し て接続する方法

! 注意 ! 
• ループ抵抗は、 250 Ω 以上必要です。

• 機能 "CURRENT SPAN （出力電流範囲） " を "4-20 mA" に設定する必要があ り ます （個々の設      

定内容については機能説明書を参照）。

HART ハン ド ヘルド コ ミ ュニケータの接続

HART Communication Foundation の発行する関連資料、特に HCF LIT 20："HART 技術概要 " も参        
照し て く ださい。

a0004586

図 24 HART ハン ド ヘルド フ ィ ールド エキスパー ト  SFX100 の電気接続

1 HART ハンド ヘルド   フ ィ ールド エキス パート  SFX100

2 補助電源

3 シールド

4 パッ シブ入力のその他の機器ま たは PLC

操作ソフトウェアを装備したパソコンへの接続

操作ソ フ ト ウ ェア （例 ： FieldCare） を装備し たパソ コ ンに接続するには、 HART モデム 
（例 ： " コ ミ ュボ ッ ク ス FXA191"） が必要です。

a0004592

図 25 パソ コ ンへの接続

1 操作ソ フ ト ウ ェ アをイ ンス ト ールし たパソ コ ン

2 補助電源

3 シールド

4 パッ シブ入力のその他の機器ま たは PLC

5 HART モデム（例： コ ミ ュ ボッ ク ス  FXA191）
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4.3 保護等級

本機器は IP 67 （NEMA 4X） の必要要件をすべて満た し ています。

IP 67 （NEMA 4X） の保護等級を保持する ため、 現場設置やサービ ス作業後には次の事項を遵守  
し て く ださい。
• ハウ ジングの溝にはめ込まれたシールは、 汚れおよび損傷の無い状態でなければな り ません。

必要に応じ て、 シールの乾燥、 掃除、 または交換を行って く ださ い。
• ネジ部品やねじ込みカバーはすべて確実に締め付けて く ださ い。

• 接続ケーブルは、 指定された外径のものを使用し て く ださ い （電線管接続口 → 91 ページ）。

• 電線管接続口を確実に締めて く ださい （a）。

• ケーブルは、 電線管接続口の前で下方に垂れる よ う に配線し て く ださ い （" ウ ォーター ト ラ ッ

プ "） （b）。 この方法によ り 、 電線管接続口への湿気の侵入を防止でき ます。 必ず、 電線管接続
口が上方を向かないよ う にし て機器を取 り 付けて く ださ い。

• 使用し ない電線管接続口はすべて取 り 外し、 代 り にブラ イ ン ド プラ グを差し込んで く ださ い。

• 電線管接続口から金属 リ ングを取 り 外さ ないで く ださい。

a0001914

図 26 取付方法、 電線管接続口

4.4 配線状況の確認

機器の電気配線を終了し た ら、 次の点を確認し て く ださい。

機器状況と仕様 メモ

ケーブルや機器は損傷し ていないか？（外観検査） -

電気接続 メモ

電源電圧は、 銘板に記載さ れている 仕様のも のか？

AC 85 ～ 260 V（45 ～ 65 Hz）

AC 20 ～ 55 V（45 ～ 65 Hz）

DC 16 ～ 62 V

ケーブルの仕様が合っている か？ → 28 ページ

ケーブルには適当な余裕がある か？ -

ケーブルはタ イ プ別に正確に分けら れている か？

ケーブルに余分なたる みや交差がないか？
-

電源ケーブルおよ び信号ケーブルが正確に接続さ れている か？
端子部分のカバー内側にある 配線

図を参照

分離型のみ： 流量センサは適切な変換器の電子基板に接続さ れてい

る か？

センサ銘板と 接続さ れている 変換

器のシリ アル番号を確認

分離型のみ： センサと 変換器間の接続ケーブルは正し く 配線さ れて

いる か？
→ 27 ページ

すべてのネジ端子がし っかり と 締めら れている か？ -

取り 付けら れたすべての電線管接続口が、 確実に締ま っており 、 正

し く 密封さ れている か？

ケーブルにたる み（ウ ォ ータ ート ラ ッ プ） がある か？

→ 33 ページ

変換器、 センサすべてのカバーは確実に締ま っている か？ -

a b
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5 操作

5.1 表示および操作の概要

現場指示計によ り 、 重要なパラ メ ータ をすべて現場で直接読み取る こ と ができ ます。 また、 
" ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ " あ るいは機能マ ト リ ク ス を使って機器の設定を行 う こ と も でき ます。
表示部には、測定値やステータ ス変数 （プロセス / システムエラー メ ッ セージ、バーグ ラ フなど）
が 2 行で表示されます。 表示行の割当ては目的に応じ て変更する こ と が可能です （→ " 機能説明   

書 " を参照）。

a0011430

図 27 表示および操作の概要

1 液晶ディ ス プレ イ

バッ ク ラ イ ト 付き  2 行液晶ディ ス プレ イ は、 測定値、 ダイ アロ グテキス ト 、 エラ ーメ ッ セージおよ び  

注意メ ッ セージを表示し ま す。 通常測定時の画面をホーム画面と 言いま す（運転モード ）。

- 1 行目の表示： 主要な測定値、 例えば質量流量 [kg/h ]、 [%] を表示し ま す。

- 2 行目の表示： 測定変数およ びス テータ ス 変数、 例えば積算値 [kg]、 バーグラ フ 、 タ グ番号など を  

表示し ま す。

2 O/S キー

- 数値の入力およ びパラ メ ータ の設定を行いま す。

- 機能マト リ ッ ク ス 内では他の機能分類に移動し ま す。

X キーを同時に押すと 、 次の機能が実行さ れま す。

- 上位の機能マト リ ク ス に移動し ま す。 繰り 返し 押すと 、 ホーム画面ま で段階的に戻り ま す。

- O/S キー（ X） を  3 秒以上押し 続ける と 、 直接ホーム画面に戻り ま す。

- データ 入力のキャ ンセル

3  F Enter キー

- ホーム画面から 機能マト リ ク ス に入り ま す。

- 新たに設定、 変更し た数値を保存し ま す。

アイコン
左側のフ ィ ール ド に表示される ア イ コ ンによ り 、 測定変数、 機器ステータ ス、 エラー メ ッ セージ
を確認する事ができ ます。

アイコン 意味 アイコン 意味

S シス テムエラ ー P プロ セス エラ ー

$
アラ ームメ ッ セージ

( 出力に影響あり ）
!

注意メ ッ セージ

( 出力に影響なし ）

ロ ーフ ロ ーカッ ト オフ ま たは拡張流量機能がアク ティ ブ

Esc

E+-

1

32

48.25 xx/yy
3702.6 x
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5.2 機能マ ト リ クスの簡易操作説明

! 注意 ! 
• 一般情報 （→ 36 ページ） を参照し て く ださい。

• 機能説明 → " 機能説明書 " を参照し て く ださい。

1. ホーム画面 → F → 機能マ ト リ ク スに入 り ます。

2. 目的とする機能分類を選択し ます （例 ： CURRENT OUTPUT 1 （電流出力 1））

3. 機能を選択し ます （例 ： TIME CONSTANT （時定数））。

パラ メ ータの変更あ るいは数値の入力を行います。
OS → コー ド、 パラ メ ータ、 数値の選択または入力
F → 設定の保存

4. 機能マ ト リ ク ス を終了し ます。

Esc キー （X） を 3 秒以上押し続けます。 → ホーム画面
Esc キー （X） 繰 り 返し押すと、 → をホーム画面まで段階的に戻 り ます。

a0001142

図 28 機能選択およびパラ メ ータ設定 （機能マ ト リ クス）
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5.2.1 一般情報

ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューには設定を容易にするため初期値が入力されています。
これに対し て、 複雑な測定では、 必要に応じ て設定し、 プロセス固有のパラ メ ータに合わせる た
めの、 追加機能が必要と な り ます。 従って、 機能マ ト リ ク スには、 多数の追加機能が含まれます
が、 簡潔化のため、 これら を機能分類と し て分類し ています。

機能設定する際には、 以下の事項を遵守し て く ださい。
• 前述の方法で機能を選択し て く ださい。 → 35 ページ

• 特定の機能をオフ （OFF） する こ と が可能です。 あ る機能をオフ （OFF） する と、 他の機能分

類に所属する関連機能も表示されな く な り ます。
• 特定の機能では入力データの確認が行われます。 P を押し て "SURE [YES] （ハイ） " を選択し、    

F で確定し ます。 設定が保存され、 新しい設定で運転し始めます。

• 5 分間キー操作を行わない と、 自動的にホーム画面に戻 り ます。

• プロ グ ラ ミ ングモード有効時に 60 秒間キー操作を行わない と、 プロ グ ラ ミ ングモー ド が無効  

と な り 、 自動的にホーム画面に戻 り ます。

" 警告 ! 
機能マ ト リ ク ス を含め、 すべの機能の詳細は、 本取扱説明書 と は別冊 と なっている " 機能説明 
書 " に記載されています。

! 注意 ! 
• データ入力が行われている間でも、 変換器は測定を継続し ています。 つま り 、 現在の測定値が

通常の出力信号で出力されています。
• 停電等の電源異常が発生し て も、 事前設定値やパラ メ ータ値はすべて EEPROM に保存されて  

います。
• ただし、 一部の機能には、 その機能の編集や操作の 中に電源が切れた場合に、 影響を受ける

（つま り 、データ / 値が保存されない） ものも あ り ます。詳細については、" 機能説明書 " BA112D 
を参照し て く ださい。

5.2.2 プログラ ミ ングモー ドの有効化

機能マ ト リ ク スにはロ ッ ク がかかってお り 、 通常設定の変更ができ ないよ う になっています。 こ
れによ り 、 機器の機能、 数値あ るいは初期設定が不意に変更されないよ う になっています。 設定
を変更するにはア ク セス コード （初期設定 =65） を入力する必要があ り ます。
ア ク セス コー ド は任意に設定する こ と がで き、 関係者以外が機器を操作する のを防止で き ます
（→ " 機能説明書 " を参照）。

ア ク セス コード を入力する際には、 以下の点に注意し て く ださい。
• プロ グ ラ ミ ングモード が無効な場合、 P キーを押す と ア ク セス コード入力画面が自動的に表示 

されます。
• "0" をア ク セス コード と し て設定し た場合には、常にプロ グ ラ ミ ングが可能な状態にな り ます。

• ア ク セス コード を紛失し た場合には、 弊社サービ スにお問い合わせ く ださ い。

" 警告 ! 
センサ特性を決定する特定のパラ メ ータ を変更する と、 機器の多 く の機能、 特に測定精度に影響
を及ぼし ます。
通常の状況下では、 これらのパラ メ ータ を変更する必要はないため、 これらのパラ メ ータは、 弊
社サービ スのみが認識し ている特別なコード で保護されています。 弊社サービ スにお問い合せ く
ださい。

5.2.3 プログラ ミ ングモー ドの無効化

プロ グ ラ ミ ングモー ド有効時に 60 秒間キー操作を行わない と、 プロ グ ラ ミ ングモード が無効 と  
な り 、 自動的にホーム画面に戻 り ます。
指定以外の番号を、 機能 "ACCESS CODE （ア ク セス コード） " に入力する こ と によ って も、 プロ   
グ ラ ミ ングモード は無効化されます。
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5.3 エラー メ ッ セージ

5.3.1 エラーの種類

設定および測定中に何か問題が発生する と、 すぐにエラー メ ッ セージが表示されます。 2 件以上 
のシステム またはプロセスエラーが発生し た場合、 優先に処理する必要のあ るエラーが表示部
に表示されます。

エラーには次の 2 種類があ り ます。
• システムエラー ： 通信エラーやハード ウ ェ アのエラーなど、 機器に関わるすべてのエラーがこ

こ に含まれます。 → 73 ページ
• プロセスエラー ： FLOW LIMIT （流量基準オーバー） など、 アプ リ ケーシ ョ ンに関わるすべて  

のエラーがこ こ に含まれます。 → 77 ページ

a0000991

図 29 エラー メ ッ セージ （例）

1 エラ ーの種類： P = プロ セス エラ ー、 S = シス テムエラ ー

2 エラ ーメ ッ セージの種類： $ = アラ ームメ ッ セージ、 ! = 注意メ ッ セージ、 定義

3 エラ ーの名称：（例） FLOW LIMIT（流量基準オーバー） = 流量の上限を超過

4 エラ ー番号：（例） #422

5 新のエラ ーが発生し てから の経過時間（時： 分： 秒）

5.3.2 エラー メ ッ セージの種類

シ ス テムおよびプ ロ セスのエ ラーをアラームメッセージあ るいは注意メッセージ と し て定義す
る こ と によ り 重み付けでき ます。 エラー メ ッ セージの定義は機能マ ト リ ク ス よ り 行えます （" 機
能説明書 " を参照）。
しかし、 例えば、 モジ ュールの不具合など重大なシステムエラーは、 機器によ り 常に " ア ラーム 
メ ッ セージ " と し て識別および分類されます。

注意 メ ッ セージ （！）
• 表示形態 → 感嘆符 （！）、 エラーの種類 （S ： システムエラー、 P ： プロセスエラー）。

• こ のエラーは、 機器の出力に一切の影響を及ぼし ません。

ア ラーム メ ッ セージ （$）
• 表示形態 → 稲妻マーク （$）、 エラーの種類 （S ： システムエラー、 P ： プロセスエラー）。

• こ のエラーは、 出力に直接影響を及ぼし ます。

出力の応答方法 （フ ェールセーフモー ド） は、 機能マ ト リ ク ス よ り 設定する こ と ができ ます。
→ 77 ページ

! 注意 ! 
安全のため、 エラー メ ッ セージはステータ ス出力で出力する こ と を推奨し ます。

1

2 4 5 3

XXXXXXXXXX

#000 00:00:05

P
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5.4 通信 （HART）

現場指示計を使 う 以外に、 HART 通信プロ ト コルを使用し て も機器の設定および測定結果の読み 
取 り ができ ます。 デジタル通信には、 4 ～ 20 mA HART 電流出力を使用し ます。 → 32 ページ
HART 通信プロ ト コルを使用する と、 設定および自己診断のために HART 通信用端末 と現場機器
の間で測定データや機器情報を伝送でき ます。 ハン ドヘル ド コ ミ ュニケータや PC ソ フ ト ウ ェ ア  
（FieldCare など） のよ う な HART 通信用端末には、 HART 機器内の全情報にア ク セスする ための    
DD フ ァ イル （デバイ スデ ィ ス ク リ プシ ョ ン フ ァ イル） が必要と な り ます。 これらのフ ァ イルを  
使用し て、 HART 装置内の全情報にア ク セス し ます。 コマン ド には以下の 3 つのグループがあ り     
ます。

コマン ド には以下の 3 つのグループがあ り ます。
• 標準コマン ド （Universal Commands） ：

こ のコマン ド は、 例えば、 次の機能に関連し ています。 すべての HART 対応機器は、 標準コマ  
ン ド をサポー ト し ています。
- HART 対応機器の識別
- 質量流量、 積算計など、 デジ タル信号で検出された測定値の読み取 り

• 共有コマン ド （Common practice commands） ：

一部を除き、 ほ と んどの HART 対応機器はこ のコマン ド をサポー ト し ています。

• 機器特有のコマン ド （Device-specific commands） ：

これらのコマン ド は、 機器固有の機能にア ク セスするのに使われます。 これらは、 HART 通信
の標準コマン ド ではあ り ません。 これらのコマン ド を使用し て、 ローフ ローカ ッ ト オフの設定
値など現場機器それぞれのデータにア ク セスする こ と ができ ます。

! 注意 ! 
本機器は、 3 つのコマン ドすべてにア ク セスでき ます。
" 標準コマン ド （Universal commands） " および " 共有コマン ド （Common practice commands） " の      
リ ス ト → 40 ページ

5.4.1 操作オプシ ョ ン

" 機器特有のコマン ド （Device-specific commands） " を含め、 測定機器を完全に操作する ために  
DD フ ァ イルがあ り ます。 DD フ ァ イルによ り 、 以下の機器およびソ フ ト ウ ェ アが使用可能 と な  
り ます。

! 注意 ! 
HART プロ ト コルでは、 機能 "CURRENT SPAN （出力電流範囲） " （電流出力 1） の設定を "4-20     
mA HART" にする必要があ り ます （個々の設定内容については機能説明書を参照）。

フ ィ ールド エキスパー ト  HART コ ミ ュニケータ

HART ハン ドヘル ド ター ミ ナルを使って機器の機能を選択する場合、 多数の メ ニュー項目および 
特別な HART 機能マ ト リ ク ス を使用する こ と にな り ます。
機器に関す る 詳細については、 HART コ ミ ュ ニケー タ のキ ャ リ ン グ ケース に同梱 さ れてい る 
HART 取扱説明書を参照し て く ださい。

FieldCare

FieldCare は、 エン ド レ スハウザー社製 FDT ベースのシステム資産管理ツールです。 本ツールを   
利用し て、 ループ内にあ る イ ンテ リ ジ ェ ン ト フ ィ ール ド 機器の設定および診断が可能です。 ス
テータ ス情報を利用する こ と によ り 、 簡単かつ効果的に機器のステータ スや状態を監視し ます。
プロ ラ イ ン流量計への接続は、 FXA193 など専用イ ン ターフ ェース を介し て行われます。

操作プログラム "SIMATIC PDM" （シー メ ンス社製）

SIMATIC PDM はイ ンテ リ ジェ ン ト フ ィ ール ド 機器の操作、 設定、 メ ンテナン ス、 および診断の  
ための標準化された、 メ ーカー非依存型ツールです。

操作プログラム "AMS" デバイスマネージャ （エマソ ンプロセスマネジ メ ン ト 社製）

AMS （Asset Management Solutions、 プラ ン ト 機器統合管理システム） ： フ ィ ール ド機器の操作およ  
び設定用プロ グ ラ ムです。
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5.4.2 現在の DD フ ァ イル

以下の表では、 該当する操作ツールに対応する DD フ ァ イルを説明し、 これらのフ ァ イルの入手
先を示し ます。

HART プロ ト コル

5.4.3 機器およびプロセス変数

機器変数 ：
HART 通信プロ ト コルを用いる場合、 以下の機器変数が使用可能です。

プロセス変数

プロセス変数は、 工場出荷時に以下の機器変数に割 り 当て られています。
• 一次プロセス変数 （PV） →  質量流量

• 二次プロセス変数 （SV） →  積算計 1

• 三次プロセス変数 （TV） → 温度

• 四次プロセス変数 （FV） → 基準体積流量

! 注意 ! 
コマン ド 51 を使用し て、 機器変数の割当てをプロセス変数に割 り 当てる こ と ができ ます。 
→ 40 ページ

対応するソフトウェア： 1.01.XX
→ 機能 "DEVICE SOFTWARE" 

  （デバイ ス ソ フ ト ウ ェ ア）

デバイス データ HART

製造者 ID：

デバイ ス ID：

17hex（ENDRESS+HAUSER）

65hex

→ 機能 "MANUFACTURER ID"（製造者 ID）

→ 機能 "DEVICE ID"（デバイ ス  ID）

HART バージョンデータ： デバイ ス リ ビジョ ン 6/ DD リ ビ ジョ ン 1

ソフトウェアリリース： 10.2009

操作プログラム DD ファイルの入手方法

ハンド ヘルド  フ ィ ールド  

エキス パート  SFX100
ハンド ヘルド タ ーミ ナルの更新機能を使用する

FieldCare / DTM

• www.endress.com → ダウ ンロ ード

• CD-ROM（弊社へのオーダー番号 56004088）

• DVD（弊社へのオーダー番号 70100690）

AMS www.endress.com → ダウ ンロ ード

SIMATIC PDM www.endress.com → ダウ ンロ ード

テスタ / シミュレータ DD ファイルの入手方法

フ ィ ールド チェ ッ ク
Fieldflash モジュ ールのフ ロ ーコ ミ ュ ニケータ  FXA193/291 DTM 経由で 

FieldCare によ り 更新

コード（10 進法） 機器変数

0 オフ（割当てなし ）

1 質量流量

2 基準体積流量

3 温度

53 熱流量

250 積算計 1

251 積算計 2
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5.4.4 標準／共有 HART コ マン ド

以下の表には、 機器がサポー ト するすべての標準コマン ド （Universal command） および共有コマ 
ン ド （Common practice command） が記載されています。

コマンド番号
HART コマンド／アクセスタイプ

コマンドに関する情報
（10 進法の数値データ）

応答に関する情報
（10 進法の数値データ）

標準コマンド（Universal Commands）

0 デバイ ス  ID の読み込み

アク セス タ イ プ = 読み込み

なし デバイ ス  ID を使って、 機器およ び製造者に関する 情

報を確認でき ま す。 デバイ ス  ID は変更でき ま せん。

応答は 12 バイ ト のデバイ ス  ID よ り 構成さ れま す。

- 0 バイ ト ： 固定値 254

- 1 バイ ト ： 製造者 ID： 17 = エンド レ ス ハウ ザー

- 2 バイ ト ： デバイ ス タ イ プ ID：（例） 65 = t- マス  65

- 3 バイ ト ： プレ ンブル数

- 4 バイ ト ： 標準コ マンド の改訂番号

- 5 バイ ト ： 機器特有コ マンド の改訂番号

- 6 バイ ト ： ソ フ ト ウ ェ アのリ ビ ジョ ン

- 7 バイ ト ： ハード ウ ェ アのリ ビ ジョ ン

- 8 バイ ト ： 追加の機器情報

- 9 ～ 11 バイ ト ： 機器 ID

1 一次プロ セス 変数の読み込み

アク セス タ イ プ = 読み込み

なし - 0 バイ ト ： 一次プロ セス 変数の HART 単位コ ード

- 1 ～ 4 バイ ト ： 一次プロ セス 変数

初期設定：

一次プロ セス 変数 = 質量流量

! 注意 ! 

• コ マンド  51 を使用し て、 機器変数の割当てをプロ

セス 変数に割り 当てる こ と ができ ま す。

• 製造者固有単位は、 HART 単位コ ード  "240" で示さ

れま す。

2 一次プロ セス 変数を電流値

（mA 単位） およ び測定レ ンジに

おける パーセント 値と し て読み

込み

アク セス タ イ プ = 読み込み

なし - 0 ～ 3 バイ ト ： 一次プロ セス 変数の電流出力値（mA 

単位）

- 4 ～ 7 バイ ト ： 測定レ ンジにおける パーセント 値

初期設定：

一次プロ セス 変数 = 質量流量

! 注意 ! 

コ マンド  51 を使用し て、 機器変数の割当てをプロ セ

ス 変数に割り 当てる こ と ができ ま す。

3 一次プロ セス 変数を電流値

（mA） およ び 4 つのダイ ナミ ッ

ク プロ セス 変数（コ マンド  51 

を使って設定） と し て読み込み

アク セス タ イ プ = 読み込み

なし 応答は 24 バイ ト で構成さ れま す。

- 0 ～ 3 バイ ト ： 一次プロ セス 変数の電流出力値（mA 

単位）

- 4 バイ ト ： 一次プロ セス 変数の HART 単位コ ード

- 5 ～ 8 バイ ト ： 一次プロ セス 変数

- 9 バイ ト ： 二次プロ セス 変数の HART 単位コ ード

- 10 ～ 13 バイ ト ： 二次プロ セス 変数

- 14 バイ ト ： 三次プロ セス 変数の HART 単位コ ード

- 15 ～ 18 バイ ト ： 三次プロ セス 変数

- 19 バイ ト ： 四次プロ セス 変数の HART 単位コ ード

- 20 ～ 23 バイ ト ： 四次プロ セス 変数

初期設定：

• 一次プロ セス 変数 = 質量流量

• 二次プロ セス 変数 = 積算計 1

• 三次プロ セス 変数 = 温度

• 四次プロ セス 変数 = 基準体積流量

! 注意 ! 

• コ マンド  51 を使用し て、 機器変数の割当てをプロ

セス 変数に割り 当てる こ と ができ ま す。

• 製造者固有単位は、 HART 単位コ ード  "240" で示さ

れま す。
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6 HART ショ ート フ ォ ームアド レ

ス の設定

アク セス タ イ プ = 書き 込み

0 バイ ト ： 要求アド レ ス（0 ～ 15）

初期設定：

0

! 注意 ! 

アド レ ス を 0 よ り 大き い数値にする と （マル

チド ロ ッ プモード ）、 一次プロ セス 変数の電

流出力値は 4 mA に設定さ れま す。 

0 バイ ト ： 有効なアド レ ス

11 タ グを使用し た機器固有のデバ

イ ス  ID の読込み（測定ポイ ン

ト 設定）

アク セス タ イ プ = 読み込み

0 ～ 5 バイ ト ： タ グ デバイ ス  ID を使って、 機器およ び製造者に関する 情

報を確認でき ま す。 デバイ ス  ID は変更でき ま せん。

タ グが、 機器に保存さ れている タ グ番号と 一致し てい

る こ と が確認さ れる と 、 12 バイ ト のデバイ ス  ID で構

成さ れた応答をし ま す。

- 0 バイ ト ： 固定値 254

- 1 バイ ト ： 製造者 ID： 17 = エンド レ ス ハウ ザー

- 2 バイ ト ： デバイ ス タ イ プ ID： 65 = t- マス  65

- 3 バイ ト ： プレ ンブル数

- 4 バイ ト ： 標準コ マンド の改訂番号

- 5 バイ ト ： 機器特有コ マンド の改訂番号

- 6 バイ ト ： ソ フ ト ウ ェ アのリ ビ ジョ ン

- 7 バイ ト ： ハード ウ ェ アのリ ビ ジョ ン

- 8 バイ ト ： 追加の機器情報

- 9 ～ 11 バイ ト ： 機器 ID

12 ユーザーメ ッ セージの読み込み

アク セス タ イ プ = 読み込み

なし 0 ～ 24 バイ ト ： ユーザーメ ッ セージ

! 注意 ! 

コ マンド  17 を使用し て、 ユーザーメ ッ セージを書き

込むこ と ができ ま す。 

13 タ グ、 タ グの種類と 日付の読み

込み

アク セス タ イ プ = 読み込み

なし - 0 ～ 5 バイ ト ： タ グ

- 6 ～ 17 バイ ト ： タ グの種類

- 18 ～ 20 バイ ト ： 日付

! 注意 ! 

コ マンド  18 を使用し て、 タ グ、 タ グの種類と 日付を

書き 込むこ と ができ ま す。

14 一次プロ セス 変数上のセンサ

データ の読み込み

なし - 0 ～ 2 バイ ト ： センサのシリ アル番号

- 3 バイ ト ： センサリ ミ ッ ト およ び一次プロ セス 変数

の測定レ ンジに関する  HART 単位コ ード

- 4 ～ 7 バイ ト ： センサの上限

- 8 ～ 11 バイ ト ： センサの下限

- 12 ～ 15 バイ ト ： 小ス パン

! 注意 ! 

• こ のデータ は、 一次プロ セス 変数（= 質量流量） に

関する も のです。

• 製造者固有単位は、 HART 単位コ ード  "240" で示さ

れま す。

15 一次プロ セス 変数の出力情報の

読み込み

アク セス タ イ プ = 読み込み

なし - 0 バイ ト ： アラ ームセレ ク ショ ン ID

- 1 バイ ト ： 伝送機能 ID

- 2 バイ ト ： 一次プロ セス 変数の測定レ ンジに関する  

HART 単位コ ード

- 3 ～ 6 バイ ト ： 上限、 電流値 20 mA の値

- 7 ～ 10 バイ ト ： 測定レ ンジの開始点、 電流値 4 mA 

の値

- 11 ～ 14 バイ ト ： ダンピ ング定数 [s]

- 15 バイ ト ： 書き 込み禁止 ID

- 16 バイ ト ： OEM ディ ーラ ー ID： 17 = エンド レ ス ハ

ウ ザー

初期設定：

一次プロ セス 変数 = 質量流量

! 注意 ! 

• コ マンド  51 を使用し て、 機器変数の割当てをプロ

セス 変数に割り 当てる こ と ができ ま す。

• 製造者固有単位は、 HART 単位コ ード  "240" で示さ

れま す。

コマンド番号
HART コマンド／アクセスタイプ

コマンドに関する情報
（10 進法の数値データ）

応答に関する情報
（10 進法の数値データ）
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以下の表には、 機器がサポー ト するすべての共有コ マン ド （Common practice command） が記載  
されています。

16 機器の製造番号の読み込み

アク セス タ イ プ = 読み込み

なし 0 ～ 2 バイ ト ： 製造番号

17 ユーザーメ ッ セージの書き 込み

アク セス  = 書き 込み

こ のパラ メ ータ を使用し て、 32 文字ま での

テキス ト を機器に保存でき ま す。

0 ～ 23 バイ ト ： 任意のユーザーメ ッ セージ

機器内の 新のユーザーメ ッ セージを表示し ま す。

0 ～ 23 バイ ト ： 現在、 設定さ れている ユーザーメ ッ

セージ

18 タ グ、 タ グの種類と 日付の書き

込み

アク セス  = 書き 込み

こ のパラ メ ータ を使用し て、 8 文字ま でのタ

グと  16 文字ま での種類と 日付を保存でき ま

す。

- 0 ～ 5 バイ ト ： タ グ

- 6 ～ 17 バイ ト ： タ グの種類

- 18 ～ 20 バイ ト ： 日付

現在、 設定さ れている 情報を表示し ま す。

- 0 ～ 5 バイ ト ： タ グ

- 6 ～ 17 バイ ト ： タ グの種類

- 18 ～ 20 バイ ト ： 日付

コマンド番号
HART コマンド／アクセスタイプ

コマンドに関する情報
（10 進法の数値データ）

応答に関する情報
（10 進法の数値データ）

コマンド番号
HART コマンド／アクセスタイプ

コマンドに関する情報
（10 進法の数値データ）

応答に関する情報
（10 進法の数値データ）

共有コマンド（Common practice commands）

34 一次プロ セス 変数のダンピ ング

値の書き 込み

アク セス  = 書き 込み

0 ～ 3 バイ ト ： 一次プロ セス 変数のダンピ ング値 

[s]

初期設定：

一次プロ セス 変数 = 質量流量

現在、 設定さ れている ダンピ ング値を表示し ま

す。

0 ～ 3 バイ ト ： ダンピ ング値 [s]

35 一次プロ セス 変数の測定レ ンジ

の書き 込み

アク セス  = 書き 込み

現在、 設定さ れている 測定レ ンジを表示し ま す：

- 0 バイ ト ： 一次プロ セス 変数の HART 単位コ ー

ド

- 1 ～ 4 バイ ト ： 上限、 電流値 20 mA の値

- 5 ～ 8 バイ ト ： 測定レ ンジの開始点、 電流値 

4 mA の値

初期設定：

一次プロ セス 変数 = 質量流量

! 注意 ! 

• コ マンド  51 を使用し て、 機器変数の割当てを

プロ セス 変数に割り 当てる こ と ができ ま す。

• HART 単位コ ード がプロ セス 変数に対し 適切で

ない場合、 機器は前回有効だった単位のま ま 継

続さ れま す。

応答と し て、 現在設定さ れている 測定レ ンジが表

示さ れま す。

- 0 バイ ト ： 一次プロ セス 変数の測定レ ンジに関

する  HART 単位コ ード

- 1 ～ 4 バイ ト ： 上限、 電流値 20 mA の値

- 5 ～ 8 バイ ト ： 測定レ ンジの開始点、 電流値 

4 mA の値

! 注意 ! 

製造者固有単位は、 HART 単位コ ード  "240" で示

さ れま す。

38 機器ス テータ ス のリ セッ ト （設

定の変更）

アク セス  = 書き 込み

なし なし

40 一次プロ セス 変数の出力電流シ

ミ ュ レ ーショ ン

アク セス  = 書き 込み

一次プロ セス 変数に対する 出力電流をシミ ュ レ ー

ショ ンし ま す。

シミ ュ レ ーショ ンモード の設定値に 0 を入力する

と 、 シミ ュ レ ーショ ンを終了し ま す。

0 ～ 3 バイ ト ： 出力電流 [mA]

初期設定：

一次プロ セス 変数 = 質量流量

! 注意 ! 

コ マンド  51 を使用し て、 機器変数の割当てをプ

ロ セス 変数に割り 当てる こ と ができ ま す。

応答と し て、 一次プロ セス 変数の瞬時電流値が表

示さ れま す。

0 ～ 3 バイ ト ： 出力電流 [mA]

42 マス タ ーリ セッ ト の実行

アク セス  = 書き 込み 

 

 

 

 

 

 

なし なし
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44 一次プロ セス 変数の単位の書き

込み

アク セス  = 書き 込み

一次プロ セス 変数の単位を設定し ま す。

プロ セス 変数に適切な単位のみが機器に転送さ れ

ま す。

0 バイ ト ： HART 単位コ ード

初期設定：

一次プロ セス 変数 = 質量流量

! 注意 ! 

• 書き 込ま れた HART 単位コ ード がプロ セス 変

数に対し 適切でない場合、 機器は前回有効だっ

た単位のま ま 継続さ れま す。

• 一次プロ セス 変数の単位を変更し ても 、 シス テ

ムの単位には影響あり ま せん。

応答と し て、 現在設定さ れている 一次プロ セス 変

数が表示さ れま す。

0 バイ ト ： HART 単位コ ード

! 注意 ! 

製造者固有単位は、 HART 単位コ ード  "240" で示

さ れま す。

48 追加機器情報の読み込み

アク セス  = 読み込み

なし 応答と し て、 機器ス テータ ス が拡張フ ォ ームで表

示さ れま す。

コ ード ： 表を参照 → 45 ページ

50 ４ つのプロ セス 変数への機器変

数の割り 当ての読み込み

アク セス  = 読み込み

なし 現在のプロ セス 変数への割り 当て状況が表示さ れ

ま す：

- 0 バイ ト ： 一次プロ セス 変数の機器変数コ ード

- 1 バイ ト ： 二次プロ セス 変数の機器変数コ ード

- 2 バイ ト ： 三次プロ セス 変数の機器変数コ ード

- 3 バイ ト ： 四次プロ セス 変数の機器変数コ ード

初期設定：

• 一次プロ セス 変数： コ ード  1（質量流量）

• 二次プロ セス 変数： コ ード  250（積算計 1）

• 三次プロ セス 変数： コ ード  3（温度）

• 四次プロ セス 変数： コ ード  2（基準体積流量）

! 注意 ! 

コ マンド  51 を使用し て、 機器変数の割当てをプ

ロ セス 変数に割り 当てる こ と ができ ま す。

51 ４ つのプロ セス 変数への機器変

数の書き 込み割り 当て

アク セス  = 書き 込み

４ つのプロ セス 変数に機器変数を設定し ま す。

- 0 バイ ト ： 一次プロ セス 変数の機器変数コ ード

- 1 バイ ト ： 二次プロ セス 変数の機器変数コ ード

- 2 バイ ト ： 三次プロ セス 変数の機器変数コ ード

- 3 バイ ト ： 四次プロ セス 変数の機器変数コ ード

機器変数サポート コ ード について：

データ を参照 → 39 ページ

初期設定：

• 一次プロ セス 変数 = 質量流量

• 二次プロ セス 変数 = 積算計 1

• 三次プロ セス 変数 = 温度

• 四次プロ セス 変数 = 基準体積流量

応答と し て、 プロ セス 変数の変数割り 当てが表示

さ れま す。

- 0 バイ ト ： 一次プロ セス 変数の機器変数コ ード

- 1 バイ ト ： 二次プロ セス 変数の機器変数コ ード

- 2 バイ ト ： 三次プロ セス 変数の機器変数コ ード

- 3 バイ ト ： 四次プロ セス 変数の機器変数コ ード

コマンド番号
HART コマンド／アクセスタイプ

コマンドに関する情報
（10 進法の数値データ）

応答に関する情報
（10 進法の数値データ）
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53 機器変数単位の書き 込み

アク セス  = 書き 込み

こ のコ マンド を使用し て、 与えら れた機器変数の

コ ード を設定し ま す。 機器に適応し たコ ード のみ

が転送さ れま す。

- 0 バイ ト ： 機器変数コ ード

- 1 バイ ト ： HART 単位コ ード

機器変数サポート コ ード について：

データ を参照 → 39 ページ

! 注意 ! 

• 書き 込ま れた単位が機器変数に対し 適切でない

場合、 機器は前回有効だった単位のま ま 継続さ

れま す。

• 機器変数の単位を変更し ても 、 シス テムの単位

には影響あり ま せん。

応答と し て、 現在設定さ れている 機器変数単位が

表示さ れま す。

- 0 バイ ト ： 機器変数コ ード

- 1 バイ ト ： HART 単位コ ード

! 注意 ! 

製造者固有単位は、 HART 単位コ ード  "240" で示

さ れま す。

59 応答メ ッ セージのプレ ンブル数

の書き 込み

アク セス  = 書き 込み

こ のパラ メ ータ を使用し て、 応答メ ッ セージに挿

入さ れる プレ ンブル数を設定し ま す。

0 バイ ト ： プレ ンブル数（2 ～ 20）

応答と し て、 現在設定し ている プレ ンブル数が表

示さ れま す。

0 バイ ト ： プレ ンブル数

コマンド番号
HART コマンド／アクセスタイプ

コマンドに関する情報
（10 進法の数値データ）

応答に関する情報
（10 進法の数値データ）
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5.4.5 機器ステータ ス／エラー メ ッ セージ

エラー メ ッ セージが表示されている場合には、 コマン ド "48" を使用し て よ り 詳細な機器の状態  
を知る こ と ができ ます。 情報は一部ビ ッ ト コード を使用し て提供されます （下表を参照）。

! 注意 ! 
機器ス テータ スおよびエ ラー メ ッ セージに関する詳細やその対処法については、 " シ ス テムエ 
ラー メ ッ セージ " 章を参照し て く ださい。 → 72 ページ

バイトビット エラー No. エラーの概要 → 72 ページ

0-0 001 深刻な機器故障が発生し ていま す。

0-1 011 EEPROM の故障

0-2 012 EEPROM のデータ アク セス の不良

0-3 割り当てなし -

0-4 014 アンプ： ROM/RAM の故障

0-5 031 HistoROM/S-DAT： 故障ま たは不足

0-6 032 HistoROM/S-DAT： 保存さ れた値へのアク セス エラ ー

0-7 割り当てなし -

1-0 割り当てなし -

1-1 035 センサ： ROM/RAM の故障

1-2 036 センサ： ROM/RAM の故障

1-3 割り当てなし -

1-4 042 HistoROM/T-DAT： 保存さ れた値へのアク セス エラ ー

1-5 051 I/O ボード と アンプ基板の互換性がない

1-6 割り当てなし -

1-7 割り当てなし -

2-0 割り当てなし -

2-1 070 流量センサが故障し ている 可能性が高い、 測定でき ない

2-2 割り当てなし -

2-3 割り当てなし -

2-4 111 積算計チェ ッ ク サムエラ ー

2-5 割り当てなし -

2-6 割り当てなし -

2-7 割り当てなし -

3-0 割り当てなし -

3-1 割り当てなし -

3-2 割り当てなし -

3-3 割り当てなし -

3-4 251 アンプ基板の内部通信エラ ー

3-5 261 アンプと  I/O ボード 間でのデータ 受信なし

3-6 割り当てなし -

3-7 351
電流出力： 流量が範囲外

4-0 352

4-1 割り当てなし -

4-2 割り当てなし -

4-3 355
周波数出力： 流量が範囲外

4-4 356
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4-5 割り当てなし -

4-6 割り当てなし -

4-7 359 パルス 出力： パルス 出力周波数が範囲外

5-0 360 パルス 出力： パルス 出力周波数が範囲外

5-1 割り当てなし -

5-2 割り当てなし -

5-3 363 電流入力： 電流入力の実際値が設定範囲外

5-4 割り当てなし -

5-5 割り当てなし -

5-6 割り当てなし -

5-7 割り当てなし -

6-0 372 測定さ れたセンサ温度差がリ ミ ッ ト 値を下回っている

6-1 割り当てなし -

6-2 割り当てなし -

6-3 割り当てなし -

6-4 割り当てなし -

6-5 割り当てなし -

6-6 割り当てなし -

6-7 381 ト ラ ンス デュ ーサの流体温度下限値を超過

7-0 382 ト ラ ンス デュ ーサの流体温度上限値を超過

7-1 422 流量が測定上限値を超過

7-2 割り当てなし -

7-3 割り当てなし -

7-4 割り当てなし -

7-5 割り当てなし -

7-6 割り当てなし -

7-7 451 保存さ れたゼロ 点が不安定なプロ セス ま たは流れ条件のために不正確

8-0 501
新し いアンプま たは通信（I/O モジュ ール） ソ フ ト ウ ェ アバージョ ンの

ロ ード 中。 こ の間、 他の機能は使用不可

8-1 502
設定プロ グラ ムによ る 機器データ のアッ プロ ード / ダウ ンロ ード 中。 

こ の間、 他の機能は使用不可

8-2 561 ゼロ 点調整が作動中

8-3 601 ポジティ ブゼロ リ タ ーンが起動し ていま す。

8-4 611 電流出力のシミ ュ レ ーショ ンが作動中

8-5 612 電流出力のシミ ュ レ ーショ ンが作動中

8-6 割り当てなし -

8-7 割り当てなし -

9-0 621 周波数出力のシミ ュ レ ーショ ンが作動中

9-1 622 周波数出力のシミ ュ レ ーショ ンが作動中

9-2 割り当てなし -

9-3 割り当てなし -

9-4 631 パルス 出力シミ ュ レ ーショ ンが起動し ていま す。

9-5 632 パルス 出力シミ ュ レ ーショ ンが起動し ていま す。

9-6 割り当てなし -

バイトビット エラー No. エラーの概要 → 72 ページ
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9-7 割り当てなし -

10-0 641 ス テータ ス 出力シミ ュ レ ーショ ンが起動し ていま す。

10-1 642 ス テータ ス 出力シミ ュ レ ーショ ンが起動し ていま す。

10-2 割り当てなし -

10-3 割り当てなし -

10-4 651 リ レ ー出力のシミ ュ レ ーショ ンが作動中

10-5 652 リ レ ー出力のシミ ュ レ ーショ ンが作動中

10-6 割り当てなし -

10-7 割り当てなし -

11-0 661 電流入力のシミ ュ レ ーショ ンが作動中

11-1 割り当てなし -

11-2 割り当てなし -

11-3 割り当てなし -

11-4 671 ス テータ ス 入力のシミ ュ レ ーショ ンが作動中

11-5 672 ス テータ ス 入力のシミ ュ レ ーショ ンが作動中

11-6 割り当てなし -

11-7 割り当てなし -

12-0 691 エラ ー時の出力のシミ ュ レ ーショ ンが起動し ていま す。

12-1 692 測定変数のシミ ュ レ ーショ ン（例： 質量流量）

12-2 698
テス ト 機器やシミ ュ レ ーショ ン機器（FieldCheck） によ る 、 現場での測定

機器のチェ ッ ク 中

12-3 割り当てなし -

12-4 割り当てなし -

12-5 割り当てなし -

12-6 割り当てなし -

12-7 割り当てなし -

バイトビット エラー No. エラーの概要 → 72 ページ
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5.4.6 HART 上書き禁止機能

ボード上のジャ ンパピンを使用し て、 HART の上書き禁止機能のオン／オフを設定し ます。

! 注意 ! 
この機能は、 固定型 I/O ボード にはあ り ません （端子の割当 → 31 ページ）。 上書き禁止機能は    
オフです （初期設定）。

# 危険 ! 
感電の危険性があ り ます。 露出し た部品には高電圧が付加されています。 電子部品のカバーを外
す前に電源を必ずオフにし て く ださい。

1. 電源を一旦切って く ださい。

2. I/O ボード を外し ます。 → 81 ページ

3. ジ ャ ンパピ ン を使用し、 必要に応じ て、 HART 上書き禁止機能のオン／オフ を設定し ます 
（→図 30）。

4. I/O ボード の取付けは、 取 り 外し と逆手順で行います。

a0001212

図 30 HART 上書き禁止機能

1 上書き 禁止機能オフ（初期設定）、 つま り  HART プロ ト コ ルのロ ッ ク 解除

2 上書き 禁止機能オン、 つま り  HART プロ ト コ ルのロ ッ ク

1
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6 設定

6.1 機能確認

測定機器の設定を行 う 前に、 設置および電気配線の 終確認を行って く ださい。
• " 設置状況の確認 " のチェ ッ ク リ ス ト  → 26 ページ

• " 配線状況の確認 " のチェ ッ ク リ ス ト  → 33 ページ

6.2 機器への電源供給

設置および配線状況の確認が終了し た ら、 電源を入れる こ と ができ ます。 これによ り 、 機器は使
用可能にな り ます。
機器はい く つかの電源投入時自己診断を実行し ます。 こ の処理の経過に従って、 次の メ ッ セージ
が順番に現場指示計に表示されます。

ス ター ト ア ッ プ処理が完了する と、 通常の測定モード が開始し ます。
各種測定値や機器の状態などが画面に表示されます。 この画面をホーム画面 と言います。

! 注意 ! 
ス ター ト ア ッ プが正常に完了し なかった場合には、 その原因に関するエラー メ ッ セージが表示さ
れます。

6.3 ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ

ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューを使用する こ と によ り 、 特に出荷時に初期設定されている機器の
場合、 標準運転に必要なあ らゆる機器パラ メ ータ を、 迅速かつ簡単に設定でき ます。

! 注意 ! 
ユーザー固有の設定で注文された機器については、 ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プは必要あ り ません。 
納入された CD に収録されているパラ メ ータ設定 リ ス ト が、 必要なデータ と一致し ているか確認  
し て く ださい。

 t-mass 65

 START-UP
ス タ ート アッ プメ ッ セージ

▼

 DEVICE SOFTWARE

 V XX.XX.XX
現在のソ フ ト ウ ェ アバージョ ン

▼

 SYSTEM OK

 → OPERATION
通常の測定モード の開始

▼
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6.3.1 ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ " 基本設定 " （英語）

a0005093-en

図 31 基本ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ ： 主な機器機能を簡単に設定でき る メ ニュー （英語）

++E +E

�

�

�

Esc

E+-

XXX.XXX.XX

�

�

�

�

	




Yes

Yes

Yes

No

No

No

Configure another system unit ?

Current output n Pulse/ output nFreq.

Selection output type

Automatic configuration of display ?

Quit

Assign
Current output

Current span

Value 0/4 mA

Value 20 mA

Time constant

Time constantFailsafe mode

Failsafe mode

Failsafe mode

Assign
Freq. output

End value freq.

Value f Low

Value f High

Output signal

Assign
Pulse output

Pulse value

Pulse width

Output signal

Operation Mode

Frequency Pulse

Automatic parameterization of the display

Corr. Vol. FlowMass flow Density

Selection system units

Temperature Quit

Unit
Corr. Vol. Flow

Unit
Mass Flow

Unit
Density

Language

Pre-setting

Quick Setup

HOME-POSITION

QS
Commission

Configure another output ?

Unit
Temperature

Selection pre-settings

Reference
Temperature

Reference
Pressure

Selection totalizer

Unit
Totalizer 2

Assign
Totalizer 2

Assign
Gas Group

Failsafe value

Delivery settings Actual settings

Heat Flow

Unit
Heat Flow

Unit
Quantity Heat

Pressure

Unit
Pressure

Totalizer 1 Totalizer 2

Yes NoConfigure another ?totalizer

Unit
Totalizer 1

Assign
Totalizer 1

Assign
Gas Group

Assign
Gas Group

Assign
Gas Group

Assign
Gas Group

Sensor Gas

Carry out another Quick Setup

NoPressure Heat Flow

Carry out the selected Quick Setup

Unit Calorific
Value Mass

Unit Calorific
Val. Corr. Vol.



プロ ラ イ ン t- マス 65 設定

エン ド レスハウザー ジャパン 51

ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ " 基本設定 " （日本語）

a0005093-en

図 32 基本ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ ： 主な機器機能を簡単に設定できる メ ニュー （日本語）
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! 注意 ! 
メ ニュー内でのパラ メ ータ設定中に ESC キー （Q） を押す と、 表示が "QUICK SETUP （ク イ ッ    

ク セ ッ ト ア ッ プ） " に戻 り ます。

基本クイックセットアップ
"QS-COMMISSION NO（基本ク イ ッ ク セッ ト アッ プ NO） " 要求で O ま たは S キーを押すと 、 機器アク セス

コ ード の入力画面が表示さ れま す。 機器アク セス コ ード  "65" を入力し て、 F を押すと 、 プロ グラ ミ ングが

有効になり ま す。 "QS-COMMISSION NO（基本ク イ ッ ク セッ ト アッ プ NO） " 要求が表示さ れま す。 

O ま たは S キーを使用し て、 "NO（イ イ エ） " を  "YES（ハイ ） " に変更し 、 F を押し ま す。

言語
O ま たは S キーを使用し て必要な言語を選択し 、 F で続けま す。

事前設定
m 機器のプロ グラ ミ ングを続行する ために "ACTUAL SETTINGS（現在の設定） " を選択し て次のレ ベルに

移行する か、 ま たは "DELIVERY SETTINGS（出荷時の設定） " を選択し て機器をリ セッ ト し ま す。 

機器が細動し 、 ホーム画面に戻り ま す。

- "ACTUAL SETTINGS（現在の設定） " は、 現在プロ グラ ムさ れている 機器のパラ メ ータ です。

- "DELIVERY SETTINGS（出荷時の設定） " は、 機器の出荷時に元々プロ グラ ムさ れていたパラ メ ータ  

  （初期設定＋ユーザー固有の設定） です。

単位の選択
必要な " 単位の選択 " 機能を選択し てパラ メ ータ を設定する か、 ま たは、 こ れ以上プロ グラ ミ ングする 必要

がない場合は、 "QUIT（中止） " を選択し て "QUICK SETUP（ク イ ッ ク セッ ト アッ プ） " 機能に戻り ま す。

n 現在実行し ている セッ ト アッ プで設定さ れなかった単位のみ、 各単位設定サイ ク ルで表示さ れ、 選択で

き ま す。

o すべての単位が設定さ れる ま で "YES（ハイ ） " が表示さ れ続けま す。

"NO（イ イ エ） " は、 利用でき る 単位がなく なったと き にのみ表示さ れま す。

積算計の選択
p 積算計を選択し 、 流量変数、 気体グループ、 単位を割り 当てま す。

q CONFIGURE ANOTHER TOTALIZER（他の積算計を設定し ま すか？） で 2 つ目の積算計を設定する 場合

は "YES（ハイ ） " を選択し ま す。 ま たは、 "NO（イ イ エ） " で選択を終了し ま す。

出力の選択
出力タ イ プを選択し 、 使用可能なオプショ ンのパラ メ ータ 設定をする か、 ま たは "QUIT（中止） " を選択し

て "QUICK SETUP（ク イ ッ ク セッ ト アッ プ） " 機能に戻り ま す。

! 注意 ! 

機能 "ASSIGN GAS GROUP（気体グループの割当て） " によ り 、 各気体グループの測定値を特定の出力に割

り 当てる か、 ま たは、 "GAS GROUP 1 & 2（気体グループ 1 & 2） " の選択を利用し て、 両方の気体グループ

を 1 つの電流出力に割り 当てる こ と ができ ま す。

r 現在実行し ている セッ ト アッ プで設定さ れなかった出力のみ、 各出力設定サイ ク ルで表示さ れ、 選択で

き ま す。

追加の出力は、 機器に装備さ れている 場合にのみ使用でき ま す。

s すべての出力がパラ メ ータ 設定さ れる ま で "YES（ハイ ） " が表示さ れ続けま す。 "NO（イ イ エ） " は、

利用でき る 出力がなく なったと き にのみ表示さ れま す。

表示の自動設定
t " 表示の自動設定 " オプショ ンには、 以下の基本設定 / 初期設定が含ま れま す。

- YES（ハイ ）： 1 行目の表示 = 質量流量、 2 行目の表示  = 積算計 1

- NO（イ イ エ）： 現在の（選択さ れた） 設定が保持さ れま す。

CARRY OUT ANOTHER QUICK SETUP（他のクイックセットアップを実行しますか？）
u さ ら にク イ ッ ク セッ ト アッ プを選択し て設定を完了さ せる か、 "NO（イ イ エ） " を選択し て終了し ま す。
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6.3.2 " センサ " ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ

実際の配管やダ ク ト に従って挿入型センサをセ ッ ト ア ッ プし、 次に算出された挿入深さに設置す
る こ と が重要です。 こ のク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プによ り 、 センサのセ ッ ト ア ッ プをすべて体系的に
実施でき ます。

! 注意 ! 
フ ラ ンジ型センサには、 機能 "QUICK SETUP SENSOR （センサのク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ） " はあ    
り ません。

A0009910-en

配管タイプ
m •  CIRCULAR（円管）

- 配管が標準タ イ プの場合は、 機能 "PIPE STANDARD（パイ プの規格） " およ び "NOMINAL 

DIAMETER（呼び口径） " でパラ メ ータ を設定し ま す。

- 配管が標準タ イ プでない場合は、 機能 "PIPE STANDARD（パイ プの規格） " で "OTHERS（その他） " 

を選択し 、 機能 "WALL THICKNESS（管厚） " およ び "OUTER DIAMETER（外径） " でパラ メ ータ を

設定し ま す。

- 機能 "INTERNAL DIAMETER（内径） " には、 算出さ れた内径が読み取り 専用で表示さ れま す。

•  RECTANGULAR（矩形） 

- ダク ト の "INTERNAL HEIGHT（内側高さ ） "、 "INTERNAL WIDTH（内側幅） "、 "WALL THICKNESS

（管厚） " を入力し ま す。

- "MOUNTING（取付方向） " で、 センサの取付方向を "HORIZONTAL（水平方向） " ま たは 

"VERTICAL（垂直方向） " から 選びま す。

取付セットの長さ
n 取付セッ ト の測定長を入力し ま す（コ ンプレ ッ ショ ンフ ィ ッ ティ ングを含む）。 → 19 ページ

挿入深さ
o こ の機能によ り 、 センサ取付けに必要な挿入深さ の値が算出さ れま す。 → 19 ページ 

こ の機能は読み取り 専用です。

F を押すと 設定が保存さ れ、 機能分類 "QUICK SETUP SENSOR（センサのク イ ッ ク セッ ト アッ プ） " に戻り

ま す。

HOME-POSITION

INSERTION DEPH

MOUNTING SET LENGTH

QUICK SETUP QS SENSOR

PIPE STANDARD INTERNAL HEIGHT

NOMINAL DIAMETER INTERNAL WIDTH

UNIT LENGTH

WALL THICKNESS

WALL THICKNESS

MOUNTING

RECTANGULAR 
(

CIRCULAR 
(

OUTER DIAMETER

INTERNAL DIAMETER

PIPE TYPE

Selection Pipe Type
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6.3.3 " 気体 " ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ メ ニュー

本機器は、 1 つまたは 2 つの特定の気体グループを メ モ リ に設定でき ます。 つま り 、 大 2 つの     
異な る気体流量 （例 ： 窒素と アルゴン） を 1 台の流量計で計測でき ます。
2 つの気体グループを使用する場合は、 気体グループを切 り 替え る ためにデジ タル入力を割 り 当 
て る こ と が可能です。 または、 デバイ ス ソ フ ト ウ ェアの機能を介し て手動で切 り 替え る こ と が 
でき ます。 さ らに、 プロ グ ラ ム された混合ガスは、 ガス分析計からの信号によ り 連続的に補正す
る こ と ができ ます。

A0009907-en

気体グループのプログラ ミ ング

本機器は、 出荷時の初期設定や校正に依存せずに、 気体グループパラ メ ータ を柔軟に変更でき ま
す。

気体グループは以下のよ う にプロ グ ラ ムでき ます。
- 1 種類の単一気体
- 1 種類の混合ガス （ 大 8 成分）

単一気体は ：
- 標準ガスの リ ス ト から選択可能、 または
- その他の適切な気体タ イプ （例 ： オゾン） と し て、 マニュ アルの補正係数と "SPECIAL GAS （特  

殊ガス） " オプシ ョ ンを使用し て設定でき ます。 こ の機能を使用するには、 工場でアプ リ ケー 
シ ョ ン評価を実施する必要があ り ます。 事前に弊社営業所も し く は販売代理店にお問い合わせ
く ださい。

++E
Esc

E+-

XXX.XXX.XX

HOME-POSITION

+E

 1)
QUIT 

 2)

QUICK SETUP QS GAS

DESCRIPTION 1

CORRECTION FACTOR 1

REFERENCE DENSITY 1

DESCRIPTION 2

CORRECTION FACTOR 2

REFERENCE DENSITY 2

GAS GROUP 1

NUMBER OF GASES NUMBER OF GASES

GAS TYPE 2…8

MOLE % GAS 2…8

CHECK VALUES

CANCEL

YES NO

Selection SAVE CHANGES?

Selection of Gas Group

Configure Another Group?

MOLE % GAS 1

GAS TYPE 2…8

MOLE % GAS 2…8

CHECK VALUES

MOLE % GAS 1

GAS GROUP 2

GAS TYPE 1 GAS TYPE 1

YESDISCARD

SELECT GROUP

ANALYZER INPUT ANALYZER INPUT
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測定する気体グループの選択および表示

測定する気体グループを選択するには、 2 つの方法があ り ます。
1. デジ タル入力 ： 2 つのグループを切 り 替える ために、 ステータ ス入力を設定でき ます。 "GAS 

GROUP （気体グループ） " オプシ ョ ンを選択し て く ださい （" 機能説明書 " BA112D を参照）。

2. 手動切 り 替え ： 機能 "SELECT GROUP （グループの選択） " で、 1 または 2 を選択し、 ESC      
（+/- キーを同時に） を押し て終了し ます。 保存する必要はあ り ません。

! 注意 ! 
機器の現場校正を実施し た場合は、 現場校正曲線が、 記録された各流量ポイ ン ト のセンサ電圧を
参照するため、 この " 気体の ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ " 機能は使用でき ません。 し たがって、 プロ  
グ ラ ム された気体の設定は不要にな り ます。

ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プの実行

1. GAS GROUP （気体グループ）

O または S キーを使用し て必要な "GAS GROUP（気体グループ）" を選択し、F で続けます。
- 気体補正入力を使用する場合は、 "ANALYZER INPUT （分析計入力） " を "ON" にし ます。 

→ 60 ページ
- "NUMBER OF GASES （気体の数） " で、 1 ～ 8 のいずれかを選択し ます。
- 選択 リ ス ト のなかから "GAS TYPE （気体タ イプ） " を選択し ます。
- "MOLE % （モル％） " を各 "GAS TYPE （気体タ イプ） " に対し て入力し ます （"NUMBER     

OF GASES （気体の数） " が 2 以上の場合のみ）。
- 混合比の合計が 100％になら ない場合、 エラ ーメ ッ セージ "CHECK VALUES（値を確認）"   

が表示さ れま す。 入力画面に戻って、 混合設定を確認し てく ださ い。

2. SAVE CHANGES? （変更を保存し ますか？）

- "YES （ハイ） " を選択する と、 "GAS GROUP （気体グループ） " の変更が保存され、 変更   
内容が有効にな り ます。 F を押し て、 続けます。

- "CANCEL （キ ャ ンセル） " を選択する と、 入力し た設定がバッ フ ァ メ モ リ に保存されます 
が、 測定用に有効になる こ と はあ り ません。 この機能を選択し た場合は、 後でこの気体グ
ループに戻って保存し直す必要があ り ます。

- "DISCARD （破棄） " を 選択す る と、 後に行 っ た変更が消去 さ れ、 新規設定の た め 
"CONFIGURE GROUP （設定グループ） " に戻 り ます。

3. ANOTHER GAS GROUP? （他の気体グループ？）

- "YES （ハイ） " を選択する と、 "CONFIGURE GROUP （設定グループ） " 機能を続ける こ   
と ができ ます。 + または - キーを使用し て他のグループを選択し、 上記の手順を実施し ま   
す。

- "NO （イ イエ） " を選択する と、 ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プが終了し ます。

! 注意 ! 
気体グループのプロ グ ラ ミ ングの詳細については、 別冊の " 機能説明書 " BA112D の "GAS 1/2"     
章を参照し て く ださい。



設定 プロ ラ イ ン t- マス 65

56 エン ド レスハウザー ジ ャパン

6.3.4 " 圧力 " ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ メ ニュー

このク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プを使用し て、 各気体グループに対する個別のプロセス圧力をプロ グ ラ
ム し ます。 使用する気体グループが 1 つだけの場合は、 機能 "PROCESS PRESSURE 1 （プロセス     
圧力 1） " のみプロ グ ラ ム し て く ださい。 "PROCESS PRESSURE 2 （プロセス圧力 2） " は初期設      
定のま まで構いません。

A0009908-en

! 注意 ! 
• 本機器は、 絶対圧でのみ作動し ます。 ゲージ圧はすべて絶対圧に変換し て く ださい。

• 圧力補正入力を使用する場合は、 マニ ュ アルのプロ グ ラ ム値に入力信号値が上書き されます。

圧力入力値は、 両方の気体グループに作用し ます。 2 つの圧力値を個別に作用させる こ と はで 
き ません。

• 機器の現場校正を実施し た場合は、 現場校正曲線が、 記録された各流量ポイ ン ト のセンサ電圧

を参照する ため、 こ の " 気体のク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ " 機能は使用でき ません。 し たがって、  
プロ グ ラ ム された圧力の設定は不要にな り ます。 → 69 ページ

HOME-POSITION

QUICK SETUP QS PRESSURE

PROCESS PRESSURE 1

PROCESS PRESSURE 2
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6.3.5 " 熱流量 " ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ メ ニュー

本機器は、 メ タ ン、 天然ガス、 プロパン、 ブタ ン、 エタ ン、 水素などの一般的な燃料ガスの燃焼
熱を計算し、 出力する こ と が可能です。
ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニ ューを使用し て、 燃焼熱や発熱量 （CV） の計算方法をプロ グ ラ ムで
き ます。 本機器は、 2 の独立し た発熱量出力 と積算値を出すよ う に設定でき ます。 例えば、 天然 
ガス またはプロパンが異な る タ イ ミ ングで配管を流れ、 両方の気体の発熱量が必要な場合にこの
機能が有効です。

A0009909-en

計算モー ド 1 および 2

• "CALCULATION MODE 1 （計算モード 1） " の発熱量は、 機能 "GAS GROUP 1 （気体グルー       

プ 1） " の設定に対応し ます。
• "CALCULATION MODE 2 （計算モード 2） " の発熱量は、 機能 "GAS GROUP 1 （気体グルー       

プ 2） " の設定に対応し ます。

! 注意 ! 
• 気体グループが 1 つしか使用されない場合、 モード 2 は初期設定のま まにし て く ださい。

• 測定の単位は、 機能分類 " 単位の選択 " で選択し て く ださい。 → 50 ページ

AUTO GROSS （総発熱量）

総発熱量 （または高位発熱量） と は、 空気中のガス容量を一定の圧力で完全燃焼させた場合に得
られる熱の総量で、 燃焼生成物内で水蒸気によ り 放出される熱が含まれます （基準燃焼温度 と標
準圧力のガス、 空気、 燃焼生成物）。

AUTO NET （真発熱量）

真発熱量 （または低位発熱量） と は、高位発熱量から水蒸気によ る気化熱を差し引いた ものです。
これによ り 、 生成された水は水蒸気と し て処理されます。 し たがって、 水を蒸発させる ために必
要なエネルギーは、 熱と し て考慮されません。

HOME-POSITION

QUICK SETUP QS HEAT FLOW

AUTO NETSelection CALCULATION MODE 1 MANUALAUTO GROSS

AUTO NET MANUALAUTO GROSSSelection CALCULATION MODE 2

CALORIFIC VALUE 1

CALORIFIC VALUE 2

CALORIFIC VALUE TYPE

REF. COMBUST. TEMPERATURE
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MANUAL （マニュ アル入力）

この機能によ り 、 必要な値が以下の表と異なる場合に、 ユーザー固有の発熱量を入力する こ と が
可能です。

REF. COMBUST. TEMPERATURE （基準燃焼温度）

以下の基準温度が適用されます。

気体 化学式 真発熱量 / 低位発熱量 総発熱量 / 高位発熱量

[MJ/kg] [MJ/kg]

水素 H2 119.91 141.78

アンモニア NH3 18.59 22.48

一酸化炭素 CO 10.1 10.1

硫化水素 H2S 15.2 19.49

メ タ ン CH4 50.02 55.52

エタ ン C2H6 47.5 51.93

プロ パン C3H8 46.32 50.32

ブタ ン C4H10 45.71 49.51

エチレ ン C2H4 47.16 50.31

* ISO 6976:1995(E） およ び GPA 規格 2172-96 に準拠

国 基準燃焼温度

オース ト リ ア、 ベルギー、 デンマーク 、 ド イ ツ、 イ タ リ ア、 ルク センブルグ、

オラ ンダ、 ポーラ ンド 、 ロ シア、 ス ウ ェ ーデン、 ス イ ス
25 ℃

ブラ ジル、 中国 20 ℃

フ ラ ンス 、 日本 0 ℃

オース ト ラ リ ア、 カナダ、 チェ コ 共和国、 ハンガリ ー、 イ ンド 、 アイ ルラ ンド 、

マレ ーシア、 メ キシコ 、 南アフ リ カ、 英国
15 ℃

ス ロ バキア 25 ℃

米国、 ベネズエラ 60 °F
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6.3.6 データバッ クア ッ プ / 転送

"T-DAT SAVE/LOAD （T-DAT 保存 / 読み込み） " 機能を使用し て、 機器のすべての設定および    
パラ メ ータ を T-DAT （外部 メ モ リ ） と  EEPROM （内部 メ モ リ ） 間でや り 取 り でき ます。

本機能は次のよ う な場合に有効です。
• バッ ク ア ッ プの作成 ： 現在の設定データがすべて EEPROM から T-DAT にコ ピーされます。

• 変換器の交換 ： 現在の設定データ をすべて EEPROM から T-DAT にコ ピーし、 コ ピーし たデー    

タ を新しい変換器の EEPROM に転送し ます。
• 設定データの複製 ： 現在の設定データ をすべて EEPROM から T-DAT にコ ピーし、 同じ測定条    

件の機器にコ ピーし たデータ を転送し ます。

! 注意 ! 
T-DAT の差込み方、 引抜き方に関し ては、 81 ページを参照し て く ださい。

a0001221-en

図 33 "T-DAT 保存 / 読み込み " 機能を使用し たデータバッ ク ア ッ プ / 転送

読み込みと保存の選択オプシ ョ ンに関する注意

LOAD （読み込み） ：
T-DAT から EEPROM に設定データ を転送し ます。

! 注意 ! 
• EEPROM に保存されている設定データおよびパラ メ ータは上書き されます。

• T-DAT に有効なデータが含まれる場合ににみ、 こ のオプシ ョ ンは使用でき ます。

• T-DAT にイ ン ス ト ールされている ソ フ ト ウ ェ アのバージ ョ ンが EEPROM のソ フ ト ウ ェ アバー   

ジ ョ ン と同じか、 それよ り も新しい場合にのみ使用でき ます。 そ う でない場合は、 再起動後に
エラー メ ッ セージ "TRANSM. SW-DAT" が表示され、 読み込み機能は使用でき な く な り ます。

SAVE （保存） ：
EEPROM から T-DAT に設定データ を転送し ます。

FEsc

E+-

F F

FF FF

P P

PP

N

O

LOAD SAVE 
(

CANCEL 

T-DAT SAVE/LOAD

Quick Setup

HOME POSITION

YES YESNO NO

Restart of the 
measuring device

Input is saved
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6.3.7 外部圧力補正入力

1. 配管要件に従って、 流量計の下流側に圧力伝送器を設置し ます→ 13 ページ。 絶対圧センサ 
以外使用し ないで く ださい。

2. 以下に注意し て、 信号回路を接続し ます。

- 入力信号情報 → 89 ページ
- 選択型 I/O ボード のア ク テ ィ ブ / パッ シブモード の設定 → 62 ページ
- t- マス変換器が電流ループに電源供給可能 （ア ク テ ィ ブモード）、 または個別の DC 24 V   

電源を使用可能 （パッ シブモード）
- 端子の割当ておよび電流入力の接地に注意→ 29 ページ
- シール ド付き信号ケーブル以外使用し ないこ と

3. 流量計と信号回路の電源をオンにし ます。

4. ソ フ ト ウ ェ アマ ト リ ク スの "CURRENT INPUT （電流入力） " 機能で、 "PRESSURE （圧力） "   
オプシ ョ ンを入力に割 り 当て、 残 り の機能を必要に応じ てパラ メ ータ設定し ます。

5. 圧力伝送器から mA 入力信号が出力されているか、機能分類 "CURRENT INPUT（電流入力） "     
の機能 "ACTUAL CURRENT INPUT （電流入力値） " で確認し ます。

! 注意 ! 
この機能では、 圧力変動が極端に速い場合は （0.5 秒以下） 補正でき ません。

6.3.8 気体補正入力

この流量計は、 ガス分析計から 4-20 mA 出力信号を直接読み取 り 、プロ グ ラ ム された混合ガスの   
初の 2 つの気体成分 （例 ： GAS TYPE （気体タ イプ） 1 および 2） を自動的に補正でき ます。 こ     

れによ り 、 組成が変動する場合などに、 よ り 精度の高い測定が可能にな り ます。 
例 ： バイオガスアプ リ ケーシ ョ ンにおいて、 メ タ ン と二酸化炭素の成分が変動する場合。

A0009950

図 34 ガス分析計を使用し た混合ガス補正

1 ガス 分析計

2 ガス 検出器

3 4-20 mA 信号入出力

4 t- マス  

5 電源

6 出力

1. 主な気体成分（例： メ タ ン）用の分析計の出力信号を t- マス変換器の電流入力に接続し ます。

2. 以下に注意し て、 信号回路を接続し ます。
- 入力信号情報 → 89 ページ
- 選択型 I/O ボード のア ク テ ィ ブ / パッ シブモード の設定 → 62 ページ
- 端子の割当ておよび電流入力の接地に注意→ 29 ページ
- シール ド付き信号ケーブル以外使用し ないこ と

3. 流量計と分析計信号回路の電源をオンにし ます。

4. ソ フ ト ウ ェ アマ ト リ ク スの機能 "CURRENT INPUT （電流入力） " → "ASSIGN CURRENT     
INPUT （電流入力の割 り 当て） " で、 "GAS ANALYZER （ガス分析計） " オプシ ョ ンを入力に    
割 り 当てます。 残 り の機能を必要に応じ てパラ メ ータ設定し ます。

4

5

6

32

1
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5. 分析計から mA 入力信号が出力されているか、 機能分類 "CURRENT INPUT （電流入力） " の     
機能 "ACTUAL CURRENT INPUT （電流入力値） " で確認し ます。

6. 分析計から転送された主な気体成分の実際の％値を確認し ます。
- 機能分類 "PROCESS PARAMETER （プロセスパラ メータ） " の機能 "MOLE % GAS 1 （モル       

％気体 1） " に移動し ます。
- 値が表示され、 更新されている場合は、 システムが正常に作動し ています。
- 値が更新されていない場合は、 機能 "ANALYZER INPUT （分析計入力） " がオンに設定さ   

れているか確認し て く ださい （機能分類 "GAS （気体） " → 54 ページ）。

!    注意 ! 
詳細については、 " 機能説明書 " BA112D を参照 く ださい。
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6.4 設定

6.4.1 電流出力 1 ： アクテ ィ ブ / パッ シブ

電流出力は、 I/O ボード上の各種ジャ ンパピンを使用し て、 " ア ク テ ィ ブ " または " パッ シブ "   
に設定でき ます。

! 注意 ! 
"Ex-i" 出力の " ア ク テ ィ ブ " または " パッ シブ " 設定を変更する こ と はでき ません。仕様コー ド     
を参照 く ださい。 → 31 ページ

# 危険 ! 
感電の危険性があ り ます。 露出し た部品には高電圧が付加されています。 電子部品のカバーを外
す前に電源を必ずオフにし て く ださい。

1. 電源を一旦切って く ださい。

2. I/O ボード を外し ます。 → 81 ページ

3. 図 35 に従ってジ ャ ンパピンを設定し ます。

"    警告 ! 
機器を破損する危険性があ り ます。 図示のよ う に、 正確にジ ャ ンパピ ン を設定し て く だ さ
い。 ジ ャ ンパピンの設定を誤る と、機器あ るいはそれに接続されている外部装置を破損する
過電流が発生する可能性があ り ます。

4. I/O ボード の取付けは、 取 り 外し と逆手順で行います。

a0001044

図 35 電流出力の設定 （固定型 I/O ボー ド）

1 アク ティ ブ電流出力（初期設定）

2 パッ シブ電流出力

1

2
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6.4.2 電流出力 2 ： アクテ ィ ブ / パッ シブ

電流出力は、 電流出力サブモジュール上の各種ジャ ンパピンを使用し て、 " ア ク テ ィ ブ " または 
" パッ シブ " に設定でき ます。

! 注意 ! 
"Ex-i" 出力の " ア ク テ ィ ブ " または " パッ シブ " 設定を変更する こ と はでき ません。仕様コード      
を参照 く ださい。 → 31 ページ

# 危険 ! 
感電の危険性があ り ます。 露出し た部品には高電圧が付加されています。 電子部品のカバーを外
す前に電源を必ずオフにし て く ださい。

1. 電源をオフにし ます。

2. I/O ボード を外し ます。 → 81 ページ

3. ジ ャ ンパピンを設定し ます。 →図 36

"    警告 ! 
機器を破損する危険性があ り ます。 図示のよ う に、 正確にジ ャ ンパピ ン を設定し て く だ さ
い。 ジ ャ ンパピンの設定を誤る と、機器あ るいはそれに接続されている外部装置を破損する
過電流が発生する可能性があ り ます。

4. I/O ボード の取付けは、 取 り 外し と逆手順で行います。

a0001214

図 36 ジ ャ ンパピンによる電流出力の設定 （固定型 I/O ボー ド）

1 HART 電流出力 1

1.1 アク ティ ブ電流出力（初期設定）

1.2 パッ シブ電流出力

2 電流出力 2（オプショ ン、 プラ グイ ンモジュ ール）

2.1 アク ティ ブ電流出力（初期設定）

2.2 パッ シブ電流出力
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6.4.3 電流入力 ： アク テ ィ ブ / パッ シブ

電流入力は、 電流入力サブモジュール上の各種ジャ ンパピンを使用し て、 " ア ク テ ィ ブ " または 
" パッ シブ " に設定でき ます。

# 危険 ! 
感電の危険性があ り ます。 露出し た部品には高電圧が付加されています。 電子部品のカバーを外
す前に電源を必ずオフにし て く ださい。

1. 電源をオフにし ます。

2. I/O ボード を外し ます。 → 81 ページ

3. ジ ャ ンパピンを設定し ます。 →図 37

"    警告 ! 
- 機器を破損する危険性があ り ます。 図示のよ う に、 正確にジャ ンパピンを設定し て く ださ

い。 ジ ャ ンパピンの設定を誤る と、 機器あ るいはそれに接続されている外部装置を破損す
る過電流が発生する可能性があ り ます。

- I/O ボード上の電流サブモジュールの位置は、 注文し たバージ ョ ンに応じ て異な り 、 これ 
に応じ て、 変換器端子部内の端子の割当て も変わる こ と にご注意 く ださい。 → 31 ページ

4. I/O ボード の取付けは、 取 り 外し と逆手順で行います。

a0005124

図 37 ジ ャ ンパピンによる電流入力の設定 （固定型 I/O ボー ド）

電流入力 1（オプショ ン、 プラ グイ ンモジュ ール）

1 アク ティ ブ電流入力（初期設定）

2 パッ シブ電流入力
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6.4.4 リ レー接点 ： ノ ーマルク ローズ / ノ ーマルオープン

I/O ボー ド 上のジ ャ ンパピ ン ま たは取 り 外し可能なサブモジ ュールを使用し て、 リ レー接点を 
ノーマルオープン （NO または A 接点） または ノーマルク ローズ （NC または B 接点） に設定で      
き ます。 この設定は、 機能 "ACTUAL STATUS RELAY （現在の リ レーステータ ス） " によ り 、 い    
つでも呼び出すこ と が可能です。

# 危険 ! 
感電の危険性があ り ます。 露出し た部品には高電圧が付加されています。 電子部品のカバーを外
す前に電源を必ずオフにし て く ださい。

1. 電源をオフにし ます。

2. I/O ボード を外し ます。 → 81 ページ

3. ジ ャ ンパピンを設定し ます。 →図 38 または 図 39

"    警告 ! 
- 設定を変更し た場合は、 必ず両方のジャ ンパピンの位置を変更し て く ださい。

ジャ ンパピンが正確に所定の位置に配置される よ う 注意し て く ださい。
- 選択型 I/O ボード上の リ レーサブモジュールの位置は、注文し たバージ ョ ンに応じ て異な  

り 、 これに応じ て、 変換器端子部内の端子の割当て も変わる こ と にご注意 く ださい。 
→ 31 ページ

4. I/O ボード の取付けは、 取 り 外し と逆手順で行います。

a0001215

図 38 選択型 I/O ボー ド上 （サブモジュール） のリ レー接点 （NC / NO） の設定

1 NO 接点と し て設定（初期設定、 リ レ ー 1）

2 NC 接点と し て設定（初期設定、 リ レ ー 2、 装備さ れている 場合）

a0001216

図 39 固定型 I/O ボー ド上のリ レー接点 （NC / NO） の設定。 A = リ レー 1、 B = リ レー 2

1 NO 接点と し て設定（初期設定、 リ レ ー 1）

2 NC 接点と し て設定（初期設定、 リ レ ー 2）
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6.5 調整

6.5.1 ゼロ点調整

校正は基準条件下で行われています。 ( → 91 ページ）
し たがって、 ゼロ点調整は通常必要あ り ません。
流量ゼロの場合、 熱式質量流量計の出力は、 プロセス圧力に強 く 依存し ます。 静的ラ イ ン圧力に
よ る機器の真のゼロ点への影響は、気体の種類やアプ リ ケーシ ョ ン要件に左右され、多 く の場合、
機器出力のゼロ点はローフ ローカ ッ ト オフ機能で十分調整でき ます。

ただし、 静的ラ イ ン圧力が高い一部の気体および / または組合せの場合は、 基準条件下でゼロ点
調整を行 う 必要があ り ます。

以下の特別なケースではゼロ点調整を推奨し ます。
• 低流量において、 高の測定精度を確保し たい場合。

• 例えば、 水素やヘ リ ウ ムなど、 気体特性 （熱容量および熱伝導率） が変動するプロセス条件ま

たは運転条件の場合。

ゼロ点調整時の注意

ゼロ点調整を行 う 前に、 以下の点に注意し て く ださい。
• ゼロ点調整は、 固形分や凝縮水を含まない気体でのみ実行する こ と ができ ます。

• 運転圧力下の流量ゼロの状態で、 プロセス気体を使用し て調整し ます。 例えば、 センサの上流

側および / または下流側にあ る遮断バルブを使用し て、 こ の状態にする こ と が可能です。
- 通常運転時 → バルブ 1 および 2 開
- ポンプ圧力を使用し たゼロ点調整  → バルブ 1 開 / バルブ 2 閉
- ポンプ圧力を使用し ないゼロ点調整  → バルブ 1 閉 / バルブ 2 開

a0003601

図 40 ゼロ点調整および遮断バルブ

! 注意 ! 
機能分類 "SENSOR DATA （センサデータ） " の機能 "ZERO POINT （ゼロ点） " を使用し て、 現      
在有効なゼロ点値を確認する こ と ができ ます （" 機能説明書 "、 BA112D を参照）。

1

2
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ゼロ点調整の実行

1. 運転条件が安定する まで、 待機し ます。

2. 流れを停止し ます （v = 0 m/s）。

3. 遮断バルブからの漏れを確認し ます。

4. 運転圧力が適切か確認し ます。

5. 現場指示計を使用し て、機能マ ト リ ク スの機能 "ZEROPOINT ADJUSTMENT （ゼロ点調整） "   
を選択し ます。 
PROCESS PARAMETER （プロセスパラ メ ータ） → ZERO POINT ADJUST （ゼロ点調整）

6. 機能マ ト リ ク スがロ ッ ク されている場合は、 O または S を押す と、 自動的にア ク セス コー   
ド の入力画面が表示されます。 コード を入力し ます （初期設定 = 65）。

7. O または S を使用し て "START （ス ター ト ） " を選択し、 F で確定し ます。 ゼロ点調整が      
開始し、 数秒で完了し ます。

!    注意 ! 
配管内の流れが不安定な場合、 表示部にエラー メ ッ セージ "ZERO ADJUST FAIL （ゼロ点調   
整失敗） " が表示される こ と があ り ます。 ゼロ点調整に失敗し ま し た。 再度調整を試みる前 
に、 前提条件を安定化させる必要があ り ます。

8. ホーム画面に戻 り ます。

- Esc キー （X） を 3 秒以上押し続けます。 または、
- Esc キー （X） を繰 り 返し押し ます。

ゼロ点調整のリ セ ッ ト

"ZERO POINT ADJUST （ゼロ点調整） " の "RESET （ リ セ ッ ト ） " オプシ ョ ンを使用し て、 現在保     
存されているゼロ点を初期値に リ セ ッ ト する こ と ができ ます。
O または S を使用し て "RESET （ リ セ ッ ト ） " を選択し、 F で確定し ます。 これで、 ゼロ点調整      

は リ セ ッ ト されます。

6.6 データ記憶機器 （HistoROM）

エン ド レ スハウザー社では、 HistoROM と い う 言葉を、 プロセスおよび測定機器のデータの保存 
先 と な る各種タ イ プのデータ ス ト レージモジ ュールを指す言葉 と し て使用し ています。 こ のモ
ジ ュールの取付け と取 り 外し を行 う こ と で、 例えば、 機器設定を他の測定機器上に複製する こ と
ができ ます。

6.6.1 HistoROM/S-DAT （センサ DAT）

HistoROM/S-DAT は、 交換可能なデータ記憶機器であ り 、 センサに関連するすべてのパラ メ ータ 
（例 ： 配管タ イプ、 口径、 シ リ アル番号、 整流器、 ゼロ点） がこ こに保存されます。

6.6.2 HistoROM/T-DAT （変換器 DAT）

HistoROM/T-DAT は、交換可能なデータ記憶機器であ り 、変換器のパラ メ ータおよび設定がすべ 
て こ こに保存されます。
特定のパラ メ ータ設定の EEPROM から HistoROM/T-DAT への保存、またはその逆はユーザーが    
実施し ます （= マニュ アル保存機能）。 これに関する詳細は、" 機能説明書 " （機能 "T-DAT SAVE/   
LOAD （T-DAT 保存 / 読み込み） "） を参照 く ださい。
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7 メ ンテナンス

ク リ ーンで乾燥し た気体を使用する限 り 、 本流量計は、 特別な メ ンテナン ス を必要 と し ません。

# 危険 ! 
防爆認定バージ ョ ンの機器は、 エン ド レ スハウザー社プロダ ク シ ョ ンセン ターに返却し てサービ
ス を受けるか、 または、 認定されたエン ド レ スハウザー社のサービ ス ス タ ッ フのみが作業を実施
でき ます。 詳細については、 弊社営業所も し く は販売代理店にお問合せ く ださい。

7.1 外部の洗浄

機器の外側を洗浄する場合には、 必ずハウ ジング と シールの表面に傷をつけない洗浄剤を使用し
て く ださい。

7.2 測定管洗浄

本センサは、 指定された 大温度上限までの高温の液体を使用し た定置洗浄 （CIP） プロセス、 ま
たは高温蒸気によ る定置殺菌 （SIP） プロ セスに対応し ます。 ただし、 洗浄サイ ク ル中はセンサ
測定が悪影響を受けるため、 洗浄サイ クルが終了し てから再びプロセス温度およびセンサ温度が
安定する まで、 しばら く 時間が必要です。

! 注意 ! 
洗浄サ イ ク ル中に電流出力を流量ゼ ロ に設定する ため、 機能 "POSITIVE ZERO RETURN （ポジ   
テ ィ ブゼロ リ ターン） " をア ク テ ィ ブにする こ と が可能です。 詳細については、 " 機能説明書 " 
を参照し て く ださい。

" 警告 ! 
測定管洗浄用ピグは使用し ないで く ださい。

7.3 ト ラ ンスデューサ洗浄

不純物が含まれる気体に使用する場合は、 汚染や付着によ る測定エ ラーの可能性を低減する た
め、 定期的にセンサの点検と洗浄を行 う こ と を推奨し ます。 点検と洗浄の周期は、 用途や必要な
測定精度に応じ て異な り ます。
被膜のはら ない、 オイルフ リ ーの洗浄液を使用し て、 付着物や汚れが取れる まで、 やわらかいブ
ラ シや布で表面をやさ し く 拭き取って く ださい。

" 警告 ! 
• 洗浄中は、 ト ラ ン スデューサのセンサ素子を曲げないよ う にご注意 く ださ い。

• センサ材質やシールに対し て腐食性のあ る研磨剤や洗浄液は使用し ないで く ださい。

センサ特有の注意事項 ：
• t- マス F センサ ：

ト ラ ン スデューサの取 り 外しには、 専門的な知識、 工具、 部品が必要です。 プロセスシールも
テス ト と再認定を受ける必要があ り ます。 こ の作業は、 エン ド レ スハウザー社プロダ ク シ ョ ン
セン ターで実施し なければな り ません。

• t- マス I センサ ：

本センサは簡単に洗浄でき ます。 センサを安全にプロセスから取 り 外し、 上記手順に従って洗
浄し ます。
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7.4 シールの交換

通常の測定条件下では、 接液部のシールを交換する必要はあ り ません。
シールの交換は、 シール材質に適合し ない腐食性流体を使用する など、 特殊な場合に限 り 必要で
す。

センサ特有の注意事項 ：
• t- マス F センサ ：

本センサ内には、 O リ ングシール と ブ ッ シングがあ り ます。 不具合が発生し た場合は、 検査 と 
修理のために本機器をエン ド レ スハウザー社プ ロ ダ ク シ ョ ンセン ターに返却する必要があ り
ます。

• t- マス I センサ ：

ト ラ ン スデューサは挿入管に溶接されている ため、 交換可能なシールはあ り ません。
コ ンプレ ッ シ ョ ンフ ィ ッ テ ィ ングには湿潤シール （ヘルール）、 および G 1 A ネジバージ ョ ン    
には接着シールが使用されています。

" 警告 ! 
シールは繰 り 返しの使用によ り 、 損傷する可能性があ り ます。 気体が漏れる場合は交換し て く だ
さい。
コ ンプレ ッ シ ョ ン フ ィ ッ テ ィ ングおよび接着シールはスペアパーツ と し てご注文いただけ ます
→ 80 ページ。 コ ンプレ ッ シ ョ ンフ ィ ッ テ ィ ングの交換方法については、 関連するセンサ交換資 
料を参照し て く ださい→ 97 ページ。 接着シールは簡単に現場で交換でき ます。

7.5 現場校正

t- マス流量計は、 基準測定信号を使用し て現場校正をサポー ト でき る設計になっています。 これ
によ り 、 工場で実施する再校正の時間や費用を削減でき ます。
現場校正と調整の前提条件 ：

1. 安定し た気体組成 （1 つの気体グループのみ使用、 ガス分析計入力な し）

2. 一定の圧力と温度 （圧力補正入力な し）

3. 質量流量基準値

a. 測定配管またはバイパス配管に設置された基準質量流量計から、 mA 信号を t- マスに送  
信するか、 または

b. すでに判明し ている質量流量基準値をマニュ アル入力し ます。 （例えば、 基準流量計の表
示値、 またはポンプ曲線から得られる値）。

4. 低 5 つの校正ポイ ン ト で、 流量レンジを校正でき ます。

この機能は、 サービ スア ク セス コード を使用する と有効にな り ます。
弊社営業所も し く は販売代理店にご相談 く ださい。

7.6 再校正

熱式流量計の場合、 校正ド リ フ ト は主にセンサ表面の汚れに起因する ため、 校正の間隔はアプ リ
ケーシ ョ ンに応じ て異な り ます。
気体がク リ ーンでない場合 （例 ： 微粒子が含まれる） 、 定期的な間隔でセンサ素子を丁寧に洗浄
する こ と が有効です。 洗浄間隔は、 汚れの性質や程度に応じ て異な り ます。

再校正間隔の決定 ：
• 重大な計測に使用する場合は、 再校正間隔を決定するために、 2 年間は毎年 1 回校正チェ ッ ク   

を行って く ださい。 使用する気体に汚れや湿気があ る場合は、 こ の間隔を 1 年に 2 回に増やし    
て く ださい。 この再校正間隔調査の結果に応じ て、 次の校正チェ ッ ク間隔を増減する こ と が可
能です。

• 重大な測定に使用し ない場合、 または気体がク リ ーンで乾燥し ている場合は、 2 ～ 3 年に 1 回     

の再校正間隔を推奨し ます。
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8 アクセサリ

変換器およびセンサには、 様々なア ク セサ リ が用意されています。 詳細については、 弊社営業所
も し く は販売代理店にお問い合わせ く ださい。

8.1 機器固有のアクセサリ

8.2 測定方式関連のアクセサリ

アクセサリ 説明 オーダーコード

取付ボス  t- マス  挿入型センサ用の取付ボス

• G 1 A ネジ

• 1" NPT 雌ネジ

DK6MB - ***

ケーブル 分離型 分離型センサと 変換器用の接続ケーブル 

（1 m 単位、 大 100m）

DK6CA - **

変換器 t- マス  65 交換用ある いは予備用の変換器。 オーダーコ ード を 

使用し て以下の仕様を決定し ま す。

• 認定

• 保護等級 / バージョ ン

• 電線管接続口

• 表示部 / 電源 / 操作

• ソ フ ト ウ ェ ア

• 入出力

65XXX-XXXXXX******

入出力 選択型 I/O ボード 変換キッ ト  

入出力設定を変換する ための適切なプラ グイ ンサブ I/O 

モジュ ール付き

DK6UI-***

アクセサリ 説明 オーダーコード

変換器用の 

取付セッ ト

分離型用の取付セッ ト 。 以下に適合：

- 壁への取付け

- 配管への取付け

- 制御盤内の取付け

アルミ ニウ ムフ ィ ールド ハウ ジング用の取付セッ ト ：

配管への取付け（¾" ～ 3"） に適合

DK6WM - *

整流器 整流器：

• t- マス  F センサ（DN25 ～ 100、 1" ～ 4"）

• t- マス  I センサ（DN80 ～ 300、 3" ～ 12"）
DK6ST-***

DK7ST-***

ホッ ト タ ッ プ 取付セッ ト 、 ボールバルブと 安全チェ ーン付き 。 

センサの挿入 / 取外し は、 プロ セス 圧力下（ 大 4 bar）

で行ってく ださ い。

エンド レ ス ハウ ザー社

イ ンタ ーネッ ト サイ ト

の製品ページを参照 

く ださ い：

www.endress.com
取付セッ ト 、 ボールバルブと 巻上装置付き 。 

センサの挿入 / 取外し は、 プロ セス 圧力下（ 大 16 bar）

で行ってく ださ い。

メ モグラ フ  M 

グラ フ ィ ッ ク データ

マネージャ

メ モグラ フ  M グラ フ ィ ッ ク データ マネージャ には、 関連

する プロ セス 変数の情報がすべて表示さ れま す。 こ れに

よ り 、 測定値の正確な記録、 リ ミ ッ ト 値の監視、 測定ポ

イ ント の解析を行う こ と ができ ま す。 データ は、 256 MB 

の内部メ モリ に保存さ れ、 SD カード や USB ス ティ ッ ク

に保存する こ と も 可能です。

モジュ ール式の構造、 直感的な操作、 総合的なセキュ リ

ティ コ ンセプト など が、 メ モグラ フ  M の特長です。

ReadWin® 2000 PC ソ フ ト ウ ェ アが標準パッ ケージに含ま

れていま す。 こ のソ フ ト ウ ェ アは、 取り 込んだデータ の

設定 / 表示 / アーカイ ブに使用し ま す。

オプショ ンの演算チャ ンネルを使用する と 、 特定のエネ

ルギー消費やボイ ラ 効率、 なら びに効率的なエネルギー

管理に必要なその他のパラ メ ータ を、 連続的に監視する

こ と ができ ま す。

RSG40 - ************
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8.3 通信関連のアクセサリ

8.4 サービス関連のアクセサリ

アクセサリ 説明 オーダーコード

HART コ ミ ュ ニケー

タ  フ ィ ールド エキス

パート  SFX 100

HART 電流出力（4 ～ 20 mA） によ る リ モート での設定、

およ び測定値の取得に使用する ハンド ヘルド タ ーミ ナル。

詳細については、 弊社営業所も し く は販売代理店にお問

合せく ださ い。

SFX100 - *******

アクセサリ 説明 オーダーコード

アプリ ケータ エンド レ ス ハウ ザー社製機器の選択 / サイ ジング用ソ フ

ト ウ ェ ア。

• 適な流量計を決定する ために必要なあら ゆる データ

（例： 呼び口径、 圧力損失、 精度、 プロ セス 接続） の計

算を実施し ま す。

• 計算結果を図で表示し ま す。

プロ ジェ ク ト の全期間中、 あら ゆる プロ ジェ ク ト 関連

データ およ びパラ メ ータ の管理、 文書化、 アク セス が可

能です。

アプリ ケータ は以下から 入手でき ま す。

• イ ンタ ーネッ ト 経由：  

https://wapps.endress.com/applicator

• 現場 PC へのイ ンス ト ール用 CD-ROM

DKA80 - *

フ ィ ールド チェ ッ ク 現場で流量計をテス ト する ためのテス タ  / シミ ュ レ ータ 。 

「FieldCare」 ソ フ ト ウ ェ アパッ ケージと 組合わせて使用す

る こ と によ り 、 テス ト 結果をデータ ベース に取込んで、

印刷し たり 公的な認証に使用する こ と ができ ま す。

詳細については、 弊社営業所も し く は販売代理店にお問

合せく ださ い。

50098801

FieldCare FieldCare は、 エンド レ ス ハウ ザー社提供の、 FDT ベース

のシス テム資産管理ツ ールです。 こ のツールは、 シス テ

ム内のあら ゆる イ ンテリ ジェ ント なフ ィ ールド 機器を設

定し 、 その機器を管理する 助けと なり ま す。 ス テータ ス

情報を使用する こ と によ って、 簡易で効果的に機器を監

視する ためのツ ールにも なり ま す。

エンド レ ス ハウ ザー社

イ ンタ ーネッ ト サイ ト

の製品ページを参照く

ださ い：

www.endress.com

FXA193 FXA193 サービス イ ンタ ーフ ェ ース は、 FieldCare を介し

て操作する ために、 機器と  PC を接続し ま す。

FXA193 - *
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9 ト ラ ブルシューテ ィ ング

9.1 ト ラ ブルシューテ ィ ングについて

設定後または操作中に故障が発生し た場合は、 以下のチェ ッ ク リ ス ト を使用し て ト ラブルシュー
テ ィ ングを行って く ださい。 こ の手順を踏むこ と によ り 、 原因究明および適切な対策を取る こ と
ができ ます。

表示部のチェック

画面が全く 表示さ れな

い、 出力信号も 検出さ

れない場合

1. 電源確認 → 端子 1、 2

2. 機器ヒ ュ ーズの確認 → 86 ページ

AC 85 ～ 260 V： 0.8 A ス ロ ーブロ ー / 250 V

AC 20 ～ 53 V AC およ び DC 16 ～ 62 V： 2 A ス ロ ーブロ ー / 250 V

3. 電子部品の故障  →  ス ペアパーツを注文し てく ださ い。 → 80 ページ

画面が全く 表示さ れな

い、 し かし 、 出力信号

は検出さ れる 場合

1. 表示モジュ ールのリ ボンケーブルコ ネク タ がアンプ基板に正し く 接続さ れて

いる か確認し てく ださ い。 → 80 ページ

2. 表示モジュ ールの欠陥 → ス ペアパーツ注文→ 80 ページ

3. 電子部品の故障  →  ス ペアパーツを注文し てく ださ い。 → 80 ページ

画面表示が外国語に

なっている 場合

電源を一旦切ってく ださ い。 P キーを同時に押し ながら 、 機器の電源を再び入

れてく ださ い。 設定言語が英語（初期設定） になり 、 画面コ ント ラ ス ト が 大

になり ま す。

測定値は表示さ れる が、

電流出力ある いはパル

ス 出力が検出さ れない

場合

電子部品の故障  →  ス ペアパーツを注文し てく ださ い。 → 80 ページ

画面にエラーメッセージが表示されている

設定およ び測定中に何か問題が発生する と 、 すぐ にエラ ーメ ッ セージが表示さ れま す。 エラ ーメ ッ セージ

は様々なアイ コ ンで表現さ れま す。 アイ コ ンの意味については、 以下の例を参照し てく ださ い。

- エラ ーの種類： S = シス テムエラ ー、 P = プロ セス エラ ー

- エラ ーメ ッ セージの種類： $ = アラ ームメ ッ セージ、 ! = 注意メ ッ セージ

- FLOW LIMIT（流量基準オーバー） = エラ ーの名称、 例： 測定さ れた流量値が上限を超過

- 03:00:05 = エラ ーが発生し てから の経過時間（時： 分： 秒）

- #422 = エラ ー番号

" 警告 ! 

• → 37 ページ も 参照し てく ださ い。

• シミ ュ レ ーショ ンおよ びポジティ ブゼロ リ タ ーンはシス テムエラ ーと し て定義さ れていま すが、 画面に

は注意メ ッ セージのみが表示さ れま す。

シス テムエラ ー（機器に関する 問題） が発生 → 73 ページ

プロ セス エラ ー（アプリ ケーショ ンに関する 問題） が発生 → 77 ページ

その他のエラー（エラーメッセージなし）

他の問題が発生し てい

ま す。

診断およ び対処法を参照し てく ださ い。 → 77 ページ
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9.2 システムエラー メ ッ セージ

重大なシステムエラーが発生する と、 機器は常に " ア ラーム メ ッ セージ " で警告し、 画面上に稲  
妻ア イ コ ン （$） が表示されます。 ア ラーム メ ッ セージは、 直ちに入力および出力に影響を及ぼし

ます。一方、シ ミ ュ レーシ ョ ンやポジテ ィ ブゼロ リ ターンは " 注意 メ ッ セージ " と し て分類され、  
画面に表示されます。

" 警告 ! 
重大な問題が発生し た際には、 流量計を弊社宛に返却し ていただ く こ と があ り ます。 
流量計を弊社に返却する前に、 適切な処理手順を行って く ださい。 → 6 ページ
必ず、" 安全 / 洗浄確認書 " に必要事項を正し く 記入し、 この用紙を流量計に同封し て く ださい。 
" 安全 / 洗浄確認書 " は本取扱説明書の 初に添付されています。

! 注意 ! 
• 下表のエラー メ ッ セージの分類は、 初期設定です。

• 次のページの情報も参照し て く ださい。 → 37 ページ

No. エラーメッセージ / 種類 原因 対処法（スペアパーツ → 80 ページ）

S = シス テムエラ ー

$ = アラ ームメ ッ セージ（入出力に影響あり ）

! = 注意メ ッ セージ（入出力に影響なし ）

No. # 0xx →ハードウェアエラー

001 S: CRITICAL FAIL. 

（重大な故障）

 $: # 001

深刻な機器故障が発生し ていま す。 アンプ基板を交換し てく ださ い。

011 S: AMP HW EEPROM

 $: # 011

アンプ：

EEPROM の故障

アンプ基板を交換し てく ださ い。

012 S: AMP SW EEPROM

 $: # 012

測定アンプ： EEPROM のデータ アク セス の不良 エラ ーが発生し た EEPROM データ ブロ ッ ク が、 " ト ラ ブル

シュ ーティ ング " 機能で表示さ れま す。

Enter キーを押し て当該エラ ーを確認し ま す。 エラ ーが発

生し たパラ メ ータ 値に代わり 、 初期値が自動的に入力さ れ

ま す。

!. 注意 ! 

積算計ブロ ッ ク でエラ ーが発生し た場合は、 機器を再始動

する 必要があり ま す（エラ ー番号 111 / CHECKSUM 

TOTAL（積算計チェ ッ ク サムエラ ー） を参照）。

014 S: AMP SW-ROM/RAM

 $: # 014

アンプ：

ROM/RAM の故障

アンプ基板を交換し てく ださ い。

031 S: SENSOR HW DAT

 $: # 031

センサ DAT：

1. HistoROM/S-DAT の故障。

2. HistoROM/S-DAT がアンプ基板に接続さ れてい

ないか、 ま たは不足し ていま す。

1. HistoROM/S-DAT がアンプ基板に正し く 差し 込ま れて

いる か確認し ま す。

2. S-DAT が故障し ている 場合は、 交換し ま す。

DAT を交換する 前に、 新し く 交換する  DAT が電子部

品と 互換性がある か確認し ま す。 確認内容：

- ス ペアパーツセッ ト 番号

- ハード ウ ェ ア改訂番号

3. 必要に応じ て、 電子基板を交換し てく ださ い。

032 S: SENSOR SW DAT

 $: # 032

センサ DAT：

HistoROM/S-DAT に保存さ れた校正値へのアク セ

ス エラ ー

035 S: SEN HW-ROM/RAM

 $: # 035

センサ：

ROM/RAM の故障

リ モート アンプ基板を交換し てく ださ い。

036 S: SEN SW-ROM/RAM

 $: # 036

センサ：

ROM/RAM の故障

リ モート アンプ基板を交換し てく ださ い。

042 S: TRANSM. SW DAT

 $: # 042

センサ DAT：

HistoROM/T-DAT に保存さ れた校正値へのアク セ

ス エラ ー

1. HistoROM/T-DAT がアンプ基板に正し く 差し 込ま れて

いる か確認し ま す。

2. T-DAT が故障し ている 場合は、 交換し ま す。

DAT を交換する 前に、 新し く 交換する  DAT が電子部

品と 互換性がある か確認し ま す。 

確認内容：

- ス ペアパーツセッ ト 番号

- ハード ウ ェ ア改訂番号

必要に応じ て、 電子基板を交換し てく ださ い。
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051 S: A / C COMPATIB.

 $: # 051

I/O ボード と アンプ基板の互換性があり ま せん。 互換性のある モジュ ールおよ び基板のみを使用し てく ださ

い。

使用さ れている モジュ ールの互換性を確認し ま す。

確認内容：

- ス ペアパーツセッ ト 番号

- ハード ウ ェ ア改訂番号

070 S: SENSOR DEFECT

$: # 070

流量センサが故障し ている 可能性が高い、 測定で

き ない

1. センサに損傷がないか目視点検し てく ださ い。

2. センサの抵抗を測定し てく ださ い。

弊社営業所にお問い合せく ださ い。

No. # 1xx → ソフトウェアエラー

111 S: CHECKSUM TOTAL 

（積算計チェ ッ ク サムエ

ラ ー）

 $: # 111

積算計チェ ッ ク サムエラ ー 1. 測定機器を再始動し てく ださ い。

2. 必要に応じ て、 アンプ基板を交換し てく ださ い。

121 S: A/C SW COMPATI

 !: # 121

ソ フ ト ウ ェ アバージョ ンの違いによ り 、 I/O ボー

ド およ びアンプ基板は一部のみ互換性があり ま す

（機能が制限さ れる 可能性あり ）。

!. 注意 ! 

- こ のメ ッ セージはエラ ー履歴にのみ記載さ れま

す。

- 表示部には何も 表示さ れま せん。

モジュ ールのソ フ ト ウ ェ アバージョ ンが古い場合は、

FieldCare で必要なソ フ ト ウ ェ アバージョ ンに更新する か、

モジュ ールを交換する 必要があり ま す。

No. # 2xx → DAT エラー / 通信エラー

205 S: LOAD T-DAT 

（T-DAT 読み込み中）

 !: # 205

変換器 DAT

HistoROM/T-DAT へのデータ バッ ク アッ プ（ダウ

ンロ ード ） の失敗、 ま たは HistoROM/T-DAT に

保存さ れた校正値へのアク セス（アッ プロ ード ）

のエラ ー 

1. HistoROM/T-DAT がアンプ基板に正し く 差し 込ま れて

いる か確認し ま す。

2. T-DAT が故障し ている 場合は、 交換し ま す。

DAT を交換する 前に、 新し く 交換する  DAT が電子部

品と 互換性がある か確認し ま す。 確認内容：

- ス ペアパーツセッ ト 番号

- ハード ウ ェ ア改訂番号

3. 必要に応じ て、 電子基板を交換し てく ださ い。

206 S: SAVE T-DAT 

（T-DAT 保存中）

 !: # 206

211 S: S-DAT NO HW

$: # 211

HistoROM/S-DAT がアンプ基板に接続さ れていま

せん。

HistoROM/S-DAT がアンプ基板に正し く 差し 込ま れている

か確認し ま す。

251 S: COMMUNIC. SENS

$: # 251

アンプ基板の内部マイ ク ロ プロ セッ サ通信エラ ー アンプ基板を外し てく ださ い。

261 S: COMMUNIC. I/O 

 $: # 261

アンプと  I/O ボード 間でのデータ 受信なし 、 ま た

は内部データ 転送エラ ー

バス 接続を確認し てく ださ い。

No. # 3xx → システム限界値を超過

351

…

352

S: RANGE CUR.OUTn

 !: # 351…352

電流出力：

流量の実際値が、 設定さ れた限界値の範囲外

1. フ ルス ケール値を再設定し てく ださ い。

2. 流量を減ら し てく ださ い。

355

…

356

S: RANGE FREQ.OUTn

 !: # 355…356

周波数出力：

流量の実際値が、 設定さ れた限界値の範囲外

1. フ ルス ケール値を再設定し てく ださ い。

2. 流量を減ら し てく ださ い。

No. エラーメッセージ / 種類 原因 対処法（スペアパーツ → 80 ページ）



プロ ラ イ ン t- マス 65 ト ラ ブルシューテ ィ ング

エン ド レスハウザー ジャパン 75

 359

…

 360

S: RANGE PULSEn

 !: # 359…360

パルス 出力：

パルス 出力周波数が設定範囲外

1. パルス 値を上げてく ださ い。

2. 接続し たカウ ンタ （例： 機械式カウ ンタ 、 PLC 等） が

処理でき る パルス 幅を設定し てく ださ い。

次の手順に従いパルス 幅を決定し ま す。

- 方法 1： 接続し たカウ ンタ がパルス 検出でき る 時間

の 小値を入力し ま す。

- 方法 2： 接続し たカウ ンタ が検出でき る パルス 周波

数の 大値を調べ、 その逆数に 1/2 掛け算し た値を

入力し ま す。

例：

信号が接続さ れている 積算計が検出でき る 大周波数

が 10 Hz の場合、 入力する パルス 幅は以下の通り です。

a0004437

3. 流量を減ら し てく ださ い。

363 S: RANGE CUR.IN1

 !: # 363

電流入力：

電流入力の実際値が設定範囲外

1. 下限値ま たは上限値の設定を変更し てく ださ い。

2. 外部電源の設定を確認し てく ださ い。

372 S: DIFF TEMP LO

 $: # 372

測定さ れたセンサ温度差がリ ミ ッ ト 値を下回って

いる

流量を減ら し てく ださ い。

381 S: FLUIDTEMP.MIN

 !: # 381

ト ラ ンス デュ ーサの流体温度下限値を超過 プロ セス 気体温度を上げてく ださ い。

警告！極端な温度にさ ら さ れた場合、 ト ラ ンス デュ ーサが

破損する 可能性があり ま す。

382 S: FLUIDTEMP.MAX

 !: # 382

ト ラ ンス デュ ーサの流体温度下限値を超過 プロ セス 気体温度を下げてく ださ い。

警告！極端な温度にさ ら さ れた場合、 ト ラ ンス デュ ーサが

破損する 可能性があり ま す。

No. # 5xx → アプリケーションエラー

501 S: SW.-UPDATE ACT 

（ダウ ンロ ード 進行中）

 !: # 501

新し いアンプま たは通信（I/O モジュ ール） ソ フ

ト ウ ェ アバージョ ンのロ ード 中。 こ の間、 他の機

能は使用でき ま せん。

プロ セス が完了する ま でお待ちく ださ い。 機器は自動的に

再始動し ま す。

502 S: UP-/DOWNL. ACT

 !: # 502

設定プロ グラ ムによ る 機器データ のアッ プロ ー

ド  / ダウ ンロ ード 中。 こ の間、 他の機能は使用で

き ま せん。

プロ セス が完了する ま でお待ちく ださ い。

No. # 6xx → シュミュレーションモードが起動中

601 S: POS.ZERO-RET. 

（POS. ゼロ リ タ ーン中）

 !: # 601

ポジティ ブゼロ リ タ ーンが作動し ていま す。

". 警告 ! 

こ のメ ッ セージは 優先で表示さ れま す。

ポジティ ブゼロ リ タ ーンを解除し てく ださ い。

611

…

612

S: SIM. CURR.OUT. n

 !: # 611…612

電流出力のシミ ュ レ ーショ ンが作動中 シミ ュ レ ーショ ンを中止し てく ださ い。

621

…

622

S: SIM. FREQ.OUT. n

 !: # 621…622

周波数出力のシミ ュ レ ーショ ンが作動中 シミ ュ レ ーショ ンを中止し てく ださ い。

631

…

632

S: SIM. PULSE n

 !: # 631…632

パルス 出力シミ ュ レ ーショ ンが起動し ていま す。 シミ ュ レ ーショ ンを中止し てく ださ い。

641

…

642

S: SIM. STAT.OUT n

 !: # 641…642

ス テータ ス 出力シミ ュ レ ーショ ンが起動し ていま

す。

シミ ュ レ ーショ ンを中止し てく ださ い。

651

…

652

S: SIM.REL.OUT n 

（リ レ ーシミ ュ レ ーショ

ン中 n）

 !: # 651…652

リ レ ー出力のシミ ュ レ ーショ ンが作動中 シミ ュ レ ーショ ンを中止し てく ださ い。

661 S: SIM.CURR. IN 1

 !: # 661

電流入力のシミ ュ レ ーショ ンが作動中 シミ ュ レ ーショ ンを中止し てく ださ い。

No. エラーメッセージ / 種類 原因 対処法（スペアパーツ → 80 ページ）

1

2.10 Hz
= 50 ms
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671

…

672

S: SIM.STATUS IN n 

（ス テータ ス  I.SIM. 中 n）

!: # 671…672

ス テータ ス 入力のシミ ュ レ ーショ ンが作動中 シミ ュ レ ーショ ンを中止し てく ださ い。

691 S: SIM. FAILSAFE 

（フ ェ ールセーフ  SIM. 

中）

 !: # 691

エラ ー時の出力のシミ ュ レ ーショ ンが起動し てい

ま す。

シミ ュ レ ーショ ンを中止し てく ださ い。

692 S: SIM. MEASURAND 

（測定値 シミ ュ レ ーショ

ン）

 !: # 692

測定変数のシミ ュ レ ーショ ン（例： 質量流量） シミ ュ レ ーショ ンを中止し てく ださ い。

698 S: DEV. TEST ACT.

 !: # 698

テス ト 機器やシミ ュ レ ーショ ン機器（FieldCheck）

によ る 、 現場での測定機器のチェ ッ ク 中

-

No. エラーメッセージ / 種類 原因 対処法（スペアパーツ → 80 ページ）
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9.3 プロセスエラー メ ッ セージ

プロセスエラーは、 " ア ラーム " メ ッ セージまたは " 注意 " メ ッ セージのいずれか と し て、 異な   
る重要度で分類する こ と ができ ます。 これは、 機能マ ト リ ク スで指定でき ます。
（→ " 機能説明書 " を参照）

! 注意 ! 
• 下表のエラー メ ッ セージの分類は、 初期設定です。

• 次のページの情報も参照し て く ださい。 → 37 ページ

9.4 メ ッ セージのないプロセスエラー

No. エラーメッセージ / 種類 原因 対処法 / スペアパーツ

P = プロ セス エラ ー

$ = アラ ームメ ッ セージ（入出力に影響あり ）

! = 注意メ ッ セージ（入出力に影響なし ）

422 P: FLOW LIMIT 

（流量基準オーバー）

 $: # 422

測定さ れた流量が上限値を超過 流量を減ら し てく ださ い。

!. 注意 ! 

エラ ーメ ッ セージま たは注意メ ッ セージと し てエラ ーを

設定でき ま す。

731 P: ADJ. ZERO FAIL

 $: # 731

保存さ れたゼロ 点が不安定なプロ セス ま たは流れ

条件のために不正確

ゼロ 点調整を " 流量ゼロ "（v = 0 m/s） の状態で実行し て

く ださ い。

→ 66 ページ

症状 調整

!注意 ! 

故障を修正する には、 機能マト リ ク ス の特定の設定を変更ある いは調整する 必要があり ま す。 以下で説明する 機能（例： "DISPLAY DAMPING

（ディ ス プレ イ ダンピ ング） "） は、 " 機能説明書 " に詳し い説明が記載さ れていま す。

流量が安定し ている にも 関わら

ず、 表示さ れる 測定値が変動す

る 。

1. "TIME CONSTANT（時定数） " 設定の値を増加し ま す。 → 機能分類 "CURRENT OUTPUT（電流出力） " 

2. "DISPLAY DAMPING（ディ ス プレ イ ダンピ ング） " 設定の値を増加し ま す。  →  機能分類 "USER 

INTERFACE（ユーザーイ ンタ ーフ ェ ース ）

3. 上流側 / 下流側の直管長に注意し てく ださ い。 設置状況を参照く ださ い。 → 12 ページ

4. 整流器の使用を検討し てく ださ い。 設置状況を参照く ださ い。 → 16 ページ

5. 流量計の配置を、 よ り 流れの乱れが少ない場所へ移動さ せてく ださ い。

流量ゼロ にも 関わら ず、 流量が

表示さ れる 。

1. ロ ーフ ロ ーカッ ト オフ 値の設定が低すぎま す。 "ON VALUE LOW FLOW CUT OFF（LF カッ ト オフ  OFF 

の値） " 設定の値を増加し ま す。 → 機能分類 "PROCESS PARAMETERS（プロ セス パラ メ ータ ） "（初期設

定 = 20mA 値の 1%）

2. センサ下流側の配管に漏れがないか確認し てく ださ い。

3. 配管内の脈流を低減ま たは除去し てく ださ い。

流量ゼロ にも 関わら ず、 流量が

表示さ れる 。 静的ラ イ ン圧力が

高く 、 熱伝導性の気体を使用し

ている （例： 水素、 ヘリ ウ ムな

ど ） 標準のラ イ ン圧力 > 5 bar

"ZERO POINT ADJUST（ゼロ 点調整） " 機能を開始し ま す。 → 機能分類 "PROCESS PARAMETERS（プロ セス

パラ メ ータ ） "

ゼロ 点調整機能を参照く ださ い。 → 66 ページ

!注意 ! 

こ の機能を開始する 前に、 プロ セス 条件が満たさ れている 必要があり ま す。

流量がある にも 関わら ず、 流量

ゼロ が表示さ れる 。

1. "INSTALLATION FACTOR（設置フ ァ ク タ ー） " の設定 = 0 に誤り がある 可能性 → 機能分類 "PROCESS 

PARAMETERS（プロ セス パラ メ ータ ） "（初期設定 = 1.0）。

2. LOW FLOW CUT OFF（ロ ーフ ロ ーカッ ト オフ ） 設定が高すぎる 可能性あり 。 機能 "ON VALUE LOW 

FLOW CUT OFF（LF カッ ト オフ  OFF の値） " を低い値に調整 → 機能分類 "PROCESS PARAMETERS

（プロ セス パラ メ ータ ） "（初期設定 = 校正し た 20mA 値の 1%）。

3. 流れがある 状態で "ZERO POINT ADJUST（ゼロ 点調整） " 機能を誤って実施し た可能性あり 。 必要に応

じ てゼロ 点調整を "RESET（リ セッ ト ） " し ま す。 → 機能分類 "PROCESS PARAMETERS（プロ セス パラ

メ ータ ） "

誤った設置状況に起因する 測定

エラ ー

1. 上流側 / 下流側の直管長に注意し てく ださ い。 → 15 ページ

2. 必要な上流側の要件を満たすこ と ができ ない場合は、 整流器の使用を検討し てく ださ い。 → 16 ページ

3. t- マス  F： フ ラ ンジの直径が一致し ている か、 ガス ケッ ト の取付位置が正し いか確認し てく ださ い。 

→ 13 ページ

t- マス  I： センサ取付位置と 挿入深さ を確認し てく ださ い。 → 19 ページ .

4. 上記の対処法で問題が解決し ない場合は、 表示さ れる 流量が予想さ れる 流量と 一致する よ う に 

"INSTALLATION FACTOR（設置フ ァ ク タ ー） " を調整し てく ださ い。 → 機能分類 "PROCESS 

PARAMETERS（プロ セス パラ メ ータ ） "（初期設定 1.0）。
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誤った流量値が表示さ れる 。 1. 機器の基本パラ メ ータ を確認し てく ださ い（ク イ ッ ク セッ ト アッ プ → 49 ページ）

特に：

- 気体

- プロ セス 圧力

- 基準圧力およ び基準温度

- 流量単位

- 出力の割り 当て

2. 設置状況を確認し てく ださ い（設置状況の確認 → 33 ページ）

1. 上流側 / 下流側の直管長に注意し てく ださ い。 → 15 ページ

2. 必要な上流側の要件を満たすこ と ができ ない場合は、 整流器の使用を検討し てく ださ い。 

→ 16 ページ

3. t- マス  F： フ ラ ンジの直径が一致し ている か、 ガス ケッ ト の取付位置が正し いか確認し てく ださ い。

→ 13 ページ

t- マス  I： センサ取付位置と 挿入深さ を確認し てく ださ い。 → 19 ページ .

4. 上記の対処法で問題が解決し ない場合は、 表示さ れる 流量が予想さ れる 流量と 一致する よ う に 

"INSTALLATION FACTOR（設置フ ァ ク タ ー） " を調整し てく ださ い。 → 機能分類 "PROCESS 

PARAMETERS（プロ セス パラ メ ータ ） "（初期設定 1.0）。

3. 流量が高すぎる 可能性（センサ校正範囲外）

1. エンド レ ス ハウ ザーのアプリ ケータ プロ グラ ムを使用し てセンサの測定レ ンジを確認し てく ださ い。

2. 反転し たプラ ス 記号 "+" がディ ス プレ イ に表示さ れていないか確認し てく ださ い。 表示さ れている 場

合は、 可能であれば流速を下げてく ださ い。

4. 流量が低すぎる 可能性

1. エンド レ ス ハウ ザーのアプリ ケータ プロ グラ ムを使用し てセンサの測定レ ンジを確認し てく ださ い。

2. 可能であれば流速を上げてく ださ い。

5. ト ラ ンス デュ ーサの状態を確認し てく ださ い。

1. 測定素子が曲がっていないか？該当する 場合は、 交換が必要です。

2. 付着物がないか？該当する 場合は、 センサを洗浄し てく ださ い（ト ラ ンス デュ ーサの洗浄 → 68 ペー

ジ）。

3. 腐食し ていないか？該当する 場合は、 交換が必要です。

6. 気体に湿気が含ま れていないか、 ある いはセンサ内に凝縮水がある か確認し てく ださ い。

該当する 場合：

1. 水平配管の場合： センサを 135° に取り 付けてく ださ い。 → 14 ページ

2. 流量計の上流側にド レ ント ラ ッ プかフ ィ ルタ を設置し てく ださ い。

7. 流量計の上流側で使用さ れている ヒ ータ ーが、 温度作用効果を及ぼし ている 可能性がないか？

該当する 場合：

1. 流量計をさ ら に下流側に配置移動する か、 ま たは

2. 流量計の上流側に整流器を設置し てく ださ い。

上記の対処法で解決し ない、 あ

る いは上記以外の問題が発生し

た場合。

こ の場合は、 弊社営業所にお問

い合わせく ださ い。

こ のよ う な問題を解決する には、 次のよ う な対策をと り ま す。

弊社サービスの派遣を依頼する場合

サービス 作業を受ける ため、 弊社に対し サービス の派遣を依頼する 際には、 次の点をお知ら せく ださ い。

- 発生し ている 問題の簡単な説明

- 仕様銘板： オーダーコ ード およ びシリ アル番号 → 7 ページ

機器を返却する場合

修理ま たは校正が必要な流量計を弊社に返却する 前に、 適切な処理手順を行ってく ださ い。 → 6 ページ

必ず " 安全／洗浄確認依頼書 " に必要事項を記入し 、 流量計に同封し てく ださ い。 " 安全／洗浄確認依頼書 " 

は、 本取扱説明書の 初に添付さ れていま す。

変換器の電子基板を交換する場合

電子部品コ ンポーネント の故障 → 交換部品を注文 → 80 ページ

症状 調整
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9.5 出力のフ ェールセーフモー ド

! 注意 ! 
積算計、 電流、 パルス、 周波数、 ステータ ス、 および リ レー出力のフ ェールセーフモード は、 機
能マ ト リ ク スの各種機能を使用し てカ ス タマイ ズでき ます。 この手順の詳細については、 " 機能
説明書 " を参照し て く ださい。

ポジテ ィ ブゼロ リ ターンを使用し て、 電流、 パルス、 ステータ スの出力をフ ォールバッ ク値に強
制的に固定し ます。 例えば、 配管洗浄中に測定を中断させる場合などに有効です。 こ の機能は、
その他すべての機器機能よ り も優先されます。 例えば、 シ ミ ュ レーシ ョ ンは中止されます。

出力および積算計のフェールセーフモード

プロセス／システムエラーの発生 ポジティブゼロリターン作動中

" 警告 ! 

" 注意メ ッ セージ " と し て分類さ れる シス テムエラ ーおよ びプロ セス エラ ーは、 入出力に対し て一切影響し ま せん。 → 37 ページも 参照し てく

ださ い。

電流出力 1、 2 MINIMUM CURRENT（MIN. 電流）

電流出力は、 "CURRENT SPAN（出力電流範囲） " 機能で選択し た設定に応じ

て、 警報レ ベルの下の値に設定さ れま す（" 機能説明書 " を参照く ださ い）。

MAXIMUM CURRENT（MAX. 電流）

電流出力は、 "CURRENT SPAN（出力電流範囲） " 機能で選択し た設定に応じ

て、 警報レ ベルの上の値に設定さ れま す（" 機能説明書 " を参照く ださ い）。

HOLD VALUE（ホールド さ れた値）

後に有効だった値（故障発生前） に従って出力し ま す。

ACTUAL VALUE（実際の値）

現在の流量測定をベース にし て、 測定値が表示さ れま す。 エラ ーは無視さ れま

す。

" 流量ゼロ " に対応する 信号を出力し ま

す。

パルス 出力 FALLBACK VALUE（フ ォ ールバッ ク 値）

信号出力 → パルス なし

ACTUAL VALUE（実際の値）

エラ ーは無視さ れま す。 つま り 、 現在の流量測定をベース にし て、 通常の測定

値が出力さ れま す。

" 流量ゼロ " に対応する 信号を出力し ま

す。

周波数出力 FALLBACK VALUE（フ ォ ールバッ ク 値）

信号出力 → 0 Hz

FAILSAFE LEVEL（フ ェ ールセーフ のレ ベル）

"FAILSAFE VALUE（フ ェ ールセーフ 時の値） " 機能で指定し た周波数が出力さ

れま す。

HOLD VALUE（ホールド さ れた値）

後に有効だった値（エラ ー発生前） が出力さ れま す。

ACTUAL VALUE（実際の値）

エラ ーは無視さ れま す。 つま り 、 現在の流量測定をベース にし て、 通常の測定

値が出力さ れま す。

" 流量ゼロ " に対応する 信号を出力し ま

す。

積算計 1、 2 STOP（ス ト ッ プ）

積算計は、 エラ ーが修正さ れる ま で一時的に停止し ま す。

ACTUAL VALUE（実際の値）

エラ ーは無視さ れま す。 積算計は現在の流量値に従ってカウ ント を継続し ま す。

HOLD VALUE（ホールド さ れた値）

積算計は、 後に有効だった流量値（エラ ー発生前） に従ってカウ ント を継続

し ま す。

積算計は、 積算を停止し ま す。

ス テータ ス 出力 ス テータ ス 出力 → 故障ま たは電源異常時は非導通 ス テータ ス 出力には影響し ま せん。

リ レ ー出力 故障ま たは電源異常時： リ レ ー → 非励磁

エラ ーメ ッ セージ、 流量リ ミ ッ ト 値、 温度リ ミ ッ ト 値など の各種設定に対する

リ レ ー切替え反応の詳細は、 " 機能説明書 " に記載さ れていま す。

リ レ ー出力には影響し ま せん。



ト ラ ブルシューテ ィ ング プロ ラ イ ン t- マス 65

80 エン ド レスハウザー ジ ャパン

9.6 スペアパーツ

異常時の対処法については、 前の章に詳し く 記載されています。 → 72 ページ
機器はさ らに自己診断機能およびエラー メ ッ セージの形で、 追加的な対処法を指示し ます。
故障の修理を行 う 場合、 故障部品を特定し適切に交換する必要があ り ます。 以下に入手可能なス
ペアパーツの範囲を示し ています。

! 注意 ! 
変換器銘板に記載さ れている シ リ アル番号を使用する と、 スペアパーツの注文が簡単にな り ま
す。 → 7 ページ

発送される スペアパーツには、 以下のものが含まれています ：
• スペアパーツ本体

• 付属品 （ネジ部品など）

• 取付指示書

• 梱包

a0005125

図 41 変換器 65 用スペアパーツ （フ ィ ールド およびウォールマウン ト ハウジング）

1 電源基板（AC 85 ～ 260 V、 AC 20 ～ 55 V、 DC 16 ～ 62 V）

2 アンプ基板

3 I/O ボード （COM モジュ ール）、 選択型入出力基板

4 取り 外し 可能な入力 / 出力サブモジュ ール、 型式 → 70 ページ

5 I/O ボード （COM モジュ ール）、 固定型入出力基板

6 HistoROM/S-DAT（センサデータ メ モリ ）

7 HistoROM/T-DAT（変換データ メ モリ ）

8 表示モジュ ール
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9.6.1 基板の取り外し と取付け

 フ ィ ールドハウジング

# 危険 ! 
• 感電の危険性があ り ます。 露出し た部品には高電圧が付加されています。 電子部品のカバーを

外す前に電源を必ずオフにし て く ださい。
• 電子部品を損傷する恐れがあ り ます （ESD 保護） 。 静電気によ り 、 電子部品が損傷するか、 あ 

る いはその操作性が損なわれる可能性があ り ます。 静電気対策を施し た専用の場所で作業を
行って く ださい。

• 以下の手順を実行する際に、 機器の絶縁耐力の維持を保証でき ない場合、 メ ーカーの仕様に基

づいて適切な検査を実施し て く ださい。
• 防爆機器を配線する際には、 別添の防爆補足説明書 （英文） の内容および配線図を参照し て く

ださい。

" 警告 ! 
エン ド レ スハウザー純正部品のみを使用し て く ださい。

取付け と取 り 外し →図 42

1. 変換器ハウジングのカバーを反時計回 り に回し、 変換器ハウジング よ り 外し ます。

2. ネジ （1.1） を緩めて、 電子部から カバー （1） を外し ます。

3. 表示モジュールの リ ボンケーブル （1.2） をアンプ基板から外し ます。

4. 電源基板 （3） および I/O ボード （5 または 6） を外し ます。

取付け / 取 り 外し用の穴 （3） に細いピンを挿入し て、 ブラ ケ ッ ト から基板を引き抜き ま
す。

5. サブモジュール （5.1） を外し ます。

サブモジュール （入力 / 出力） の I/O ボード からの取 り 外しには、 特別な工具は必要あ り
ません。 取付け も工具な しで実施でき ます。

"    警告 ! 

選択型 I/O ボード上で使用でき るサブモジュールは、 特定の組合せに限られます。 
→ 31 ページ
各ス ロ ッ ト にはマーク が付け られてお り 、 変換器端子部の特定の端子に対応し ます。

ス ロ ッ ト  " 入力 / 出力 2" = 端子 24 / 25
ス ロ ッ ト  " 入力 / 出力 3" = 端子 22 / 23
ス ロ ッ ト  " 入力 / 出力 4" = 端子 20 / 21

6. アンプ基板 （4） を外し ます。

- センサ信号ケーブル （4.1） のプラ グを、 HistoROM/S-DAT （4.2） および HistoROM/T- 
DAT （4.3） と一緒に外し ます。

- 取付け / 取 り 外し用の穴（3）に細いピンを挿入し て、ブラ ケ ッ ト から基板を引き抜き ます。

7. 取付けは、 取 り 外し と は逆手順で行います。



ト ラ ブルシューテ ィ ング プロ ラ イ ン t- マス 65

82 エン ド レスハウザー ジ ャパン

a0005126

図 42 フ ィ ールドハウジング ： 基板の取り外し と取付け

1 電子部カバー、 現場指示計付き

1.1 電子部カバーのネジ

1.2 リ ボンケーブル（表示モジュ ール）

2 取付け / 取り 外し 用の穴

3 電源基板

4 アンプ基板

4.1 信号ケーブル（センサ）

4.2 HistoROM/S-DAT（センサデータ メ モリ ）

4.3 HistoROM/T-DAT（変換器データ メ モリ ）

5 I/O ボード （選択型入出力基板）

5.1 取り 外し 可能なサブモジュ ール 

（ス テータ ス 入力およ び電流入力、 電流出力、 周波数出力およ びリ レ ー出力）

6 I/O ボード （固定型入出力基板）
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 ウォールマウン ト ハウジング

# 危険 ! 
• 感電の危険性があ り ます。 露出し た部品には高電圧が付加されています。 電子部品のカバーを

外す前に電源を必ずオフにし て く ださい。
• 電子部品を損傷する恐れがあ り ます （ESD 保護） 。 静電気によ り 、 電子部品が損傷するか、 あ 

る いはその操作性が損なわれる可能性があ り ます。 静電気対策を施し た専用の場所で作業を
行って く ださい。

• 以下の手順を実行する際に、 機器の絶縁耐力の維持を保証でき ない場合、 メ ーカーの仕様に基

づいて適切な検査を実施し て く ださい。
• 防爆機器を配線する際には、 別添の防爆補足説明書 （英文） の内容および配線図を参照し て く

ださい。

" 警告 ! 
エン ド レ スハウザー純正部品のみを使用し て く ださい。

取付け と取 り 外し →図 43

1. ネジを外し て、 ハウジングの ヒ ンジカバー （1） を開けます。

2. 電子モジ ュール （2） を固定し ているネジを緩めます。 電子モジュールを押し上げ、 ウ ォー
ルマウ ン ト ハウジングからでき るだけ引き出し ます。

3. センサ信号ケーブル （7.1） のプラ グを、 HistoROM/S-DAT （7.2） および HistoROM/T-DAT 
（7.3） と一緒にアンプ基板 （7） から外し ます。

4. ネジを緩めて、 電子部から カバー （4） を外し ます。

5. 表示モジュールの リ ボンケーブルプラ グ （3） をアンプ基板 （7） から外し ます。

6. 基板 （6、 7、 8、 9） を外し ます。

取付け / 取 り 外し用の穴 （5） に細いピンを挿入し て、 ブラ ケ ッ ト から基板を引き抜き ま
す。

7. サブモジュール （8.1） を外し ます。

サブモジュール （入力 / 出力） の I/O ボード からの取 り 外しには、 特別な工具は必要あ り   
ません。 取付け も工具な しで実施でき ます。

"    警告 ! 
I/O ボード上で使用でき るサブモジュールは、 特定の組合せに限られます。 → 31 ページ
各ス ロ ッ ト にはマーク が付け られてお り 、 変換器端子部の特定の端子に対応し ます。

ス ロ ッ ト  " 入力 / 出力 2" = 端子 24 / 25
ス ロ ッ ト  " 入力 / 出力 3" = 端子 22 / 23
ス ロ ッ ト  " 入力 / 出力 4" = 端子 20 / 21

8. 取付けは、 取 り 外し と は逆手順で行います。
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図 43 フ ィ ールドハウジング ： 基板の取り外し と取付け

1 ハウ ジングカバー

2 電子モジュ ール

3 リ ボンケーブル（表示モジュ ール）

4 電子部カバーのネジ

5 取付け / 取り 外し 用の穴

6 電源基板

7 アンプ基板

7.1 信号ケーブル（センサ）

7.2 HistoROM/S-DAT（センサデータ メ モリ ）

7.3 HistoROM/T-DAT（変換器データ メ モリ ）

8 I/O ボード （選択型入出力基板）

8.1 取り 外し 可能なサブモジュ ール 

（ス テータ ス 入力およ び電流入力、 電流出力、 周波数出力およ びリ レ ー出力）

9 I/O ボード （固定型入出力基板）
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変換機ハウジング （分離型）

# 危険 ! 
• 電子部品を損傷する恐れがあ り ます （ESD 保護） 。 静電気によ り 、 電子部品が損傷するか、 あ 

る いはその操作性が損なわれる可能性があ り ます。 静電気対策を施し た専用の場所で作業を
行って く ださい。

• 以下の手順を実行する際に、 機器の絶縁耐力の維持を保証でき ない場合、 メ ーカーの仕様に基

づいて適切な検査を実施し て く ださい。
• 防爆機器を配線する際には、 別添の防爆補足説明書 （英文） の内容および配線図を参照し て く

ださい。

" 警告 ! 
エン ド レ スハウザー純正部品のみを使用し て く ださい。

取付け と取 り 外し →図 44

1. 固定ネジ （1） を緩めて、 電子部から カバー （2） を外し ます。

2. センサケーブルプラ グ （3） を外し ます。

3. 端子ブロ ッ ク （4） から リ モー ト ケーブルを外し ます。

4. ネジ 2 本 （5） を基板から外し ます。

5. 基板 （6） を外し ます。

6. 取付けは、 取 り 外し と は逆手順で行います。

a0005131

図 44 分離型センサハウジングの電子部 ： 基板の取付けと取り外し

配線の色（エンド レ ス ハウ ザー社が納入する 場合）：

端子番号  41 = 白、 42 = 茶、 43 = 緑、 44 = 黄
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9.6.2 ヒ ューズの交換

# 危険 ! 
感電の危険性があ り ます。 露出し た部品には高電圧が付加されています。 電子部品のカバーを外
す前に電源を必ずオフにし て く ださい。

メ イ ン ヒ ューズは、 電源基板にあ り ます。
ヒ ューズの交換手順は以下の通 り です。

1. 電源を一旦切って く ださい。

2. 電源基板を外し ます。 → 81 ページ

3. 保護キ ャ ッ プ （1） を外し て、 機器 ヒ ューズ （2） を交換し ます。
必ず以下の ヒ ューズ タ イプを使用し て く ださ い。
- 電源 AC 20 ～ 55 V / DC 16 ～ 62 V → 2.0 A ス ローブロー / 250 V ； 5.2 x 20 mm
- 電源 AC 85 ～ 260 V → 0.8 A ス ローブロー / 250 V ； 5.2 x 20 mm
- 防爆仕様の機器  →  防爆補足説明書を参照し て く ださい。

4. 取付けは、 取 り 外し と は逆手順で行います。

" 警告 ! 
エン ド レ スハウザー純正部品のみを使用し て く ださい。

a0001148

図 45 電源基板のヒ ューズ交換

1 保護キャ ッ プ

2 機器ヒ ュ ーズ

1

2
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9.7 返却

" 警告 ! 
痕跡を含め、 危険物質が完全に除去されたかど う か確信のない場合、 例えば、 その物質が溝に浸
透し ている あ るいはプラ スチッ ク を透過し て拡散し ている可能性が考え られる場合には、 機器を
返却し ないで く ださい。
不十分な洗浄によ り 発生し た廃棄物の処理あ るいは外傷 （やけど等） に起因する費用は、 機器の
所持者／操作員が負担する こ と にな り ます。

修理や校正のために流量計を弊社に返却する場合には、 以下の手順に従って く ださい。
• 必ず、" 安全 / 洗浄確認書 " に必要事項を正し く 記入し、この用紙を流量計に同封し て く ださい。 

こ の確認書が同封されていない と、 弊社は、 返却される装置を運搬、 検査および修理する こ と
ができ ません。

• 特別な取扱指示が必要であれば、 EC REACH 規則 No. 1907/2006 に準拠し た安全データ シー ト      

などを同封し て く ださい。
• すべての残留物を除去し て く ださい。 残留物を含む可能性のあ る シールおよびすき まの溝には

十分注意し て く ださい。 その残留物質が人体に被害を も た らす可能性があ る もの、 例えば、 可
燃性や毒性、 あ るいは発ガン性などの物質の場合には特に重要です。

! 注意 ! 
" 安全 / 洗浄確認書 " は本取扱説明書の 初に添付されています。

9.8 廃棄

御使用される国及び地域の法規に従って く ださい。
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9.9 ソ フ ト ウ ェ アの履歴

! 注意 ! 
ソ フ ト ウ ェアバージ ョ ンのア ッ プロード / ダウ ン ロード には、 通常、 専用のサービ ス ソ フ ト ウ ェ
アが必要です

日付 ソフトウェア 
バージョン

ソフトウェアの変更点 取扱説明書

10.2009 1.01.XX ソ フ ト ウ ェ ア拡張：

- メ モリ に 2 つ目の気体グループ

- 気体の熱流量と 熱量

- 可変の気体割合入力

- 診断の改訂

- フ ィ ールド チェ ッ ク 互換性

新機能：

- 気体、 圧力、 熱流量、 センサのク イ ッ ク セッ ト アッ プ

- 追加の圧力単位

- 発熱量、 熱流量、 熱量のシス テム単位

- 気体グループ 1 + 2 のプロ セス 圧力

- 気体グループのス テータ ス 入力割り 当て

- 可変の気体割合の電流入力割り 当て

- 表示部、 積算計、 出力に対する 熱流量の割り 当て

- 熱流量に対する 積算計単位

- 出力と 積算計に対する 気体グループの割り 当て

- リ レ ー出力のオン / オフ  ディ レ イ

- 補正係数およ び基準密度を使用する 特殊ガス の選択

- 挿入深さ の計算

- プロ セス エラ ーおよ びシス テムエラ ーのタ イ ムス タ ンプ

710…/04.10

11.2005 1.00.XX 71009069/12.05
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10 技術データ

10.1 技術仕様一覧

10.1.1 アプ リ ケーシ ョ ン

本取扱説明書に記載されている機器は、 気体の質量流量測定のみに使用し て く だ さ い （例 ： kg、

Nm3 scf）。 本システムは、 同時にガス温度を測定でき ます。 本機器は、 標準範囲の純粋なガスや 
混合ガス を測定するために設定可能です。

例 ：
• 空気

• 酸素

• 窒素

• 二酸化炭素

• アルゴン、 など

腐食性の高い、 飽和し た、 または汚れた気体を使用する場合は、 取扱いに注意が必要です （弊社
営業所も し く は販売代理店にお問合せ く ださい） 。 不安定な気体、 エン ド レ スハウザーが適さ な
い とみな し た気体については、 使用を避けて く ださい。 本機器は、 液体または液相状態の測定物
に使用する こ と を意図し て設計された ものではあ り ません。

弊社は、 不正な使用あ るいは使用目的と は違った用途によ る損害に対し ては、 いかなる責任を負
う ものではあ り ません。 この結果損害が発生し て も、 弊社は一切責任を負いません。

10.1.2 測定原理／システム構成

測定原理 熱拡散原理に基づ く 質量流量測定

システム構成 t- マス 65 流量計の構成は以下の通 り です。
• t- マス 65 変換器

• t- マス F、 t- マス I センサ

変換器は 2 種類よ り 選択可能です。
• 一体型 ： 変換器と センサが機械的に一体化し た タ イプです。

• 分離型 ： 変換器と センサを別々に設置する タ イプです。

10.1.3 入力

計測パラ メ ータ • 質量流量

• 気体温度

• 気体熱流量

測定レ ンジ 測定レンジは以下に応じ て異な り ます。
• 気体

• 圧力

• 温度

• 配管またはダ ク ト の断面積

• 整流器の使用 （t- マス F センサ）

測定レンジの計算には、 エン ド レ スハウザー社のサイ ジング / 選択用ソ フ ト ウ ェア 「アプ リ ケー 
タ」 を使用し て く ださい。
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入力信号 ステータ ス入力 （補助入力）

U = DC 3 ～ 30 V、 Ri = 5 kΩ、 電気的に絶縁 . ス イ ッチレベル DC ± 3 ～ ± 30 V。

機能設定 ： 気体グループ、 積算計 リ セ ッ ト 、 ポジテ ィ ブゼロ リ ターン、 ゼロ点調整の開始

電流入力

ア ク テ ィ ブ / パッ シブモード選択可能、 電気的に絶縁、 分解能 ： 2 μA
• ア ク テ ィ ブ ： 4 ～ 20 mA、 Ri ≤ 150 Ω、 Uout = DC 24 V、 短絡耐性

• パッ シブ ： 0/4 ～ 20 mA、 Ri ≤ 150 Ω、 Umax = DC 30 V

機能設定 ： 圧力、 ガス分析計

10.1.4 出力

出力信号 電流出力

ア ク テ ィ ブ / パッ シブモード選択可能、 電気的に絶縁、 時定数選択可能 （0.0 ～ 100.0 s）、 フル     
スケール値可変、 温度係数 ： 0.005% o.r./ ℃ （標準）、 分解能 ： 0.5 μA
• ア ク テ ィ ブ ： 0/4 ～ 20 mA、 RL < 700 Ω （HART 通信使用時 ： RL ≥ 250 Ω）

• パッ シブ ： 4 ～ 20 mA、 供給電圧 VS DC 18 ～ 30 V、 Ri ≥ 150 Ω

パルス / 周波数出力

ア ク テ ィ ブ / パッ シブモード選択可能、 電気的に絶縁

• ア ク テ ィ ブ ： DC 24 V、 25 mA （ 大 250 mA、 20 ms 間）、 RL > 100 Ω ι 選択型 I/O ボー ド のみ、            

端子の割当を参照 → 31 ページ）
• パッ シブ ： オープン コ レ ク タ、 DC 30 V、 250 mA

• 周波数出力 ： フルス ケール周波数 2 ～ 1000 Hz （fmax = 1250 Hz）、 オン / オフ比 1:1、  

パルス幅 大 2 s、 時定数選択可能 （0.0 ～ 100.0 s）
• パルス出力 ： パルス値およびパルス極性可変、 大パルス幅可変 （0.5 ～ 2000 ms、 

初期設定 = 20 ms）

ア ラーム信号 電流出力 ：
フ ェールセーフモード選択可能 （例 ： NAMUR 推奨 NE 43 に準拠）

パルス / 周波数出力 ：
フ ェールセーフモード選択可能

ステータ ス出力 ：
故障または電源異常時は " 非導通 "

リ レー出力 ：
故障または電源異常時は " 非励磁 "

電流入力 ：
フ ェールセーフ時の値選択可能

負荷 " 出力信号 " を参照

ス イ ッ チ出力 リ レー出力 ： ノーマルク ローズ （NC） または ノーマルオープン （NO） 接点選択可能  
（初期設定： リ レー 1 = NO、リ レー 2 = NC）、 大 AC 30 V / 0.5 A、DC 60 V / 0.1 A、電気的に絶縁
機能設定 ： エラー メ ッ セージ、 リ ミ ッ ト 値

ローフ ローカ ッ ト オフ ローフ ローカ ッ ト オフ値は任意に設定可能
初期設定 = 20 mA 値の 1%

電気的絶縁性 すべての入出力回路および電源は、 それぞれ電気的に絶縁
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10.1.5 電源

電気接続 → 27 ページ

電源電圧 AC 85 ～ 260 V、 45 ～ 65 Hz
AC 20 ～ 55 V、 45 ～ 65 Hz
DC 16 ～ 62 V

電線管接続口 電源ケーブルおよび信号ケーブル （入力 / 出力） ：
• 電線管接続口 M20 × 1.5 （8 ～ 12 mm）

• 電線管接続口用ス レ ッ ド、 ½" NPT、 G ½"

分離型用接続ケーブル ：
• 電線管接続口 M20 × 1.5 （8 ～ 12 mm）

• 電線管接続口用ス レ ッ ド、 ½" NPT、 G ½"

ケーブル仕様 （分離型） → 28 ページ

消費電力 AC ： 85 ～ 260 V = 18.2 W、 20 ～ 55 V = 14 W （センサを含む）
DC ： 8 W （センサを含む）

電源故障時／停電時 低 1 電源周期間、 異常が継続し た場合 ：
• EEPROM/HistoROM T-DAT が、 電源故障の場合、 測定システムデータ を保存

• HistoROM S-DAT はセンサ固有のデータ を保存し た交換可能なデータ メ モ リ チッ プです （配管  

タ イプ、 呼び口径、 シ リ アル番号、 整流器、 ゼロ点など）
• 積算計は検出された 後の有効値で静止

電位平衡 特別な措置は必要あ り ません。
防爆エ リ アで使用する機器については、 防爆補足資料を参照 く ださい。

10.1.6 性能特性

基準校正条件 • ISO/IEC 17025 に準拠し た認定校正

• 国家規格によ る証明可能

• 校正用ガス ： 空気

• 温度制御 24 ℃ ± 0.5 ℃ （大気圧下）

• 湿度制御 40 % RH 以下

測定誤差 t- マス 65F ：
流量校正レンジの 100 % ～ 10 % に対し て読み値の ± 1.5 % （基準条件下）
流量校正レンジの 10 % ～ 1 % に対し て流量校正レ ンジの ± 0.15 % （基準条件下）

t- マス 65I ：
読み値の ± 1.0% と
流量校正レンジの ± 0.5% （基準条件下） の合計

繰返し性 
（ リ ピータ ビ リ テ ィ ）

流速 1.0 m/s 以上の場合、 読み値の ± 0.4 %

流体圧力の影響 
（圧力係数）

空気 ： プロセス圧力の変化 1 bar あた り  0.35%
その他の気体 ： 要問い合わせ 

応答時間 通常は所定のステ ッ プ応答の 63% で 2 秒以内 （両方向 と も）
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10.1.7 動作条件 ： 設置

設置方法 → 19 ページ

上流側 / 下流側直管長 → 15 ページ

センサケーブルの長さ 大 100 m、 分離型

使用圧力 → 12 ページ

10.1.8 運転条件 （環境）

周囲温度 標準 ： -20 ～ +60 ℃
オプシ ョ ン ： -40 ～ +60 ℃

! 注意 ! 
• 機器は日陰に設置し て く ださい。 特に高温地域では直射日光を避けて く ださい。 

（必要に応じ て保護カバーを装備でき ます）
• 周囲温度が -20 ℃以下の場合、 表示部の視認性が悪化する可能性があ り ます。

保管温度 -40 ～ +80 ℃、 推奨 +20 ℃

保護等級 標準 ： IP 67 （NEMA 4X） （センサ、 変換器）

耐衝撃性 IEC 60068-2-31 に準拠

耐振動性 加速度 1g 以下、 周波数 10 ～ 150 Hz 以下の振動 （IEC 60068-2-6 に準拠）

電磁適合性 （EMC） IEC/EN 61326 および NAMUR 推奨基準 NE 21 に準拠
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10.1.9 運転条件 （プロセス）

流体温度範囲 センサ
t- マス F ：
-40 ℃ ～ +100 ℃

t- マス I ：
-40 ℃ ～ +130 ℃

シール t- マス F

O リ ング ：
バイ ト ン FKM -20 ℃～ +100 ℃
カルレ ッ ツ -20 ℃～ +100 ℃
EPDM -40 ℃～ +100 ℃

ブ ッ シング ：
PEEK、 PVDF -40 ℃～ +100 ℃

シール t- マス I

シール ：
カルレ ッ ツ -20 ℃～ +130 ℃
EPDM -40 ℃～ +130 ℃
ニ ト リ ル -35 ℃～ +130 ℃

ヘルール ：
PEEK、 PVDF -40 ℃～ +130 ℃

流体圧力範囲 （呼び圧力） t- マス F ：
-0.5 ～ 40 bar （ゲージ圧）

t- マス I ：
-0.5 ～ 20 bar （ゲージ圧）

流量制限 「測定レンジ」 を参照→ 89 ページ
計測チューブ内の流速は 130 m/s を超えないよ う にし て く ださい。

圧力損失 ほ と んどな し （整流器な しの場合）。
正確に計算する場合は、 「アプ リ ケータ」 を使用し て く ださい。 → 71 ページ

流体圧力範囲 （呼び圧力） プロセス接続の耐圧曲線 （圧力－温度グ ラ フ） に関し ては、 別冊の " 技術仕様書 " を参照し て く
ださい。 技術仕様書は www.endress.com から PDF フ ァ イル と し てダウ ン ロード でき ます。
" 技術仕様書 " の リ ス ト ： → 97 ページ

ホ ッ ト タ ッ プの プ ロ セ ス
条件

ホ ッ ト タ ッ プは、 EC 指令 67/548/EWG art. 2 に従って 「グループ II」 に分類された、 無毒性で      
危険のない気体の場合にのみ使用でき ます。

中圧タイプ
高プロセス圧力 ： 20 bar 

引抜時 高圧力 ： 16 bar 
引抜時 高温度 ： +50 ℃
センサ長 ： 435 mm 以上

低圧タイプ
高プロセス圧力 ： 20 bar 

引抜時 高圧力 ： 4.5 bar 
引抜時 高温度 ： +50 ℃
センサ長 ： 435 mm 以上
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10.1.10 構造

外形寸法図 センサおよび変換器の外形寸法と取付寸法は、 別冊の " 技術仕様書 " に記載されています。 技術  
仕様書は www.endress.com から PDF フ ァ イル と し てダウ ン ロード でき ます。
" 技術仕様書 " の リ ス ト ： → 97 ページ

質量 • 一体型 ： 以下の表を参照

• 分離型

- センサ ： 以下の表を参照
- ウ ォールマウ ン ト ハウジング ： 5 kg 

質量 （SI 単位）

質量 [kg]
* フ ラ ンジ型については、 すべて EN/DIN PN 40 フ ラ ンジ付き機器の値 （質量） です。

材質 変換器ハウジング
• 一体型ハウジング ： 粉体塗装アル ミ ダ イ カス ト

• ウ ォールマウ ン ト ハウジング ： 粉体塗装アル ミ ダ イ カ ス ト

• 分離型フ ィ ール ド ハウジング ： 粉体塗装アル ミ ダ イ カ ス ト

接続ハウジング、センサ（分離型）
粉体塗装アル ミ ダ イ カ ス ト

t- マス F センサ
センサ本体 ：
• DN 15 ～ 25 （DN ½" ～ DN 1"） ： ステン レ ス鋼鋳 CF3M-A351

• DN 40 ～ 100 （DN 1 ½" ～ DN 4"） ： 1.4404 （EN10216-5 に準拠） および SUS 316/316L 相当            

（A312 に準拠）

フ ラ ンジ （プロセス接続） ：
EN 1092-1 （DIN 2501/DIN 2512N） / ANSI B16.5 / JIS に準拠 
→ ステンレ ス 1.4404 （EN 10222-5 に準拠） および SUS 316L/316 相当 （A182 に準拠）

ト ラ ン スデューサ本体 ：
• 1.4404 （EN10272 に準拠） および SUS 316L 相当 （A479 に準拠）

• ア ロ イ C22 （2.4602） および UNS N06022 （B574 に準拠）

ト ラ ン スデューサエレ メ ン ト ：
• 1.4404 （EN 10217-7 に準拠） および SUS 316L 相当 （A249 に準拠） または

1.4404 （EN 10216-5 に準拠） および SUS 316L 相当 （A213 に準拠）
• ア ロ イ C22 （2.4602） および UNS N06022 （B626 に準拠）

ブ ッ シング ：
PEEK GF30、 PVDF

O リ ングシール ：
EPDM、 カルレ ッ ツ 6375、 バイ ト ン FKM

t- マス F* / 呼び口径 15 25 40 50 80 100

一体型 7.5 8.0 12.5 12.5 18.7 27.9

分離型（センサのみ） 5.5 6.0 10.5 10.5 16.7 25.9

t- マス I / センサ長 [mm] 235 335 435 608

一体型 6.4 6.6 7.0 7.4

分離型（センサのみ） 4.4 4.6 5.0 5.4
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t- マス I センサ
挿入管 ：
センサ長 235、 335、 435、 608 
1.4404 （EN 10216-5 に準拠） および SUS 316/316L 相当 （A312 に準拠）

ト ラ ン スデューサ本体 ：
• 1.4404 （EN10272 に準拠） および SUS 316L 相当 （A479 に準拠）

• ア ロ イ C22 （2.4602） および UNS N06022 （B574 に準拠）

ト ラ ン スデューサエレ メ ン ト ：
• 1.4404 （EN 10217-7 に準拠） および SUS 316L 相当 （A249 に準拠） または

1.4404 （EN 10216-5 に準拠） および SUS 316L 相当 （A213 に準拠）
• ア ロ イ C22 （2.4602） および UNS N06022 （B626 に準拠）

保護ガード ：
1.4404 （EN 10088-1 および EN 10088-2 + 2B に準拠） および SUS 316L 相当 （A666 に準拠）

コ ンプレ ッ シ ョ ンフ ィ ッ テ ィ ング ：
1.4404 （EN 10272 に準拠） および SUS 316/316L 相当 （A479 に準拠）

ヘルール ：
PEEK 450G、 PVDF

シール ：
EPDM、 カルレ ッ ツ 6375、 ニ ト リ ル、 SUS 316/316L 相当 （外側 リ ング）

ホットタップ
下側管部分 ：
1.4404 （EN 10272 に準拠） および SUS 316/316L 相当 （A479 に準拠）

上側管部分 ：
1.4404 （EN 10216 -5 に準拠） および SUS 316/316L 相当 （A312 に準拠）

ボールバルブ ：
CF3M および CF8M

シール ：
PTFE
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10.1.11 表示部、 ユーザーイ ン タ フ ェース

表示部 • 液晶デ ィ スプレ イ ： バッ ク ラ イ ト 付き、 2 行表示、 1 行あた り  16 文字

• 各種測定値およびステータ スの表示が可能

• 周囲温度が -20 ℃以下の場合、 表示部の視認性が悪化する可能性があ り ます。

操作部 • 押しボタ ンを使用し た現場操作 （-, +, E）

• 簡単設定ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニュー

言語 英語、 ド イ ツ語、 フ ラ ン ス語、 スペイ ン語、 イ タ リ ア語、 オラ ンダ語、 ノ ルウ ェー語、 
フ ィ ン ラ ン ド語、 ス ウ ェーデン語、 ポル ト ガル語、 ポーラ ン ド語、 チェ コ語

リ モー ト 操作 HART プロ ト コルによ る操作

10.1.12 認証、 認定

CE マーク 本製品は EC 指令で定められた要求事項に適合し ます。
エン ド レ スハウザーは本製品が試験に合格し た こ と を、CE マークの添付によ り 保証いた し ます。

C-tick 本製品は 「Australian Communications and Media Authority （ACMA）」 の EMC 指令に適合し ます。

防爆認定 ご使用いただける防爆タ イプ （ATEX、 FM、 CSA） の機器に関する情報は、 寄 り の弊社営業所
も し く は販売代理店にお問い合わせ く ださい。 すべての防爆データは別紙防爆資料に記載されて
いますので、 必要に応じ てご注文 く ださい。

a0005128-en

図 46 t- マス機器の防爆エ リ アでの使用例 （例 ： t- マス 65F）

ö

ö
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圧力機器認証 本機は、 欧州圧力機器指令 （PED） の有無を選択し て注文でき ます。 PED 付きの機器を希望する 
場合は、 発注時にその旨を明記し て く だ さ い。 呼び口径が DN 25 （1"） 以下の機器については、  
この選択はでき ませんが、 その必要も あ り ません。

• センサ銘板に 「PED/G1/III」 の表示があ る場合、 エン ド レ スハウザーは本機が欧州圧力機器指

令 97/23/EC 付録 I の 「基本安全基準」 に適合し ている こ と を承認し ます。
• こ の表示があ る機器 （PED 付き） は、 以下のタ イプの流体に適し ています。

- グループ 1 および 2 の流体、 蒸気圧が約 0.5 bar
- 不安定な気体

• こ の表示がない機器 （PED な し） は、 GEP （適切な技術的手法） に従って設計 / 製造されてい  

ます。 こ の機器は、 欧州圧力機器指令 97/23/EC の Art. 3, Section 3 の要件を満た し ています。       
欧州圧力機器指令 97/23/EC 付録 II の図 6 ～ 9 に、 その用途が記載されています。

酸素処理 エン ド レ スハウザーは、 British Oxygen Company （BOC） の仕様 0000-N-S-430-00-01 および BS     
IEC 60877:1999 に従って、 流量センサ接液部のグ リ ース を除去し た こ と を保証し ます。 
グ リ ース除去作業後は、 コ ンポーネン ト のグ リ ース除去面に付着するオイル / グ リ ースが  
100 mg/m² （0.01 mg/cm²） 以下になっています。

その他の規格および 
ガ イ ド ラ イ ン

BS IEC 60877:1999
産業用プロセス測定機器および制御機器の清浄度を保証するための酸素処理の手順

EN 60529
ハウジング保護等級 （IP コード）

EN 61010-1
測定、 制御、 調整および試験用の電気機器に関する予防措置

IEC/EN 61326
「ク ラ ス A 要件に準拠し た放射」 電磁適合性 (EMC 要件）

EN 91/155/EEC
安全データ シー ト 指令

ISO/IEC 17025
試験所および校正機関の能力に関する一般要求事項

ISO 14511
管路での流量測定 - 熱式質量流量計

NAMUR NE 21
工業用プロセスおよび試験機器の電磁適合性 （EMC）

NAMUR NE 43
アナロ グ出力信号を有するデジタル変換器の故障信号レベルの標準化

NAMUR NE 53
デジ タル回路を含むフ ィ ール ド機器と信号処理機器のソ フ ト ウ ェア

10.1.13 注文情報

発注に際し ては、 オーダーコード表をご利用 く ださい。 またオーダーコード表にない仕様につき
ま し ては、 弊社営業所も し く は販売代理店にお問い合わせ く ださい。

10.1.14 アクセサリ

変換器およびセンサにはア ク セサ リ が多種用意されてお り 、 弊社に個別にご注文いただ く こ と が
でき ます。
→ 70 ページ

10.1.15 関連資料

• 技術仕様書 t- マス 65F、 65I （TI069D）

• 機能説明書 t- マス 65 （BA112D）

• 防爆製品補足説明書 ： ATEX、 FM、 CSA、 IECEx、 NEPSI

• 測量測定技術 （FA005D）
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■仙台サービス
〒 980-0011  仙台市青葉区上杉 2-5-12  今野ﾋﾞﾙ

Tel. 022(265)2262　Fax. 022(265)8678

■横浜サービス
〒 221-0045  横浜市神奈川区神奈川 2-8-8　第 1川島ﾋﾞﾙ

Tel. 045(441)5701　Fax. 045(441)5702

■徳山サービス
〒 745-0814 周南市鼓海 2-118-46

Tel. 0834(25)6231　Fax. 0834(25)6232

■新潟サービス
〒 950-0923 新潟市中央区姥ケ山 4-11-18

Tel. 025(286)5905　Fax. 025(286)5906

■名古屋サービス
〒 463-0088  名古屋市守山区鳥神町 88

Tel. 052(795)0221　Fax. 052(795)0440

■小倉サービス
〒 802-0971 北九州市小倉南区守恒本町 3-7-6

Tel. 093(963)2822　Fax. 093(963)2832

■千葉サービス
〒 290-0054 市原市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ

Tel. 0436(23)4601　Fax. 0436(21)9364

■大阪サービス
〒 564-0042  吹田市穂波町 26-4 

Tel. 06(6389)8511　Fax. 06(6389)8182

■東京サービス
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1912　Fax. 042(314)1941

■水島サービス
〒 712-8061  倉敷市神田 1-5-5

Tel. 086(445)0611　Fax. 086(448)1464

■計量器製造業登録工場　■特定建設業認定工場許可（電気工事業、電気通信工事業）

BA111D/33/JA/06.10
STAR/FM+SGML 6.0J

●機器調整（新規調整、再調整、故障）不適合に関するお問い合わせ

サービス部サービスデスク
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1919  Fax. 042(314)1941

本誌からの無断転載・複製はご遠慮ください。また、記載内容は 
お断りなく変更することがありますのでご了承ください。

10.10/ マーコムグループ
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